


地域の人に支えられて

子どもたちにとって安心して教育を受けることができる安全な学校の姿が，昨今の不審者に

よる学校侵入の事件で失われてきました。さらに，昨年末には下校途中の小学生女児の尊い命

が奪われるという痛ましい事件が連続して発生しました。学校や子どもたちを狙って発生した

事件をとおして，学校だけではなく登下校時における安全確保も大きな問題となっています。

このような最近の社会状況をふまえ，子どもたちにとって安全で安心できる環境を確保するた

めに，教職員の危機管理能力の向上や校内における防犯機器の整備などの安全管理体制の確立

だけではなく，家庭や地域の関係機関・団体と連携しながら学校安全に関する取組を充実させ

ていくことが重要です。

このため，本市では，学校と家庭・地域，関係機関との連携を重視し，地域安全ボランティ

アの協力を得ながら，地域社会全体で学校安全や子ども安全に取り組んでいく気運が広がって

きました。安全で安心できる学校・地域社会を目指して，「子どもは地域の宝」という意識が

広まり，地域全体で「安全・安心のまちづくり」等の取組が推進されてきたのです。そして，

本年度，文部科学省と警察庁の委嘱事業として「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」が

実施されることとなり，本市においても８支部90校を対象にこの事業を展開することとしまし

た。

この事業は，警察官のＯＢがスクールガードリーダーとして，各校区を巡回パトロールする

ことや地域の安全ボランティア等にアドバイスすること，さらに支部内にモデル地域を指定し，

学校安全推進委員会を開催するとともに様々な取組等についての情報交換や内容充実を図る講

習会の開催を行うものです。

ＰＴＡや学校安全ボランティアの方による地域パトロールの充実や，地域の方々が中心とな

った「みまもり隊」発足による子どもたちの見守り活動，子どもたちの目線に立った校区安全

マップの点検や改善，さらに，あいさつ・声かけ運動の充実及び安全に関する事項の啓発活動

など様々な取組が展開されてきました。そして，「地域の子どもは，地域で守り，育てる」と

いう意識が各地域で一段と高まり，地域住民同士や子どもたちとの交流の中から，「無理なく，

継続していける活動を地域に定着させていこう」という考えが広がってきています。

この１年間の取組の一端をまとめたこの冊子を参考に，さらに地域ぐるみの学校安全の取組を

充実させていただくことを願っています。

最後に，本報告集の作成にあたり，ご協力賜りました関係各位に対しまして，心より感謝申

し上げます。
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学校安全推進委員会に出席して

京都産業大学大学院教授 藤　岡　一　郎

（モデル地域推進委員会　委員）

子ども・学校の安全が危機に瀕してから，学校を中心に家庭・地域社会の諸団体・関係機関な

どと連携してさまざまな取組みがなされてきました。その取組みのなかで，単に過去の「安全回

復」ではなく協働して「安全創造文化」を形成するために，校区の方々や関係機関の協力なくし

ては覚束ないこと，学校安全管理体制まして子どもの安全の確保は学校のみで達成できないこと

も共通認識となってきたように思われます。また，学校内の安全のみでなく子どもの生活圏の安

全を確保しないと「子どもの安全」が実現したことにはならないことも周知されつつあるように

感じられます。

学校安全推進委員会は文部科学省・警察庁の「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」を校

区において展開する推進機関として設けられたものです。校区の関係者すべてが学校区中心に集

い，話し合い，企画し，校区全域で子どもを見守り・育て，牽いては校区の方々の生活の安全安

心を今以上に実現しようというものです。もちろんそれがすぐに実現できればいうことはありま

せんが，まだその実現に向けての道程にあります。

今年度実施のいくつかのモデル校区の学校安全推進委員会の話し合いに出席いたしました。夜

の会合にもかかわらず関係者はほぼ全員出席し熱心に校区における現状の課題と解決に取組まれ

ていました。その結晶がこの報告集記載の実践の数々です。子どもや地域への愛情こそがその使

命感を支え，社会貢献をなしていることに敬意と感謝の気持ちで一杯です。この報告集に掲載さ

れた各報告文に現れた実態の下支えとして，多くの関係者なかでも校区の諸団体の方々の隠れた

ご尽力があることを改めて肝に銘じますとともにその活動の拡がりのための新たな知恵の結集を

期待しているところです。もちろん京都市教育委員会，警察，一般行政などの関係者の深い理解

と実行力が基盤にあって一定の成果を挙げつつあることはいうまでもありません。またその活動

が第一線の教職員，警察官，市職員などの方々の意思と実行力に依存し，その奮闘する姿に接す

ると頭を垂れる思いです。しかし，その時間的・身体的負担に思いをいたすとき，職責を果たす

ことは当然としても継続的な日常活動となるためには，今後ともさまざまな配慮と工夫がもとめ

られるように思われます。

この報告集は，これまでに発刊された子ども・学校の安全に関する事例集にさらに先進的事例

が付け加えられ，京都ならではの示唆に富むものとなっています。ゴールへの道は遠いかもしれ

ませんが，日常生活のあり方や校区の特性を生かした工夫のそれぞれの累積が今後も継続すれば，

子ども・学校の安全にとどまらず，京都市が掲げる「安全安心な市民生活」の基盤を形成するに

違いないと思います。
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京都市の｢地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業｣
の取組について

立命館大学助教授 谷　口　知　弘
（モデル地域推進委員会　委員）

１　まちづくりの視点から見た今年度の成果

―― 多様な活動と連携のカタチ ――

近年，子どもが被害者になるばかりか，子ども自身が加害者になる事件も発生している。要因

の一つとして，子どもたちを守り育ててきた地域の力が弱くなってきていることが上げられる。

子どもが被害者となる事件を未然に防止することが急務であることは言うまでもないが，加害者

化防止の視点からも子どもたちが健全に育つ地域づくりを息長く続けることで地域の力を育むこ

とが大切だと考える。また，安心・安全まちづくりは防犯のみならず，防災，交通安全，事故防

止，食の安全など，その射程は広く，これらすべての活動が子どもたちを健全に育む地域をつく

り，地域の力を育む活動と捉えることができる。

このように，広い意味での安心・安全まちづくりの視点から，今年度90の小学校が取組まれた

本事業を概観すると，一様な取組ではなく「子どもたちのみまもり活動」，「安全マップの充実」，

「声かけ・あいさつ運動」，「地域のパトロール活動」，「安心・安全に関する啓発活動」，「祭りの開

催」など，まちづくりに繋がる多様な取組が展開された。また，連携先においても住民福祉連合

会などの地縁組織のみならず，NPOやPTAのOB会など，様々な組織との連携が見られた。このよ

うに多様な活動が実施され，多様な連携のカタチが見られたことは，地域の特性を読み取り，地

域資源を有効に活用しようと努力し，工夫された結果であると推察される。本事業の重要な目的

である「地域社会全体で学校安全に取り組む体制整備」の実現に向けて，地域特性に対応した連

携のカタチが模索され試みられたことが大きな成果の一つであり，安心・安全な地域社会を住民

主体でつくる体制づくりにおいて，小学校が地域連携の中心的役割を担うことの有効性が検証さ

れたと考える。

２　これからの活動に向けての課題

―― プロセスを大切にした地域の絆を育む活動へ ――

多数の学校で実施された安全マップの作成過程を見ると，地域住民，PTA，教員，児童がマッ

プ作成のプロセスに参加し，一緒に校区の点検やマップ作りを行っている事例が数校あった。こ

のように多様な主体が協働作業を行うプロセスを取り入れることで，地域内に顔の見える人のつ

ながりをつくり，地域の絆を育む取り組みとなる。安全マップ作成に限らず，活動を作り上げる

プロセスに地域の多様な主体が参画する努力と工夫が更に望まれる。

―― 行政内の連携を強化し，地域の安心・安全をつくる活動へ ――

モデル校をはじめ多くの学校で警察との連携が行われたことは大きな成果であったが，区役所

との連携があまり見られなかったことは残念である。京都市では，平成16年度に「安心安全ネッ

ト総合プラン」を策定し，各区役所のまちづくり推進課が中心となり小学校区単位で地域の総合

的な安心安全ネットワークを形成する事業を始めている。この事業と本事業が連動することでよ

り大きな成果を期待したい。
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1．事　　業　　概　　要

○事業のイメージ図（支部）

○実施支部と学校

・北上支部〔９校〕 ①（上賀茂，紫竹，元町，鳳徳）

②（鷹峯，待鳳，大宮，柊野，雲ヶ畑）

・山科支部〔13校〕 ①（陵ヶ岡，鏡山，安朱，音羽，西野，山階）

②（百々，山階南，音羽川，大塚，勧修，小野，大宅）

・右北支部〔13校〕 ①（嵯峨，広沢，嵐山，嵯峨野，高雄，宕陰）

②（常磐野，宇多野，御室，花園，京北第一，京北第二，京北第三）

・右南支部〔10校〕 ①（山ノ内，西院，葛野，西京極，西京極西）

②（梅津，梅津北，太秦，南太秦，安井）

・西東支部〔10校〕 ①（嵐山東，松尾，松陽，樫原，川岡）

②（桂，桂川，桂徳，桂東，川岡東）

・伏中支部〔９校〕 ①（稲荷，砂川，深草，竹田）

②（藤ノ森，藤城，桃山，桃山東，桃山南）

・伏東支部〔10校〕 ①（北醍醐，醍醐西，醍醐，春日野，日野）

②（池田，池田東，小栗栖，小栗栖宮山，石田）

・伏西支部〔16校〕 ①（伏見住吉，伏見板橋，伏見南浜，下鳥羽，横大路）

②（向島，向島藤の木，向島南，向島二の丸，二の丸北）

③（神川，羽束師，久我の杜，納所，明親，美豆）

iii

Ａ小学校区

スクールガード・リーダー

（SGL）巡回

Ｂ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｂ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｂ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｆ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｇ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｈ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｉ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｊ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｋ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｌ小学校区

ＳＧＬ巡回

Ｅ小学校区（モデル地域）

地域ぐるみの学校安全

推進委員会　　講習会

▲　　▲　スクールガード・リーダー
（学校区巡回　専門的助言等）
（年間80日　週２日　１日２校）



2．スクールガードリーダーの取組について

警察官OBの地域学校安全指導員（スクールガード・リーダー）が校区の巡回指導等を実施

しました。

①　巡回日数

１人が数校の小学校区を担当しました。

週に２日で１日あたり２校区の巡回を原則としました。（長期休業中を除く。）

②　巡回方法

ア　開始時間

登校時巡回パトロール　　　午前８時より巡回し，１時間以上の活動

下校時巡回パトロール　　　午後２時30分より巡回し，１時間以上

イ　内容

腕章，帽子，名札を着用し，登下校時の巡回パトロール及び校区の巡回パトロ

ール等を実施しました。

スクールガードの取組に対して助言する内容があれば，学校の校長または教頭

に伝えました。また，学校からスクールガードの取組に対して専門的な考え方等

の助言を行いました。

＜スクールガードリーダーの活動の様子＞

iv



3．モデル地域の取組について

１　推進委員会

①メンバー

学校，ＰＴＡ，各種団体，スクールガード団体，モデル校の所轄警察署（生活安全），

学識経験者，教育委員会（学校安全）

②内　　容

［１回目］ 挨拶，趣旨説明，学校の防犯活動，スクールガードの実践紹介，情報交換，

警察並びに学識経験者からの助言

［２回目］ 挨拶，活動の成果と課題，情報交換，警察並びに学識経験者からの助言

＜鳳徳学区の推進委員会の様子＞

２　講　習　会

①参加者等（100名程度）

支部内の学校関係者並びにスクールガードの代表者，支部の所轄警察署，教育委員会

②内　　容

挨拶，趣旨説明，スクールガードリーダーの取組の報告，見守り活動の報告，不審者へ

の対応の仕方，子ども110番の家の説明，警察からの助言，情報交換等

＜山階支部の講習会の様子＞

v



4．各学区の取組



取組の内容及び方法�
�
1　地域ぐるみの取組�

①登校時間（午前7時45分～8時30分）の対応�
・18町内の皆様方のうち，比較的時間のある方�
　　学区内の朝の散歩，家の前の掃除，家の前
での体操など，通常の時間にされていること
を極力この時間にする。�
・声かけ運動�
　　「おはよう！」「行ってらっしゃい！」と声
をかけて，子どもとコミュニケーションを図
り，次第にお互いが知り合う。�
　　特に，緑のジャケットを着用した元町少年
補導委員会の皆さんが毎朝，学校前交差点（北
山通り新町）にて安全指導と声かけを行って
いる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・防犯ベルが聞こえたら，すぐに対応�
　　「こども110番のいえ」であるなしにかかわ
らず，表に出て，もっとも近くにおられる方
がすぐ家の中に保護する。そして，警察と学
校，子どもの家に連絡をとる。�
②就学時間の対応�
　　定期的なパトロールは決められていないが，
学区民の皆さんが近くの郵便局，銀行，スー
パーなどに出向く時，さりげなくパトロール
をする気持ちで行き帰りする。�
③下校時間（午後３時～５時）の対応�
・さりげなく外の様子を見る�
　　時間幅があるため，対応が難しいが，夕刻
時の買い物その他，外出時に気を配るように
する。�
・声かけやその他のことは，朝と同様。�
④元町婦人会によるパトロール�
　　元町婦人会では，『子どもみまもり隊』を

結成し，『子どもみまもり隊』と書かれた下
記のカードを着用して，午後２時～５時の間
学区内をパトロールする。�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　元町小ＰＴＡの取組�

～子どもたちの安全のためにできること～を提
案し，下記のことを実施しています。�
①学区周辺への外出の時『腕章』をつける。�
②子どもの登校を外に出て見送る。�
③子どもの下校時は，外の様子に気をかける。�
④子どもに防犯ブザーを持たせる。�
⑤子どもたちが外で，一人にならないように心
　　がける。�
�
3　元町小学校の取組�

①「こども110番のいえ」や「安全マップ」の
作成�
　　地域の皆様をはじめ，保護者の皆様のご協
力によって，「こども110番のいえ」や「安全
マップ」を作成し，地域および保護者に配布
した。�
②校内安全体制�
・校門の締め切り�
・防犯カメラによる来校者の確認�
・防犯訓練の実施�
　　警察等のご協力による防犯訓練の実施�
・教職員による校内パトロール�
　　特に，下校時（午後２時～４時）には管理
用務員が正門にて子どもを見守る。�

元町小学校�

地域の子どもの安全は地域で守ろう！�地域の子どもの安全は地域で守ろう！�
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（1）子どもたちのみまもり活動の取組



取組の内容及び方法�
�
1　学校の取組�

学校と家庭・地域が一体となって，地域の子
は地域で　守り育てよう」と「鳳徳ふれあいネ
ットワーク」を組織し，活動している。�
①参観日などでの立ち番とパトロール�
②鳳徳ふれあいネットワークの腕章をつけての
パトロール�
③警察や関係団体と連携した取組�
④スクールガードリーダーと学校，地域の連携
した取組�
⑤地域とともに，地域安全マップの作成�
⑥取組を通しての教職員の意識改革�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　ＰＴＡ活動の取組�

①「こども110番のいえ」の見直しと安全マッ
プの取組�
②組織的，継続的なパトロールの実施と，ステ
ッカー・腕章等の作成と防犯ブザーの配布�
③京都市ＰＴＡフェスティバルでの安全の取組
の紹介（パネル展示）�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　地域の取組�

①各種団体による地域パトロールの実施�
②子どもの健全育成をめざしたキャンプや写生
会の取組�
③自由参観週間の立ち番と声かけの取組�
④「子どもたちを守りたい」と16名の地域ボラ
ンティアによるに登下校時の校区パトロール
の実施�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

成果と今後の課題�
�
①「子どもをよりよく守り育てる」という地域
の取組が充実してきた。緊急時の連絡体制が
確立し，行動するシステムが子どもや保護者
の安心感に結びついてきた。�
②上鴨署をはじめ関係機関との連携をより深め，
双方向の取組を充実させていきたい。�
③「継続」をキーワードに取組の充実を図り，「地
域の子は，地域で守り育て，地域を愛する子」
にしていきたいと考えている。�

鳳徳小学校�
～地域の子は　地域で守り　育てる～�

鳳 徳 ふ れ あ い ネ ット ワ ー ク�鳳 徳 ふ れ あ い ネ ット ワ ー ク�
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取組の内容及び方法�
�
1　日常の活動�

①防犯・安全立番�

　月曜日～金曜日�

　登校時　　７：４０～　９：００�

　下校時　１３：３０～１５：３０�

�

②パトロール�

　学区内危険箇所点検　　月１回�

　学内みまもり　　随時�

�

③平成１６年度月別活動人数�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　�

�
2　「みまもり隊」の取組�

山階みまもり隊は，学校をとりまく社会情勢

を受けて，平成１６年５月７日に正式に発足し

た。実際の活動は，平成１６年度の入学式から

開始している。�

営業の方・主婦・仕事を退職した方など２０

名ほどのメンバーが，学校行事にそって月当番

予定を作成し，朝夕，校門から通学路に沿って

の交差点，危険ポイントなどに立って，安全指

導を行っている。�

オレンジ色のＴシャツ・ウインドブレーカー・

ダウンジャケットをトレードマークとして着用

し，誘導灯を携帯して，交通整理だけでなく子

どものみまもり等の活動に当たっている。�

ＰＴＡ地域委員の朝の交通立番や交通安全対

策協議会の交通整理とも連携して，校区内の強

力な防犯・安全対策を進めている。�

平成１７年９月２日山階学校運営協議会が発

足した。４委員会の一つとして「やすらぎを守

る委員会」を構成し，防犯・防災部会と地域環

境美化部会を設置した。この委員会・部会に「み

まもり隊」のメンバーが参画し，学校の取組全

体を見据えながら，日常の活動のあり方を検討

している。�

山階小学校�

 月　 のべ人数   活動日数  �
 ５ １１１ １１�
 ６ ２１９ ２１�
 ７ １９０ ２１�
 ８ ２２２ ２２�
 ９ ２２２ ２０�
 １０ ２４６ ２１�
 １１ ２４６ ２０�
 １２ ２０３ １７�
 １ ２１３ １６�
 ２ ２４５ １９�
 ３ ２０９ １７�
 計 ２,３２６ ２０５�

山階やすらぎの街づくり会みまもり隊�山階やすらぎの街づくり会みまもり隊�
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取組の内容及び方法�
�

本校では，登下校時の子どもの安全を確保す

るために，地域・ＰＴＡ・学校が連携し，一体

となって見守る活動を続けている。�

また，本年度「山階南スクールみまもり隊」（学

校安全ボランティア）も発足し，毎日，それぞ

れのボランティアの方の事情に合った無理のな

い形で，登下校時の子どのたちの安全・安心の

取組を行っている。�

�
1　登校時の安全�

防犯推進協議会・交通安全対策協議会の方々

が緑の帽子，腕章，名札をつけ，また，山階南

スクールみまもり隊の方々が名札・笛，緑の腕

章をつけ，正門や南門，信号機のある交差点や

危険な箇所に立って，交通整理や安全の呼びか

け等，安全指導をしたり，「朝のあいさつ」を

元気に交わしたりしている。�

また，集団登校時の登校班にＰＴＡの地域委

員が，子どもたちの安全を守るため，毎日交代

で，黄色の旗を持ち，通学路を一緒に付き添っ

て門まで送り届けている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
2　下校時の安全�

下校時は，日によって下校時刻にばらつきが

あるため，集団下校をする低学年，特に１年生

の下校時刻予定表をみまもり隊に知らせている。�

みまもり隊は，その時刻に合わせて校門前に

集合し，笑顔で「気をつけて帰ってね。」「さよ

うなら。」「学校楽しかったか。」等々の声かけ

をしながら，子どもたちを見守っている。�

また，登校時と同様，信号機のある交差点，

危険な箇所や横断歩道に立って，交通整理や安

全の呼びかけや誘導を行ったり，一緒に家の近

くまで付き添ったりと子どもたちの安全確保を

している。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
3　その他の安全�

学校では地域と連携し，各種団体に腕章や緊

急ホイッスル・防犯プレートを配布し，安全へ

の取組を推進している。�

教育後援会からは，全児童に防犯ブザーを配

付している。�

ＰＴＡでは，自転車のかごにつける，「こど

も　あんしん・あんぜん　パトロール中」の防

犯プレートを作成し，全家庭の数だけ配布し，

自転車のかごに取り付け，パトロールをしたり，

声を掛け合ったりしている。�

今後も，学級・家庭・地域が一体となった地

域ぐるみで，子どもたちの安全・安心を見守る

ための取組をさらに充実させていきたい。�

山階南小学校�

地 域 で 見 守 る 子 ど も の 安 全 �地 域 で 見 守 る 子 ど も の 安 全 �
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陵ヶ岡小学校�
保護者・地域の安全ボランティアの取組�

取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

校区内には大きな通りとしては北側に三条通
り，西側に大石道があるぐらいで，住宅街の狭
い通りの多い地域である。通りには人通りの少
ない寂しい通りもある。朝には山科・醍醐・大
津方面から京都市内の中心部へ車・人が流れ，
夕方にはその反対の流れとなる。地下鉄東西線
の開通とともに三条通りの車の混雑は随分と解
消されたが，三条通りが混雑してくると住宅街
にも地域外の方の車両が出入りする。�
このような状況の中で，今までから，登校時
の安全については教職員の輪番による通学路で
の立ち番をはじめＰＴＡによる立ち番，地域の
防犯推進協議会のメンバーの方による校門での
立ち番などにより，子どもたちの交通安全だけ
でなく不審者から子どもを守る取組を進めてい
た。また，子どもたちの在校時においても防犯
の方々に見守っていただいていた。しかしなが
ら，小学生が下校時に被害に合うという大変に
痛ましい事件が
全国的に広がり
続く中，下校時
にも焦点を当て
た取組をＰＴＡ・
地域の方のご協
力を得て進めて
いる。�
�

2　地域の防犯推進協議会の方々の支援�

防犯推進協議会陵ヶ岡支部のメンバーの方々
が，常に地域の子どもたちの安全を気にかけて
いただき見守っていただいている。�
下校時には，低学年の下校時刻に合わせて正
門で子どもたちを見守っていただくだけでなく，
下校にあわせて地域のパトロールをして子ども
たちが安全に下校できるように見守っていただ
いている。�
�

3　ＰＴＡ安全ボランティアの立ち上げと活動�

地域の防犯推進協議会の方々が頑張っておら
れる姿を見て，ＰＴＡでも行動に移そうと今年

度から安全ボランティアの募集が始まった。そ
れぞれのボランティアが無理なく，長く続けら
れることを合言葉に活動してもらっている。登
校時に通学路や通用門で見守られる方，下校時
に家の近所で見守られる方などそれぞれいろい
ろである。スタッフジャンパーと腕章をつけて
の活動である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
お孫さんが学校に通われているということで
登校時も下校時も見守っていただいているおじ
いさんもおられる。�
今は，防犯推進協議会の方といっしょに活動
中である。陵ヶ岡自治連合会からは左の写真の
ように寒さ・風雨よけの詰所がプレゼントされ
た。�
�

4　ＰＴＡ会員みんなで見守ろう�

本校では，来校時には会員の皆様が名札を着
用されている。
その名札の裏側
を利用して下記
のように『安全
パトロール』と
いう黄色の札を入れ，戸外へ出るときにもそれ
をつけていただき，登下校の子どもたちの安全
を見守っていただいている。�
�

取組の成果と課題�
�
子どもたちは，多くの大人の人に見守られて
いるという安心感をもつと同時に地域の方と子
どもたちが親しくなってきた。�
何より不審者が出るということが激減した。
取組を理解していただき，より多くの方のボラ
ンティアの参加を願っている。�
�

登下校時の子どもの安全を守る活動�登下校時の子どもの安全を守る活動�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組



6

太秦小学校�

時　間� 曜　　日� 担　　当�

登校時�

下校時�
月～金�
（緊急時は�
随時）�

太秦交通安全推進会�
保護者PTAおやじの�
会（父親中心）�

太秦交通安全推進会�
PTA地域委員�
（母親中心）学校�

月～金�
（火曜日は教�
職員が担当）�

取組の内容及び方法�
�
1　子どもマモルンジャー活動�

地域ぐるみで，子どもの命を守る活動のひと
つとして，登校時は主に太秦小ＰＴＡおかあさ
んたちが，下校時にはおやじの会のメンバーが，
そろいの緑のＴシャツにオリジナルの旗を手に，
校門や交通量の多い交差点に立ったり，地域を
パトロールするなど，子どもの安全を確保しな
がら，笑顔で「さよなら」「気をつけて」など
と声かけする『子どもマモルンジャー活動』を
続けてもらっている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
マモルンジャー活動の様子（下校時）�

�
また，他にも�
・休日，休業中の見守り活動…太秦防犯・防火
委員会�
・防災啓発活動…太秦防災「土曜塾」（太秦防
火委員会，右京消防
署主催　月１回）�
・非常事態緊急活動…
太秦グランドＰＴＡ
（代表　学校運営協
議会会長）�
など，地域ぐるみで子どもを守る取組を続けて
もらっている。�

2　太秦安全マップの見直し�

1,000人の子どもたちを守るポイントを5,000
世帯超の地域の目で見つめなおす。�
＜方法＞�
①縦1.8ｍ，横1.8ｍの大型校区地図を作成。�
②学年ごとの色別シールを本校の児童の自宅に
張る。�
③地域各種団体，保護者の方々に協力を依頼し，
通学路の死角，人気の少ない場所，夜暗い場
所などの校区の危険箇所を再点検する。�
④校区の危険箇所にシールを貼り記す。�
⑤ 「こども110番のいえ」にシールを貼り記す。�
⑥全家庭に配布し，一人でも多くの方にマモル
ンジャー活動の協力を依頼する。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　制作中の太秦安全マップ�
＜予想される効果＞�
①児童宅を記すことにより，子どもの少ない地
域，登下校一人になりやすい通学路，「こど
も110番のいえ」の少ない通学路などを把握
することができる。�
②地域各種団体，保護者の方々に協力を依頼す
ることにより，よこの繋がりを深め，情報を
共有し，互いに子どもを守る意識が高まる。�
�
3　その他の安全確保の協力事項�

①日頃，野外で行っていること（犬の散歩、花
の世話，門はき，買い物，ジョギングなど）
を子どもたちの登下校時に合わせていただく�
②子どもへの日常的な声かけで子どもを見慣れ，
見守り，見届ける。 �
③「こども110番のいえ」の増設�
④自転車名札，パトロール時の腕章など抑止力
のすそ野を広げる。�

太秦グリーンプロジェクト 地域ぐるみの“力のある学校”づくり�太秦グリーンプロジェクト 地域ぐるみの“力のある学校”づくり�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
学校への不審者の侵入や，登下校時において
の子どもにかかわる事件や事故が増加している
中，平成16年１月に「南太秦子ども見守り隊」
が発足した。自治連合会を中心に小学校・ＰＴ
Ａ・交通安全推進委員会・少年補導委員会・防
犯推進委員会等が集まった。�
当初は，地域住民が普段から行っている門掃
きや水やり，散歩等を児童の登下校の時間に合
わせていただく取組を回覧等で地域の方々に呼
びかけた。�
そして，4月には地域の方々に地域ボランティ
アとしての参加を呼びかけ，約１３０名のボラ
ンティアが集まった。「できる者が　できる時
に　できることを」という，ボランティアがそ
れぞれの都合に合わせて，子どもの安全を見守
っていただく方法をとっている。この取組は，「い
つまで」という期限のあるものではなく，南太
秦に子どもがいる限り，続けていかなければい
けない取組である。そこで，長続きさせるため
にあまり制約をつくらずに活動していこうとい
うことになった。�
したがって，活動日や時間が決まっておらず，
個人の都合に合わせて，できる時に活動しても
らっている。中には，登下校時間ともに通学路
に出て子どもたちの安全を見守っていただいて
いる方もおられる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・｢こども110番のいえ」と「子ども見守り隊」
との合同交流会�
右京警察署の生活安全課から講師を招き，「犯
罪に巻き込まれないための知識」をご講演いた

ただいたり，地域の安全・安心のまちづくりに
ついて話し合ったりした。また，「こども110番
のいえ」を通学路を中心に増やしていく取組も
進めていくことになった。参加者が本当に「地
域の子どもの安全確保」の願いを込めて行動さ
れている熱気が感じられる交流会となった。�
・「子ども見守り隊」とＰＴＡ本部との交流会�
ＰＴＡは子どもの安全を守るための独自の活
動を行ってきているので，お互いの活動を報告
し合ったり，活動内容について調整したりした。
また，それぞれの立場での意見交換を行い，よ
り効果的な取組について確認し合った。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
1月に入り，今一度見守り隊の取組を見直す
ための会議を開いた。今回は児童代表として６
年生６名も加わり，子どもの側からの率直な意
見も出し合った。子どもたちからは，感謝の言
葉や見守り隊の方に声をかけられて元気が出た
話が出され，参加されていた見守り隊の方々は，
とても喜んでおられた。�
また，見守り隊からは大人に甘えることなく，
自分の身は自分で守るくらいの気持ちでいてほ
しいという子どもたちに対しての要望もでてい
た。�
子どもたちと毎日挨拶を交し合ったり，声を
かけ合ったりする中で，地域住民と子どもたち
との接点ができ，それが地域のつながりを深め
る一端にもなっているように思う。�

南太秦小学校�

地 域 ぐ る み の 子 ど も 見 守 り 隊 �地 域 ぐ る み の 子 ど も 見 守 り 隊 �

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
本校では，これまでから，保護者が当番制で
集団登校の各班に正門まで付き添い，児童の登
校を見守っている。しかし，全国各地で小学生
が命を奪われる凶悪事件が相次いで起こり，本
校校区においても不審者に追われたり，声をか
けられたりする事案が繰り返し起こり，児童の
安全が脅かされている。�
そこで，児童の安全を守るため，学校長から
自治連合会会長・社会福祉協議会会長をはじめ，
校区の各種団体長に働きかけ，地域ぐるみで児
童の安全を守る「学校安全ボランティア」の体
制づくりが７月頃から始まった。�
８月２３日に各種団体長と子どもの見守り活
動に参加していただける方々が集まり，第１回
の全体会と防犯勉強会が開催された。約１２０
名の地域の方々が集まり，各種団体長・学校長
のあいさつに続いて，右京警察署の署員の方か
ら右京区の犯罪の様子や防犯に対する備えにつ
いて講演をしていただいた。その後，学校が地
域諸団体の方々と相談して作成した腕章とホイ
ッスルが配られ，子ども見守り活動の準備が行
われた。�
そして，９月からいよいよ子ども見守り活動
がスタートした。およそ，児童が下校する午後
１時３０分から４時３０分の間，毎日正門の前
や校区のポイントに腕章をつけたボランティア
の方々が立ち，スクールガードリーダーや警察
官とともに，子どもたちの下校を見守っていた
だいている。また，自転車で通学路や危険箇所
のパトロールもしていただいている。子どもた
ちも毎日校門に立っててくださっている方々と
顔見知りとなり，あいさつを交わすなど，次第
にコミュニケーションも深まり，子どもたちも
地域の方々に見守っていただいていることを実
感しているようである。�
　　　�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
ＰＴＡでは，地域委員会を中心に会合を開き，
どのような協力ができるかについて各家庭への
アンケートなども行い，下校時に見守りができ
るか否か等を明らかにされた。子どもたちが下
校する時間帯には，できるだけ門口に出て子ど
もの帰宅を見守る活動や買い物を兼ねてパトロ
ールを行うなどの防犯活動を行っていただいて
いる。�
学校では，登校時に，正門と南門及び交差点
に立ち，あいさつの指導と兼ねて交通安全と防
犯の見守りを行っている。�
本校校区は，細い路地や畑や駐車場に沿った
寂しい道などがあり，危険な箇所が少なくない。
それらを記した「安全マップ」も古くなり，更新
の必要性が生じていた。　　�
そこで，冬季休業の期間に，全教員が担当す
る町内の全ての児童の家を回り，各児童の家と
集合場所の周辺，集合場所から学校までの通学
路に危険な箇所はないか詳細に調べ，校区地図
に危険な場所を青色でぬり，危険箇所が一目で
分かるようにした。また，記載されている「こど
も110番のいえ」も変更になったところがあり，
更新の必要が生じていた。そこで，「こども110
番のいえ」を一軒一軒訪ね，改めて防犯協力の
お願いをした。�
このようにして，危険な場所と「こども１１０番
のいえ」を記した新しい「安全マップ」が完成し
た。�
今後，さらに地域やＰＴＡからの情報を盛り
込んでより充実したものにし，子どもたちへの
の安全指導や防犯活動に役立てていきたい。�
子どもたちへの防犯学習として，自らの防犯
意識を高め，安全を守れるように１月３０日に「防
犯教室」を行った。右京警察署生活安全係の方
に来ていただき，実演を交えながら不審者に対
する備えや危険に遭遇したときの対応などを指
導していただいた。�

安井小学校�

3つの［安］が合い言葉 安全・安心・安井学区�3つの［安］が合い言葉 安全・安心・安井学区�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　一人一人が安心して健やかに過ごせる学校づくり�

学校内外での事故の防止を心がけ，安全指導
の徹底および学習環境の整備を図り，教職員が
一丸となって，日常的に子どもを守り育てる意
識をもつとともに，子どもたち自身が自分の命
や体を大切にする意識がもてる取組を進めてい
る。�
毎月15日を「健康の日・学校安全日」とし，
全校的にみんなで安全点検を行ったり，安全指
導の時間をとって具体的な指導を行ったりして
いる。�
また，児童会に安全委員会を設置し，全校児
童が主体的に安全に学校生活を送る工夫を投げ
かけたり，地域の交通安全推進委員会や社会福
祉協議会と連携した行事や取組にも参加したり
している。�
町別児童会を中心に安全マップの見直し等も
行い，ＰＴＡ地域委員会とタイアップして毎日
の安全な集団登校を続けている。�
また，各教室と登校班には，ホイッスルバト
ンを常備し，不測の事態には対応できるように
している。�
下校については，各学級で子どもたちが「安
全あんしん下校カード」にいつ・だれとどの道
を通って帰っているかを記入することで，自分
の安全な下校に対する意識をもたせ，家庭との
連携も図っているところである。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

2　「西院子供見守り隊」から地域ぐるみの�
　　あんしん・あんぜんな西院のまちづくりへ�

子どもたちの安全な登下校を見守るために，
ＰＴＡが中心となって，「西院見守り隊」が発
足した。�
保護者や地域に登録者を募り，橙色の腕章を
つけて，子どもの下校時に買い物に出かけたり，
散歩や門掃きをしてもらったりすることで，町
のあちこちに子どもたちを見守る空気が感じら
れ，犯罪の抑止力につながっている。�
現在登録者数は，地域の諸団体を含め400人
近くにのぼり、多くの方の協力を得ている。�
「西院子供見守り隊」の活動をはじめとし，
地域ぐるみの安全で安心なまちづくりを行って
いこうという地域力の高まりも感じられるよう
になってきている。�
今後も，子どもたちが安心して学校に通える
環境づくりに向けて，学校・家庭・地域が連携
しあって，取組が進められるようにしていきた
いと考えている。�

西院小学校�

あんしん・あんぜん・すこやかな学びのある学校づくり・まちづくり�あんしん・あんぜん・すこやかな学びのある学校づくり・まちづくり�

＜西院子供見守り隊の腕章＞�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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＜「梅津子ども見まもりたい」の活動＞�

＜保護者の方 に々見守られて登校する子どもたち＞�

＜元気にあいさつする子どもたち＞�

梅津小学校�
～学校・保護者・地域の連携～�

取組の内容及び方法�
�
1　「梅津子ども見まもりたい」�

昨年末に幼い命が犠牲となる痛ましい事件が

各地で連続して発生したことをうけ，梅津の子

どもたちが安心して登下校できるようにと学校・

保護者・地域が協力し，「梅津子ども見まもり

たい」が発足した。�

主に子どもたちの下校時刻に合わせて，買い

物や犬の散歩，植木の世話などといった外での

日常生活を，子どもに目を配りながら実施して

いこうという活動

内容である。�

12月中旬に地域

と保護者に会員募

集の案内をしたと

ころ，約200名の方

にご応募いただいた。会員全員に「梅津子ども

見まもりたい」の文字の入った帽子（写真）を

配り，子どもたちが一目で「見まもりたい」の

方と分かり，安心して下校できるように体制を

整えた。�

１月末には活動内容についての意見交換も兼

ねて「見まもりたい」の発足式が梅津小学校ふ

れあいサロンで行われた。その場で，この活動

が長く続いていくことが地域の防犯意識の向上

と「安心してくらせる梅津のまち」づくりにつ

ながるという確認もされた。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

また，これまでの安全マップをもとに地域を

再点検し，新しいマップに改訂し，保護者や地

域に配布する作業も進められている。�

�
2　笑顔であいさつ運動�

「おはよう」「今日も元気か？」などと声をか

けながら，地域の子どもたちが安全に登校でき

るよう，毎朝，保護者の方々が交代で集団登校

の集合場所から学校まで子どもたちを送ってい

だいている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

また，毎週金曜日の朝はＰＴＡ本部役員を中

心に各種委員会の方々が正門と西門に立ち，笑

顔で「おはようございます」と声かけ運動をし

ていただいている。子どもたちも元気にあいさ

つをし，気持ちよく一日の始まりを迎えている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

今後も学校・保護者・地域の連携を密にし，

子どもたちが安心して健やかに育つような取組

をますます充実・発展させていきたいと思って

いる。�

「安心・安全梅津のまち」をめざして�「安心・安全梅津のまち」をめざして�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�

梅津北には，活動の拠点となる「梅津北パト

ロールボックス」が南門前に設置されており，

活動母体として「学校安全対策委員会」が，地

域の主な各種団体により組織されている。�

毎年，新規のボランティア募集を自治会を通

して行い，ボランティアの方へは説明会を実施

するなどして，地域との連携をもった継続的な

活動となるように進めている。�

ＰＴＡは朝の登校時に，地域委員が各町ごと

に集団登校の付き添いを行っているが，「見守

りボランティア」としての登録に参加し，これ

まで以上に，地域との連携をもった取組意識を

図る体制づくりを行った。�

梅津北の見守りボランティア活動は，「無理

なく長く続けられる。」ことを目指した取組を

一人ひとりが行うようにし，現在１６０名の登

録があり，登下校時の児童への安全確保として，

地域で声をかけ合う取組を行っている。�

学校前での登校時や下校時での見守りとして，

各団体が曜日を決めて校門前に立ち，子どもた

ちへの声かけを行っている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

地域のボランティアの方は，通学路や自宅前

での声かけを行い，決まった曜日に決まった人

が子どもを見守る体制が地域ぐるみとなるよう

に活動を展開している。�

ボランティアの方は，保護者のデザインによ

る黄色いワッペンを付け，腕章なども活用しな

がら，顔と声と目印で子どもたちへの安心づく

りとなる雰囲気を形づくっている。�

本年度の取組として，梅津地域の安心町づく

りとの取組との連携を持った。�

地域のどの場所が溜まり場となっているのか

を実際に調べたり，夜間パトロールを各種団体

参加のもとで実施したりして，地域を実際に歩

き，地域の様子を確かめる活動を行った。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

学校の教職員が集団下校の引率時に通学路を

点検したことと合わせ，これにより，地域の様

子を詳しく把握することに役立てた。�

実際に歩くことは，子どもたちの通学路の様

子が見えてくる働きとなり，地域とＰＴＡとで

新しい「こども110番のいえ」を多く設置する

動きとも連動した。�

「こども110番のいえ」の所在場所や通学経路，

通学路の注意ポイントなどをのせた安全マップ

の作成に生かすことにも繋がった。�

また，自転車用のプレートを作成し，「自転

車でのパトロールが効果的となるようにしよう」

という地域からの声を安全取組に生かした。�

これらの取組を通して，合同パトロールを通

学路を意識し，下校時刻に合わせた時間帯で行

うことや，ポイントとなる箇所を各通学路ごと

にさらに見直し，安心な通学路へつなぐ活動と

することや，下校時での立番箇所の増設への取

組などを地域ぐるみで展開していこうと考えて

いる。�

梅津北小学校�
～学校安全対策委員会「見守りボランティア」～�

継続的な子どもの安全確保の活動�継続的な子どもの安全確保の活動�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

広島県・栃木県の悲惨な事件を契機に，子ど
もにかかわる事件や事故が増加している中，昨
年の１２月「西京極子ども見守り隊」が立ち上
げられた。�
学校・家庭・地域社会・自治連合会・各種団
体・関係機関との連携をより一層強化し，今一
度，登下校はもとより地域社会における安全確
保に努め，「幼児・児童・生徒が安心して生活
できる環境を確立していきたい」という熱い思
いでこの活動が始まった。�
学校・家庭・地域の連携の深まりのなかで，
子どもたちの安全確保（交通安全・防犯）に全
力で取り組んでいる。�
�

2　教職員の取組�

①子どもへの安全指導の徹底�
　　学級・学年の中で，下校コースが同じ方面
の児童同士が複数での下校指導。知らない人
に声をかけられても絶対について行ったり，
車に乗ったりしない。等�
②不審者侵入を想定した避難訓練の実施�
③地域パトロールの強化�
　　完全下校時（11～１月：４時・2～10月：
４時３０分）に下校コースに集めて下校指導
とパトロールの実施。定期的に校区内のスー
パーマーケット等のパトロールの実施。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

④スクールガード　リーダー（通学路の安全点
検）との連携�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　ＰＴＡ・地域との連携�

①ＰＴＡ，地域の方々による「西京極子ども見
守り隊」のボランティア活動�
②「こども110番のいえ」の点検と追加登録�
③「西京極子ども見守り隊連絡所」の設置�
④「学童通学路　防犯パトロール実施中」の看
板を校区内に設置�
⑤「パトロール中」のパネルを自転車の前籠に
取り付ける取組�
⑥身近な取組の推進�
　　下校時（午後の時間帯）を意識しての水や
り，門掃き，買い物，散歩，犬の散歩などを
しながら子どもたちの様子を見守る取組。�
�
�
取組の成果と課題�
�
ＰＴＡ，地域の方々による「西京極子ども見
守り隊」のボランティア活動を通して，「地域
の子どもは，地域で守る」という気運が高まっ
てきた。また，子どもたちが地域の方を知り，
ふれあい，互いに挨拶がかわせる取組をさらに
進めていき，そのつながりを一層深めていきた
い。�
�

西京極小学校�

地域ぐるみの西京極子ども見守り隊�地域ぐるみの西京極子ども見守り隊�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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西京極西小学校�

取組の内容及び方法�
�
本校校区は，東西を天神川と桂川の間，南北
を八条通りの南から阪急電車の間に囲まれた地
域である。桂川の河川敷や西京極総合運動公園
など，不特定多数の人々が集まることが多い地
域である。種々の催しがあると不審者の見分け
がつきにくく，夏になると涼を求めたり，日常
的にも散歩や余暇の時間を過ごしに来られたり
する人も多い。�
伏見区の事件以降，本校でも地域の子どもは
自分たちの手で守ることを目的に，ＰＴＡ会員
の自転車に安全パトロールのプレートの掲示や
朝の声かけ活動，交通安全指導，登校時の名札
着用の徹底など，できるところから活動を始め
られていた。�
しかし，広島県や栃木県で小学生児童の痛ま
しい事件が発生したことや，上記のような地域
実態の中で，校区内でも不審者の情報があった
ことなどから，ＰＴＡを中心に子どもの安全確
保について，さらに積極的にかかわっていこう
という声が高まった。�
地域の協力を得て，子どもの安全についての
集会には体育館いっぱいの地域の人々が集まっ
ていただき，熱心な討議が行われ，子ども見守
り隊の発足となった。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

＜「子ども見守り隊」腕章＞�
�
平成18年1月10日より見守り隊のパトロール
がスタートした。登校時には，ＰＴＡの方が中
心になり集団登校の付き添いや校門を中心とし
たパトロールを行っている。下校時には，通学
路の見回りや付き添いをしている。�

さらに，各種団体ごとにパトロールの日を設
定し，校区内のパトロールを行っていただいて
いる。日中仕事に行かれていて，登下校時にパ
トロールができない方は，出勤時や帰宅時に校
区内を通行する際に，腕章をつけて協力してい
ただいている方もある。また，定期的なパトロ
ールが困難な方は，散歩時や買い物時に腕章を
つけて通行していただいたり，門掃きや，庭の
手入れ時に腕章をつけて作業していただくなど，
協力したいと思われた方が，各自の都合で無理
なくできる方法で活動していただいている。�
学校においても，今年度は昨年度より一段と
踏み込んだ不審者の侵入を想定した防犯訓練を
実施したり，放課後や長期休業中における児童
の安全を願い，定期的に職員がパトロールを行
ったりしている。�
また，一週間に一度程度来校していただいて
いるスクールガードリーダーの方から危険度の
高い地域など，専門的なアドバイスを得るなど，
見守り隊の活動が有効に活用されるように連携
を図っている。�
�
�
取組の成果と課題�
�
他県の事件や，校区内での不審者の情報によ
り，今回はＰＴＡや地域の方々も，事態を深刻
に受け止めていただき，自主的な見守り隊のス
タートとなった。地域の方々もいろいろな立場
で，さまざまな制約がある中，それぞれの方が
できることから，可能な範囲で無理なく続けら
れる方法でかかわっていただいているので，地
域の防犯意識も高まりつつあり，今後も長く続
けていただける取組になるものと期待している。�

学校・家庭・地域が一体となった安全確保を�学校・家庭・地域が一体となった安全確保を�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　「葛野の子供をを守る会」組織の立ち上げ�

平成１３年６月の大阪教育大学附属池田小学
校での事件をきっかけにＰＴＡは，防犯ステッ
カーを自転車の前に取り付けたり，校外補導委
員が集団登校の際に付き添ったりするなど今ま
で以上に，子どもたちを見守っていこうという
意識が高まった。�
平成１６年１１月の奈良女児誘拐殺人事件を

受けて，下校時の児童を見守る取組を学校から
地域の団体にお願いした。早速に地域の方々に
よる子どもを見守るボランティアが組織され，
平成１７年２月にボランティア団体「葛野の子
供を守る会」が発足し，活動が始まった。�
同年４月，約１００名の参加のもとに『守る

会』は第１回連絡会を開催し，参加者全員が次
の５点を確認した。�
①地域の子どもは地域で守る�
②永続性を重視する�
③安全を第一とし，無理せず協力しあう�
④会員の増加を目指す�
⑤連絡網を充実させる�
『守る会』の組織が確立したことを受けて，
体育振興会や少年補導などと同じように自治会
連合会の委嘱団体になった。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　活動の様子�

ボランティアの方々は，会のネームが入った
黄色のベストを着用し，ホイッスルのついた名
札を首にかけ，交通安全用の小旗を持って活動
されている。�
　　�

�
�
�
�
�
�
�
�
前月に学校から各学年の下校予定時刻表を渡
すようにしている。そして，各学年の下校時に
あわせて『守る会』の方々は通学路に立ったり，
会独自の防犯ステッカーを付けた自転車で通学
路とその周辺を巡回したりされている。パトロ
ールしながら学校で作成した安全マップを持っ
ていただき，マップの見直しもしていただいて
いる。�
学年により下校時刻が違う中，長い時間下校
の安全指導をしていただくのは大変なご苦労だ
と思っている。学校としては大変ありがたく感
謝している。�
これらの取組は，毎日継続して実施していた
だいている。また，学校で行う防犯教室にも参
加してもらい，子どもたちの防犯意識向上の取
組にも協力をしていただいている。�
�

3　ボランティア活動を通じて�

ボランティアの方々と子どもたちとのふれあ
いの中から交流も広がり，あちこちで挨拶を交
わす姿が見られるようになってきた。�
学校と地域の連携が深まる中で，子どもたち
の安全確保とともに学びと育ちを一層充実させ
ていく契機になればと期待している。�
学校も挨拶がきちんとできる，お礼の言葉が
きちんと言えるなど子どもたちへの指導を進め
ている。�
�
�

今後の課題�
�
ボランティアをどのようにして増やすのかが，
今後の課題になっている。�
黄色のベスト，ホイッスルのついた名札，交
通安全用の小旗姿が犯罪の抑止力になっている。�

葛野小学校�

地 域 で 守 る 子 ど も の 安 全 �地 域 で 守 る 子 ど も の 安 全 �

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　「松陽　地域・子ども見守り隊」結成の経過�

昨年11月に広島で起きた小１女児殺人事件，

12月に栃木で起きた小１女児殺人事件等々，近

年多発する児童を狙う犯罪及び，弱者を狙った

事件が思えばきりがないくらい増加している。�

この松陽地域においても，児童・保護者や地

域住民の方は不安にかられておられるのが現実

である。地域では今日に至るまで，児童登校時

の安全確認，児童への防犯訓練，少年補導が担

当される長期休業期間の安全パトロール等々，

各方面で取組が行われていた。しかし，今回，

従来の取組と並行して松陽自治連合会を中心に，

特に防犯推進委員協議会が活動の中核となり，

各種団体，地域住民の全ての有志の方で安心・

安全を見守る「松陽　地域・子ども見守り隊」

を結成する運びとなった。�

�
2　「松陽　地域・子ども見守り隊」発足�

１月22日（日）に約80名の方が参加され，発

足会が行われた。発足会では地域各種団体と住

民が一致協力して，地域安全特に子どもの安全

確保に協力していこうとの確認がなされ，さら

に多くの人員を確保していこうとの話し合いが

行われた。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

3　「松陽　地域・子ども見守り隊」の取組�

①パトロールの時間帯は，それぞれの方の都合

のよい時に行う。（できれば，児童の下校時

午後２時～４時30分にパトロールを）�

②「松陽　地域・子ども見守り隊」の方に対し

て地域全体で感謝の心を示す。（子どもたち

と見守り隊でのあいさつがができるような関

係にする。）�

③一目で「松陽　地域・子ども見守り隊」と分

かるように，統一した帽子と腕章を着用し，

名札をつけ，防犯ブザーを携帯する。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
4　「松陽　地域・子ども見守り隊」の今後�

①松陽地域全住民が，取組を理解・信頼し，全

住民が安心・安全意識を高め，自主的な取組

の確立を図る。�

②「松陽　地域・見守り隊」の人員の確保が進

み，子どもたちの下校時刻に合わせて学校か

らの下校引率や定点でパトロールをしていた

だく「お迎え隊」のようなものも，できるよ

うにしていきたい。�

松陽小学校�

「松陽　地域・子ども見守り隊」の活動�「松陽　地域・子ども見守り隊」の活動�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
昨今の子どもが被害者となる様々な事件を受
け，子どもを中心に，高齢者や女性をはじめ全
ての地域住民の安全と安心を守ることに重点を
置き，各方面での従来の取組と並行して，新た
に平成１７年４月より桂自治連合会のもとに『桂
みまもり隊』の活動がはじめられ，その結団式
が平成１７年５月８日に行われた。�
�

1　目　的�
①安全・安心で住みよい桂地域にしましょう。�
②お互いに声を掛け合い，助け合える住民相互
の結びつきを強めましょう。�
�
2　組　織�
①桂学区の各種団体や自治会をはじめとした全
地域住民の有志による『桂みまもり隊』協力
委員�
②桂小学校，桂中学校および学区内の幼稚園�
③桂小学校ＰＴＡ地域委員�
　協力委員数約280名（平成17年12月19日現在）�
�
3　活動内容�
①　“各自の自由な時間に，みまもり隊のベス
トやジャンバーを着用して”をモットーに，
取組を広げ持続させていくために，当番制で
はなく自らの意思や判断による活動を中心に
している。具体的には次のような時である。�
　　・地域内の散歩や買い物に出かける時�
　　・水やりや門掃き，子守りの時�
　　・通勤時間に学区内を行き来する時�
　　・サークルや会合で往復する時�
　　・家の前での立ち話の時　等�
　であるから，基本的には２４時間体制という
ことにもなる。しかし，小学校の授業日（月
曜日から金曜日まで）における下校時間帯，
午後２時から午後４時３０分に重点が置かれ
ている。�
②　毎月１日から７日までの間，さらに夏休み
の終盤や年末の１週間，各種団体や自治会で
ローテーションを決めて，学区内夜間パトロ
ールが行われている。�
③　みまもり隊シンボルカラー・紺色の自転車
前かご用プレート『桂みまもり隊』を取り付
ける活動も進められている。合わせて，同じ
プレートを玄関や門扉に取り付けるお宅も増
えており，学校の北門，南門にも付いている。
ベストやジャンバー，プレートが犯罪の抑止
効果を高めていると考えられる。�

④　各自治会ごとに選出されているＰＴＡ地域
委員も，同じベストを着用し，下校時間帯を
中心にパトロールを行っている。�
⑤　「ベストやジャンバーを着た協力委員には，
地域住民あげて感謝の声かけをしましょう。」
との働きかけも行われており，学校でもその
指導を行っている。�
　「このベストを着ていたら，うれしいことに
子どもがよく挨拶をしてくれるようになりま
したよ。いいことですね。」�
　何人もの協力委員さんからの言葉である。子
どもたちにとっても，『桂みまもり隊』が自
分たちの生活の中に入ってきており，自分た
ちを見守ってくださっている方々が身近にお
られるということを感じ，あいさつの輪が広
がりだしてきている。この互いに“あいさつ
をし合う，声を掛け合う”ことが，安全・安
心のためには何よりも大切である。�
⑥　年度末には，協力委員を対象としたアンケ
ートが実施される。子どもたちの様子や見守
りポイントの他に，見守り活動を進める上で
の課題等を明らかにし，次年度に向けて活動
の充実が図っていく予定である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　連絡体制�
　　自治連合会からの連絡は，各種団体長・自
治会長を通じてそれぞれの協力委員へ，文書
または緊急の場合は電話連絡で伝えられる。�
　　また，協力委員が活動中に何か事件等に遭
遇した場合は，協力委員が警察，学校，自治
連合会役員に必要に応じて連絡をしている。�
　　学校からもこの連絡体制を利用し，年度は
じめや長期休業の前に，行事予定及び休業日
や下校時刻の変更などを知らせている。�
�
�
今後の課題�
�
①協力委員のさらなる増員�
②協力委員相互の連携の強化�
③学校・保護者・協力委員の連携の強化�

桂小学校�

『 桂 み ま も り 隊』 の 活 動 �『 桂 み ま も り 隊』 の 活 動 �

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　スクール・ヘルパーの活動�

桂徳老人クラブ連合会が中心となり，児童の
安全を守るために，平成15年10月に「桂徳スク
ール・ヘルパー実行委員会」が結成された。�
要領，規約，活動内容等を定めた後，ボラン
ティアを募集して，平成１６年４月から，本格
的に活動を始めた。現在，３２名の会員で活動
している。�
安全の確保だけでなく，児童とあいさつや日
常の会話をかわすことから，児童との関わりも
深まり，生活科の学習や環境整備にも協力をい
ただくようになった。�
児童には，守っていただいている方々へ感謝
する気持ちが深まるとともに，スクール・ヘル
パーの方々へは，励みにもなっている。�
①活動時間�
　午前の部：午前10時から午前12時30分�
　午後の部：午後1時30分から午後4時�
　の2部制になっている。�
②活動場所�
　学校正門前，北門前，校区内（主に通学路）�
③活動内容�
　・校内に常駐して，来校者の確認をする。�
　・授業中や休み時間の安全確保や，不審者侵
　　　入時に，教職員と協力しての防御に当たる。�
　・下校時に，門の前や桂川街道横断で安全確
　　　保に当たるとともに，校区内パトロールを
　　　行う。�
　・朝会等で，安全について児童に呼びかける。�
④その他�
　・ユニフォーム・帽子，腕章，タスキを着用
　　　して，活動している様子を知らせる。�
　・誘導灯，携帯電話を持って活動する。�
　・予定表により，当番を決めて活動する。�
�
�
�
�
�
�
�

2　ＰＴＡの活動�

桂徳校区は，幹線道路が校区の真ん中を通り，
それ以外の道も抜け道として利用され，交通量
のたいへん多い学区である。そのために，登校
時は，安全を考慮して集団登校を実施している。�
これらの実態を踏まえて，以前より，ＰＴＡ
の地域委員会が中心となり，登下校時の安全確
保に取り組んでいる。また，不審者の出現に対
応しての取組も進めている。�
①登校時の安全確保�
　・４月当初は，地域委員が，町内の集合場所
　　　で登校班の人数を確認するとともに，集合
　　　場所から学校まで引率している。�
　・１年を通して全保護者による輪番制で，交
　　　通量の多い場所での安全指導に当たっている。�
②緊急下校時の出迎え�
　町内の集合場所まで出迎える。�
③校区内パトロール�
　自転車に「パトロール中」のワッペンを貼っ
　　て，随時にパトロールしている。�
④安全マップの作成�
　危険な場所（交通，不審者）を毎年調べなお
　　し，校区図に書き込み，全戸に配布している。�
⑤名札の着用�
　来校時には，各家庭に配布した「名札」をつ
　　けるようにしている。�
�
3　その他の取組�

地域の方や諸団体の協力を得て，児童が自動
車や不審者から安心して暮らせるようにしている。�
①「こども110番のいえ」�
　・校区の１３箇所の店や家が，登録している。�
　・安全マップにも記入して，「こども110番の
　　　いえ」の場所がわかるようにしている。�
　・「校区探検」の学習時に場所を確認している。�
②交通安全教室�
　・６月の土曜日に，ＰＴＡを中心に地域の諸
　　　団体と西京警察署の協力を得て，「自転車
　　　教室」を行った。�
　・自転車の乗り降り，出発と停止，右折と左
　　　折の仕方等の基本的な乗り方を知るととも
　　　に，直線走法・ジグザグ走法や凸凹走法等
　　　の技能の訓練もしている。�

桂徳小学校�

地域とPTAの協力で守られている桂徳小の安全�地域とPTAの協力で守られている桂徳小の安全�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
本校区では，子どもの安全を確保するため，
学校・ＰＴＡ・地域の諸団体は，子どもが安全
に過ごすことができるように以下のような取組
を行っている。�
�

1　学校の取組�

①学習指導�
・『安全（安全ノート活用）』，『命を大切
にする学習』�
・『交通安全教室』（１年生　5/25）�
・『知らない人にはついていかない』１年の特
別活動で，１２月に保護者の授業参観。醍醐
支所，山科警察署生活安全課，自町連，少
年補導委員会，防犯推進委員会の方も参観。�

②その他の場面での指導�
・『朝の会』、『終わりの会』。（下校時の注意）�
・長期休業前に休み中のくらしについて�
・『町別児童会』（4/21，6/5，12/14，3/10）�
・『町別交流会』（6/5）�
　地域の少年補導委員会や町内の役員の方に
も参加を呼びかけ交流を図った。�
・『避難訓練』（火災5/2，不審者侵入8/29，
地震1/17）�
・『こどもみまもり隊』の方々を子どもたち
に紹介。（10/7）�
・『防犯劇』（1/10）110番の日にちなんで
本校体育館において，山科警察署員により
演じられた。�
・ＰＴＡ会長，校長が「こども110番のいえ」
へ訪問依頼。�
�
�
�
�
�
�
�
�
③保護者・地域への広報�
・不審者の情報を地域に流す。�
・学校だよりの地域回覧。�

2　ＰＴＡの取組�

①支部ＰＴＡ会長会での情報交換。�
②運営委員会�
　・『朝のこえかけ運動』�
　・『防犯ベル』の児童全員への配布。�
③地域委員会�
　・定期的な集団登校の引率。�
　・町別児童会への参加や集団下校の引率。�
　・地域の団体と協力をして，安全マップの見
　直しと作成。�
　・地域の祭りなどのパトロール。�
④保護者個々について�
　・自主的な児童の登校引率や下校の迎え。�
　・通学路の安全確認。�
�
3　地域の取組�

①少年補導委員会や防犯推進委員会による定期
及び緊急時のパトロール。�
②醍醐小学校区『こどもみまもり隊』の発足。�
�
�
�
�
�
�
�
�
③醍醐学区安心安全まちづくり宣言（9/23）�
④『醍醐のまち再発見』（12/17）�
　醍醐学区安心安全まちづくり推進委員会が主
催し，地域・家庭・学校が連携して，子ども
の目で見た醍醐の安心安全なまちというテー
マで，醍醐地区をグループに分かれて歩き，
子どもの目で見た安心安全マップ作りが行わ
れた。�
�
取組の成果と課題�
�
今までの安全確保のための活動を，連携した取
組に進めることで，子どもの安全確保のためのネ
ットワークができてきた。今後さらに，連携を大
切にし，地域・家庭・学校が一体となった取組に
なるよう進めていきたい。�

醍醐小学校�

地域・家庭・学校が一体となった学校安全活動�地域・家庭・学校が一体となった学校安全活動�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
地域の協力を得て，以前から登校してくる子
どもたちの安全を確保するために，毎週はじめ
に「朝のあいさつ運動」を自治会とＰＴＡを中
心に行っている。地域へも子どもたちの登下校
に合わせて，各棟の下に立っていただいたり，
散歩していただいたりするよう呼びかけてきた。
学校も毎日管理職と教務主任が，２つの門に立
って，「おはようございます」と声をかけ続け
てきた。上記のあいさつ運動では，生徒指導部
が中心となって，教職員も２つの門に分かれて
声かけを行っている。�
また，４月だけではあるが，集団登校を実施
している。その時には，地域委員の保護者の方
が引率をされる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
そして，昨年の１１月に防犯推進委員会・Ｐ
ＴＡが呼びかけて，「こどもみまもり隊」が発
足した。それに呼応して，ＰＴＡ会員の方々も
自転車に“パトロール中”のプレートや保護者
用名札に警察等の緊急連絡先カードを作成する
など，取組を進めている。�
特に，地域の各種団体からご協力いただいて，
多くの大人が登下校時にそれぞれの危険なポイ
ントに１０人以上立つようになった。「黄緑色
のお揃いのジャンパーと腕章をしている人が，
みんなの安全を守るために立っていただいてい
るんだよ。」と各担任から話をすることで，子
どもたちは，いつも多くの大人が自分たちを見
守ってくれているという安心感を持てている。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
この他にも台風等による緊急下校の必要性が
生じた場合，町別ごとに集団下校を行う。４月
当初に事前に保護者に緊急時の対応方法を伺い，
集団下校や学校待機，緊急連絡方法等の確認を
行っている。�
さらに，３年前には山科警察署から講師を招
いて不審者が侵入してきたときの対処法等を学
んだ。そして，この研修を受けて防犯訓練を毎
年実施し，今年度も行う予定である。そのこと
で，子どもたちは，自分の大切な命を守るため
の方法を訓練を通して体験できている。�
�
�
�
�

取組の成果と課題�
�
いつどこで子どもたちの大切な命が危険にさ
らされるかわからないような事件が，多く起こ
っている。この非常事態を地域・保護者・学校
が，共通認識できた。そして，危機意識を共有
することで，連携を密に取り合い，具体的な行
動につなげることができた。�
今後，さらに三者の連携をより強いものとし，
地域ぐるみで子どもを守るシステムづくりを構
築していかなければならない。�
また，関係機関のさらなる協力を得て，より
安全な地域を目指したいと考える。�

小栗栖小学校�
～子どもを地域ぐるみで見守るために～�

家庭・地域との連携による子どもの安全確保�家庭・地域との連携による子どもの安全確保�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�
住宅の殆どが小栗栖街道以西に位置する南北
に長く伸びた校区であり，その西端は宮山の山
肌で封じられている。南端部の府営団地から北
端部の牛ヶ渕・岩ヶ渕町まで，閑静な住宅街が
続いているが，その分小栗栖街道以西は人通り
が少ない。また，昔からの細く入り組んだ地道
も多く，子どもの見守りと同時に，二輪・自動
車等との事故にも注意が必要である。一方，小
栗栖街道及び学校の前の道路は車の往来も結構
多く，交通ルールの遵守を子どもに徹底するこ
とが大切である。�
上記の状況を鑑みて，地域では平成の初め頃
から，地域各種団体及びＰＴＡ・学校が協力し
合って，交通安全・防犯の呼びかけや看板作り
等に早くから積極的な取組を進めてきた。また，
地域各種団体・ＰＴＡ・学校の代表が集う月例
の定期会議では，その都度，問題点や課題を出
し合い，共通理解しながら協力推進する組織体
制を機能させてきた。それらを生かした，更な
る「取組」の充実及び活性化を今後も進めていく。�
�

2　「事故0をめざした交通安全」の取組�
宮山自治町内会連絡協議会を中心として，子
どもたちの通学路及び地域住民の通行に危険や
不便のある箇所の見つけ出し，地道ではあるが，
例えば路上の白線の書き直し，見通しの悪い箇
所の是正，路上放置二輪車等への働きかけ等，
交通安全のハード面での整備を，学校・ＰＴＡ
も協力し，普段の見守りを継続している。更に，
毎年，地域で「子ども自転車安全教室」の実技
講習会を開催し，子どもの安全への意識付けを
図ってもらっている。�
�

3　「校区安全マップ」から「宮山・子ども安全・安
　　心マップ」へのステップ・アップ�
長きに亘って校内に掲示されていた「校区安
全マップ」を生かし，町別児童集会の時間に，
子どもたちの目や経験から見た安全情報を加え，
「子ども安全・安心マップ」へのステップ・ア
ップ化を図った。さらに，学級活動等の時間に，
それを「自分を守る」学習素材として活用して
いく。その際，「こども110番のいえ」の確認も
取り入れていく。�

4　「防犯ブザー全員携帯」への取組�
平成16年度からＰＴＡを中心に，地域各種団体
等で子どもたち全員への防犯ブザー配布をめざし，
「連れ去り忌避への意識付け」とその実践の活用
に取り組んでいる。またＰＴＡの地域委員や女性
会が中心となり，朝の集団登校の見守りを継続し
てもらっている。�
�
5　「宮山子どもみまもり隊」の発足と�
　　ＰＴＡ声かけ運動の連携�
醍醐地域全体での「醍醐こどもみまもり隊」
の設立を受けて，「小栗栖宮山学区子どもみま
もり隊」を発足させ，現在150名以上の地域の
方が登録されている。「腕章」と宮山独自の「名
札」を胸に，子どもたちの下校を中心に声かけ・
パトロール・付き添い等の活動を通して，「安全・
安心な町づくり」に活躍されている。さらに，
従前より継続実施しているＰＴＡ「声かけ運動」
との連携活動を企画している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
取組の成果と課題等�
�
本校教育の特色のひとつである「部活動」及
び「地域ぐるみの活動」への参加が消極的にな
らないように，絶えず地域各種団体・ＰＴＡと
密接な連携を図り，「宮山の町」全体が子ども
たちにとって「安心・安全」に過ごせること，
及び，その中で子どもたちが「自他の生命を守
ることや人間を大切にする」意識を高め実行力
を身に付けていけるよう，官公署との連絡も大
切にし，地道な取組を積み重ねながら，更に子
どもの安全活動の活性化を進めていこうと努め
ている。�

小栗栖宮山小学校�
～地域と共に子どもを「見守り」，危険回避意識と安全への実行力を「育てる」～�
地域ぐるみで「守り」，「育てる」安全・安心な宮山町づくり�地域ぐるみで「守り」，「育てる」安全・安心な宮山町づくり�

おはようございます�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　池田東子どもみまもり隊�

平成17年７月　みまもり隊結成趣旨説明・隊
員募集開始�
毎日，子どもの登下校に合わせて緑の腕章に
シンボルマークの入った名札をつけたみまもり
隊の方々に活動していただいている。�
門口にたって子どもたちに「おはよう」と声
をかけてくださる方，横断歩道で安全に渡れる
ように監視をしてくださっている方，中には子
どもに付き添って学校まで来てくださる方など
たくさんの方にお世話になっている。�
下校時には，特に低学年の下校時刻に合わせ
て，校門まで迎えに出てくださる方や人通りの
少ない公園付近に立ち「おかえり」の声をかけ
てくださる方，途中まで迎えに出てくださる方
もある。その他，犬の散歩や買い物に出るとき
に緑の腕章や名札をつけて通学路を歩いていた
だいている。�
スクールガードリーダーさんからも「この校
区はたくさんの人の協力があって安心ですね。」
と言ってもらい，おかげで子どもたちはたくさ
んの地域の方々に見守られて元気に通学してい
る現状である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　親子で確かめた通学マップ�

子どもたちの通学路の状況を親子で点検した。
友だちと一緒に帰ってくるのはどこで，一人に
なるのはどこか，人通りが少ないのはどのあた
りか，また，学校から家まで大体どれくらいの
時間がかかるのかなどを実際に歩いて確かめて
もらった。確かめたことを通学マップにかき入
れ自宅に貼って活用してもらっている。�
�

池田東小学校�

地 域 で 守 る 子 ど も の 安 全 �地 域 で 守 る 子 ど も の 安 全 �

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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日野小学校�
～日野子ども見守り隊～�

取組の内容及び方法�
�
小学生が犠牲になる痛ましい事件が続発する
昨今，本校では平成11年の本校での事件以来，
児童の安全を守るため，様々な取組を行ってき
た。インターホンやセンサーの設置等，ハード
面での充実はもちろんのこと，教職員は，不審
者対応訓練の実施，来校者への声かけの徹底，
パトロールなど常に危機管理意識を持ちながら，
活動してきた。また，ＰＴＡには来校時の腕章
着用，パトロールシートの活用，地域委員を中
心にした登校時の引率などと，協力体制をとり
ながら児童の安全に努めてきた。�
しかし，児童の安全は学校内だけでなく，地
域に帰ったときにこそ守られる必要がある。特
に本校区は南北に長く，30分もかけて登下校し
ている児童も存在する。下校時には寂しい山す
その道を一人で帰ることにもなりかねない状況
から，地域全体で児童の安全を見守る体制の確
立がかねてより望まれていた。�
そうした願いから，地元の有志，学校，そし
て，事件以来，児童の安全について考えてきた
「子育てを考える会」のメンバーらが中心になり，
「見守り隊」結成に向けて準備を進め，地域全
体に広く呼びかけた。�
平成17年
６月，「日
野子ども見
守 り 隊 ～
SAFETY
　HINO～」
が発足した。�
現在登録
している隊員は162名。下校時に合わせて散歩
をし，児童に声をかけてくださる人。登校時に，
家から学校まで付き添ってくださる人。下校時
には校門の前で児童を待って「おかえり」と声
をかけて下さる人等々…。�
「『さようなら』ではなく，学校から地域に帰
ってきたのだから『おかえり』といって迎えた
い。」といわれた隊員の方の言葉が印象的である。�
「難しく考えず，まずできる範囲で協力を」
という呼びかけから，入会も随時受け付けるし，

活動もそれぞれである。ト
レードマークは，紺色のキ
ャップと，オレンジ色を基
調にしたパトロールシート。
キャップに縫いとられた

「SAFETY　HINO」のオレンジ色の文字も鮮
やかである。�
また，毎月「見守り隊例会」を開き，互いに
情報交換を行う場としている。放課後等の地域
での児童の様子も話題になり，指導上おおいに
参考になる場でもある。�
去る12月20日には町別集会を実施したが，そ
の中に見守り隊の方も参加していただいた。集
団下校の際は，児童と保護者で危険箇所等を書
き込んで新たに作った「安全マップ」を片手に，
「ここは人通りが少ないし気をつけよう。」「こ
こが『こども110番のいえ』だね。」�
と，確認しながらいっしょに歩いていただい
た。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
先日，保護者より電話が入った。�
「子どもが友だちといっしょに帰ってきたの
だが途中で一人になり，とても心細い思いをし
た。しかし，見守り隊の方がいっしょに歩いて
くださり，家まで送ってくださった。とてもあ
りがたかった。」という内容であった。�
また，見守り隊の方からは「道で出会ったと
き，子どもたちが元気に挨拶してくれるように
なった。」という声も聞かれる。�
地域と児童が太くつながり，そして地域の人々
が児童の安全を至る所で守ってくださっている
ことを感じる時である。今後，この取組をさら
に充実させ，保護者，地域全体で児童の安全を
見守っていきたい。�

子どもたちの 安 全 は 地 域 の 手 で�子どもたちの 安 全 は 地 域 の 手 で�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　子どもみまもり隊�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
毎日，登下校の時に，カラフルな腕章をつけ
た複数の「子どもみまもり隊」の方が要所に立
っておられる。子どもたちを取り巻く痛ましい
事件が多発した昨年からお世話になっている。
最初は戸惑っていた子どもたちも，今では元気
に挨拶を交わしている。現在、地域の方100名
以上が「子どもみまもり隊」に登録されている。�
また，「子どもみまもり隊」の方をゲストテ
ィーチャーとして招き，子どもたちに昔遊びを
教えていただくなど交流を深めている。�
�
�

2　地域女性会�

毎月1日の朝，校門前に集合して，子どもた
ちに声かけをしていただいたり，毎週月曜日の
放課後に，昼間留守家庭の子どもたちを集めて
夕方まで面倒を見ていただいたりしている。ま
た，環境学習の中で石鹸作りなどの支援を通し
て，積極的に子どもたちと接する機会を作って
もらっている。子どもたちは、近所のおばさん
として顔見知りになり，親しみをもっている。�
�
�

3　ＰＴＡ�

毎月安全の日に，通学路の安全点検を兼ねて
各地域（町別）ごとに集団登校に付き添って登
校し，声かけ運動を校門前でしていただいてい

る。隣接の小中学校とも連携し，定期的に情報
交換してもらっている。�
�
�

4　少年補導�

子ども見守り隊の一員として，毎朝登校指導
に出ていただいている。特に交通量の多い幹線
道路の横断歩道付近に常駐していただいている。�
また，今年度「こども110番のいえ」を見直し，
看板等の点検をしていただき，最寄の警察署に
協力要請をしていただいた。�
�
�

5　教職員�

毎朝、校門前で学校長，生徒指導主任＋αで
集団登校の様子を見守り，挨拶をかわしている。
下校時には担任が町別ごとに下校指導をしてい
る。部活動等に参加している子どもたちは部活
動担当教諭が付き添い下校している。また，当
番制で放課後（夕方）に校区内のスーパー等の
パトロールを行っている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

6　スクールガードリーダー�

月2～3回であるが，登下校パトロールの日に
は校区の隅々までパトロールし，一人で登下校
したり，遊んでいる子どもがいたりすれば，必
ず声かけしてもらっている。そして，通学路等
のパトロール終了後，子どもの様子を学校に連
絡してくださっている。�

醍醐西小学校�

「今日も元気だ 醍醐西っ子」みんなで見守っているよ きみたちのことを！�「今日も元気だ 醍醐西っ子」みんなで見守っているよ きみたちのことを！�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　見まもり隊の発足�

北醍醐小学校区では，平成16年11月に地域の
安全・子どもたちの安全は，地域で見守ること
が地域の底力であると考え，北醍醐自治町内会
連合会をはじめとした校区諸団体の呼びかけで，
「北醍醐子どもの安全見まもり隊」が発足した。�
�
2　活動内容�
協力いただく活動内容は，以下の5項目である。�
①朝の門掃きや花の水やり，犬の散歩などを子
どもたちの登校時間帯に合わせる。�
　　（午前8時～8時30分頃）�
②毎日の散歩やジョギングを子どもたちの登下
校の時間帯に合わせる。�
　（午前8時～8時30分，午後2時30分～4時30分頃）�
③買い物の時間や，犬の散歩などを子どもたち
の下校の時間帯に合わせる。�
　　（午後2時30分～4時30分頃）�
④自転車のカゴにパトロール中のプレートをつ
ける。�
⑤万一の緊急事態時，子どもたちの集団登下校
の様子を，各地域の集合場所で見守っていた
だく。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
これらの内容で募集したところ，70名余りの
応募があり，協力をお願いした。�
「見まもり隊」の活動も2年目に入ったが，協
力者の中には，当初から集団登校のグループを
集合場所から学校まで送ってくださる方や，学

校前の交差点や通用門の前で，毎日子どもたち
の安全を見守ってくださる方もあり，感謝の気
持ちでいっぱいである。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
子どもたちからも元気よく「おはようござい
ます。」の声が聞かれるようになり，地域の皆
さんとのつながりが強くなっていることが実感
される。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
「北醍醐見まもり隊」と書かれた黄色の腕章
をはめた地域の皆さんの姿は，子どもたちの心
に安心と安全を届けてくれている。�
�

取組の成果と課題�
�
・見まもり隊の活動の趣旨を理解していただき，
地域全体に子どもの安心・安全に対する意識
が広がってきた。�
・安全意識の広がりとともに，腕章やバッジ等
をつけて活動する方が，より抑止力が高まる
のではないかという声もあがってきた。�

北醍醐小学校�

地 域 で ま も る 北 醍 醐 の 子 �地 域 で ま も る 北 醍 醐 の 子 �

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　「向島南みまもり隊」の発足�

昨今の子どもを狙った悲惨な事件を受け，学
校の教職員やＰＴＡ，地域の方々などが向島南
地域の子どもの安全について話し合う中で，地
域の子の安全は地域ぐるみで守ろうということ
になり，昨年末「向島南みまもり隊」の発足が
決まった。�
ＰＴＡに協力いただき，「向島南みまもり隊」
のロゴと向島南地域にちなんだ三十石船とツバ
メを背中にデザインした黄色の安全ベストを
200着用意して，校区の全家庭に「みまもり隊」
ボランティア募集の案内を配布した。地域行事
などの機会も利用し，ボランティアの受付をし
たところ，多数の方にボランティア登録をいた
だき，用意した２００着のベストも残りがわず
かになってきた。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　「みまもり隊」ベストを着用して�

犬の散歩や花の水やりなどを子どもたちの登
下校の時間に合わしていただき，「みまもり隊」
ベストを着用して子どもたちに声をかけてもら
ったり，安全を見守ってもらったりしている。
校区を歩いていると，あちらこちらで「みまも
り隊」ベストを着用していただいている方の姿
を見かけることができるようになり，それを見
てボランティアに応募していただける方も増え
ている。子どもたちに安心して声をかけられた
り，黄色のベストを着ている「みまもり隊」の
方同士でコミュニケーションを図れたりと，地

域の方にも好評である。�
�

3　「安全マップ」の作成�

これまで交通安全の観点を重視して作成され
ていた「向島南安全マップ」を見直し，防犯安
全を考えて改訂版を作成中である。保護者の方
にも住まいの近くや通学路における危険箇所を
指摘いただいた。�
完成すれば，地域の全家庭に配布する予定で
ある。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

取組の成果と課題�
�
これらの取組を通して，地域の防犯意識が高
まってきたように思う。これからも「みまもり
隊」のボランティア募集を続けるなど，地域ぐ
るみの防犯活動を続け，向島南校区すべての方々
の目で，地域の子どもたちをあたたかく見守っ
ていただければと思っている。�

向島南小学校�

地域ぐるみで子どもを守る『向島南みまもり隊』�地域ぐるみで子どもを守る『向島南みまもり隊』�

（1）子どもたちのみまもり活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　組　織�

ＰＴＡが主体となって，平成１６年度より「防
犯ボランティア」を結成。保護者をはじめ，地
域各種団体，地域の方々の協力のもと，より一
層の充実に向けて取組を進めている。�
�

2　登下校時声かけ運動�

隔週に「防犯ボランティア」が中心となって，
登下校時に，自宅前や交差点に立って，子ども
の安全を見守っている。これには，地域のボラ
ンティアの方々も参加していただいている。「お
はよう」「おかえりなさい」の声かけに子ども
たちは安心して登下校をしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　防犯訓練・防犯教室�

学校に不審者が侵入してきた時，学校外で不
審者に声をかけられたり，いたずらをされそう
になった時を想定して「防犯訓練・防犯教室」を，
平成１５年度より，上鴨警察署・待鳳防犯推進
委員会の協力のもと実施している。この様子は
保護者の方々に参観していただき，家庭で話し
合う機会ともなっている。�
�

4　防犯ブザー�

平成１５年，創立１３０周年を機会に，ＰＴ
Ａより記念品としていただき，全校児童が防犯
ブザーの携帯をはじめた。その後，新１年生に
は，待鳳社会福祉協議会の入学祝として配布し
ていただいている。子どもたちは，カバンや首
にぶら下げ，いざという時に使用できるように，
常に携帯している。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
5　待鳳学区“気をつけよう!”マップ�

以前より作成していた「安全マップ」を防犯
ボランティアが中心となって，交通安全・防犯
の視点にたって，マップの見直しを実施し，作
成しなおした。出来上がったマップを全保護者
に配布するとともに，地域回覧をした。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6　防犯プレートの作成・配布�

平成１１年度より安全プレートを作成，保護
者や地域に配布している。自転車やバイクの前
かごにつけていただき，買い物など出かける機
会にパトロールを兼ねた啓発活動として実施し
ている。�
�

待鳳小学校�

＜声かけ運動＞�

＜防犯ブザー＞�

＜安全マップ＞�

＜防犯プレート＞�

み ん な で ま も る 子 ど も の 安 全 �み ん な で ま も る 子 ど も の 安 全 �

�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　不審者の学校内侵入を防ぐ中扉の設置�

全教職員が防犯ブザーや笛を携帯するととも
に，校内外の防犯パトロールを実施している。
また，本校は，東側にある正門のみ開門してい
るが，その正門からの不審者を防ぐために，デ
ジタルディスクレコーダ付きの防犯カメラの設
置とともに，正門から20メートル入った所に中
扉を設置している。朝は，児童が登校した後に
閉門し，下校時には最初に授業が終了する学年
に合わせて中扉を半分開門している。この中扉
があることで，不審者には学校への侵入に抵抗
感が生じ，防犯に繋がっている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　地域で子どもを守るために「こども110番のいえ」を増やす取組�

本校では，全児童が防犯ブザーを携帯すると
ともに，使い方や非常時の対応の仕方について
警察署や「平安レディース隊」等の協力を得て，
訓練を実施することで，防犯に対する意識を高
めている。�
また，地域の防犯に対する意識を高めるため
のきめの細かい啓発活動や，ＰＴＡからの「こ
ども110番のいえ」の新規登録のお願い（12月
12日付で配布）を家庭や地域に配布したことに
より，以前より軒数が増え132軒の方の協力を
得ることができた。また，この「こども110番
のいえ」のマップを家庭だけでなく地域全体に
配布することにより，今まで以上に学校安全活
動が展開されている。�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　一人一人が防犯を意識し，みんなで守る学校安全の取組�

学校，及び，ＰＴＡと各種団体（紫竹防犯推
進連絡協議会，紫竹防犯協議会，紫竹少年補導
委員会など）が協力して登下校時に子どもを見
守る防犯パトロールや街頭活動に取り組んでい
る。また，児童の登下校の時間帯に合わせて，「買
い物」「犬の散歩」「水まき」「門掃き」などの
実施や，児童の通学路を利用しての「買い物」「散
歩」などの実施のお願いの回覧文を町内会で回
すなど，地域の一人一人が防犯を意識し，みん
なで守る学校安全活動を展開している。�
�

紫竹小学校�

＜中扉の設置＞�

＜地域諸団体からの呼びかけの回覧版＞�

一人一人が防犯を意識し，みんなで子どもを守る学校安全活動�一人一人が防犯を意識し，みんなで子どもを守る学校安全活動�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　「こども110番のいえ」協力者の倍増�

子どもの命が奪われる事件等が続発する中,
地域の子どもは地域で守ろうとの意識のもと,
自治連合会の「防犯推進委員会」が中心となり
今までの「こども110番のいえ」の増強を図る
ことになった。�
まず,通学路の再点検を行った。子どもたち
の安全をより図るために,現在ある「こども110
番のいえ」の実態より,距離的に離れすぎの区
間を明らかにした。すぐさま,新たに設置すべ
き場所をある程度確定した後,依頼活動を行った。
皆さん,依頼の意図を汲み取ってくださり,快く
引き受けていただくことができた。今までは約
７０軒程度であったのを一気に倍増の１２０軒
にまで増やすことができた。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
この名簿をもとに地図上にプロットする作業
は,連携を図っているＰＴＡが行った。住所か
ら場所を１軒１軒確定していった。さらには,
通学路の再点検から明らかになった危険な場所
についても記載していった。今までは,交通安
全を中心とした「安全マップ」であったが,人
通りの少ない場所や見通しがよくない場所,人
家の少ない場所などを明らかにした。これら全
てを網羅した「新安全マップ」が作成され，こ
れをもとに全学級一斉に指導を行うとともに,
全家庭に配布し,子どもを守るために各家庭で
子どもの実態や通学路の実態をもとにした話し
合いをしていただくこと，家庭での約束ごとや
気をつけることなどについても話し合う中で決
めていただくよう依頼した。このような取組を

通じて子どもを守る機運が広がっている。�
�

2　「通常の取組」を更に広げよう�

今までも児童の登校・下校時間に合わせて「散
歩をする。」「犬を連れて歩く。」「掃除をする。」
「花の世話をする。」「買い物に行く。」「家を出
て近くまで迎えに行く。」などの取組が行われ
ているが,さらにこの取組を広げることによっ
て子どもを守ろうとの話し合いのもと,学校,Ｐ
ＴＡ,地域の各種団体等の広報により地域全体
へ機運を高めることができた。�
特に自治連合会の会合において学校より紹介・
依頼した「こどもあんしん・あんぜんパトロー
ル中」の腕章などについては,すぐにそれらを
つけての活動が行われるようになっている。今
までと変わらない活動ではあっても腕章をつけ
ることによって，さらに活動の広がりが目に見
えるものとなるとともに,今まで以上に地域で
子どもを守るという意識の向上が図れた。�
スクールガードリーダーの方からも「音羽川
の地域はよく皆で子どもを守ろうとしている。」
という話をうかがっている。�
学校評議員の方々も以前から,子どもの安全
に関しては心配しておられ,ご自身が所属する
機関や地域の方へ積極的にアプローチされ,話
し合った内容をすぐに実践へと移していただい
ている。�
今まで児童の安全確保に取り組んでいただい
ていた方でこの度腕章をつけていただいた方に
は,「腕章をつけたことにより,誰はばかることな
く今まで以上に子どもに声をかけやすくなった。」
と喜んでいただいている。�
�

音羽川小学校�

み ん な で 守 ろ う 子 ど も た ち�み ん な で 守 ろ う 子 ど も た ち�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　ＰＴＡと子どもが一緒になっての地域安全マップづくり�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
嵯峨小学校区内は広く，登下校時の子どもの
安全対策が急務であった。昨年度，児童の安全
指導のため，「きょうとＣＡＰ」のワークショ
ップを教職員研修として実施し，今年度は全教
室で子どもたちにワークショップを行うことで，
自分の安全を自分で守ることのできる子どもに
育てていくようにした。しかし，子ども自身が
校区内の危険な場所を把握しているというわけ
ではなかった。そこで，ＰＴＡと子どもたちが
一緒になって，地域の危険な場所を出し合い作
り上げたのが今回の「地域安全マップ」である。
「過去に事件や事故が起きた場所」「不審者が隠
れやすい場所」「見通しの悪い所」「危険なとこ
ろ」など５観点で，自分たちの通学路の安全を
見直し，それを校区地図内に表示していった。
また，集団下校で地域委員さんと担当教員が子
どもたちとともに，実際の場所で確認すること
ができた。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　交通安全推進会による登校班ごとの引率指導�

本校では以前から，毎月初めに嵯峨交通安全
推進会の方々に各登校班を引率指導していただ
いている。以前は交通安全を中心とする安全活
動であったが，最近の事件をもとに防犯上の安
全対策にも重心が移ってきており，子どもの安
全を見守っていただいている。また，右京防犯
推進委員連絡協議会嵯峨支部の方々に，「こど
も110番のいえ」を３２軒から５５軒に増やし
ていただいたが，今後も増やしていただける方
向である。そうすることによって，不審者から
子どもを守る地域の皆様方の意識の広がりを期
待している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　緊急アピールなどで校区全体への協力依頼�

児童の登下校の安全を図るため，嵯峨自治会
連合会の協力により「安全対策宣言」や「緊急
アピール」を嵯峨小学校区全域に出して，子ど
もたちの安全を守る取組を強化している。そし
て，事件発生や不審者出没の情報が入ると，た
だちに警察や地域の各種団体にも連絡し，協力
できる体制を整えている。�
�

4　学校における新たな安全対策�

本校は，区役所の出張所と門が兼用になって
いる。そのため，門を閉めることができにくい。
そこで，校門内にフェンスと門扉を3箇所設置し，
2箇所は施錠し，出入り口を１箇所のみにする
とともに，児童の全家庭に名札を配布し，来校
の際の着用をお願いしている。また，万が一，
不審者が侵入した場合に備え，全教室等に刺又
（さすまた）を常備した。他に，学校ホームペ
ージに京都府警の「子ども安全情報速報」のサ
イトをリンクさせ，より速い情報発信に努めて
いる。�

嵯峨小学校�

子どもの安全は学校とＰＴＡ・地域が連携して守る！�子どもの安全は学校とＰＴＡ・地域が連携して守る！�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
12月22日に町別児童会が中心となって，自治
連合会及び監視ボランティアやＰＴＡの地域委
員等の協力を得て，「地域ぐるみ通学路総点検」
を行った。�
この日は，５校時に監視ボランティアの方々
への「感謝の集い」を全校で行った後，全校児
童が町別に分かれ，監視ボランティアや地域委
員のみなさん，町担当教員と一緒に下校しなが
ら通学路の安全点検をした。�
その結果，「家と家に挟まれた路地だが，それ
ぞれの家の裏側になっていて，何かあっても駆
け込んで助けを求めることができないかもしれ
ないので不安だ。」「街灯が1つもなくてとても暗
くて怖い。」「駐車場が多く人通りが少ない。」「木
の茂みや植え込みがあり，人が隠れていてもわ
からない。」「赤信号なのに自転車に乗った人が
止まらずに通り過ぎていくことがよくあって，
とても危ない思いをしている所がある。」「監視
ボランティアの人にここにも立ってほしい。」な
ど子どもの目線で感じた気付きが明らかになった。�
そこで，この気付きをどう生かしていくか，
町別児童会の町班長・副班長・書記の子どもた
ちと何度か町別会議をもって話し合った結果，
校区の安全マップを作り，気付いたことをその
マップに情報として集約していくことになった。�
１月23日６校時，学校からは町班長・副班長・
書記の子どもたちと町担当の教員，地域からは
自治連合会及び監視ボランティア，ＰＴＡの地
域委員のみなさん等が学校の体育館に集合し，「山
ノ内校区安全マップ」の作成に取りかかった。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

まず，町ブロックごとにいくつかの町が集ま
って，町別会議で出た気付きや情報を地域の人
たちと交流しながら，「メモマップ」に記入し整
理した。�
その後，体育館中央に町班長が集まり，畳二
畳大の「安全マップ」にそれぞれの気付きを寄
せ合い，情報を集約して１枚の安全マップを作
成した。�
この際，子どもたちがスムーズに活動できる
ようにパソコンで情報をイラスト化したシール
を用いることにより，作成後にマップを見て，
校区のどこにどんな情報があるかということが
一目で分かるようにした。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
完成した「安全マップ」を見ながら，「いつも
通っている通学路にも危険な所があることが分
かった。」「校区の中の様子がよく分かり，遊び
に行くときも気をつけようと思った。」「みんな
と一緒に調べて楽しかったし，注意しなければ
いけない所が分かった。」「家の人にも知らせた
い。」などの感想が子どもたちから多く聞かれた。�
この活動を通して，通学路という子どもたち
にとって一番身近な所を自分たちで点検して調
べたということで，児童全員が自分のこととし
てかかわることができた。また，地域の多くの
人たちの協力で，自分たちの毎日の安全が守ら
れているんだということも分かったようだ。�
今後，この経験を生かし，みんなで作ったこ
の「安全マップ」を有効に活用していきたい。�

山ノ内小学校�

みんなで作るみんなの安全マップ�みんなで作るみんなの安全マップ�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　防犯訓練�

７月８日（金）に西京警察署から２名の警察
官に来ていただき防犯訓練を行った。不審者が
廊下をウロウロしているという想定で児童が体
育館に避難する様子を見ていただき，その後不
審者にあった時にどうすればよいか，児童に具
体的にお話をしていただいた。また，教職員に
も今日の反省点を指摘していただいたり，刺股
の正しい使い方も教えていただいたりして充実
した防犯訓練になった。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　学校防犯安全マップ�

１２月よりＰＴＡの協力のもと，防犯安全マ
ップの作成に取りかかった。地域委員や町内会
長の皆様に地域の安全や防犯について気のつい
たことを報告してもらった。また，学校も各学
年ごとに下校時の安全について，児童と担任が
一緒に危険箇所を一つ一つ確かめながら帰った。�
地域委員や町内会と各学年から出された危険
内容を集約して，校区の地図にかきあげた。�
１枚の校区地図に集約してみると，今まで気
がつかなかったところが危険な箇所であったり，
安全であるはずの公園が人通りが少なく危険で
あったりすることが分かった。�
この防犯安全マップをもとにして，家族で十
分に話し合うことにより，常日頃から防犯につ
いて意識させたい。�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　下校時安全指導�

９月から川岡東学区交通安全推進委員会と西
京警察署，ＰＴＡが連携して，毎週月曜日の２
時３０分からの児童の下校時に合わせて正門前
の車両通行禁止道路の両端に立って車が進入し
ないように指導を行った。�
以前から通行禁止時間帯であるにも関わらず，
通行している車両が多い。�
ドライバーの多くはその道路が通行禁止道路
とは知らないで通行している。週一回の指導で
はあるが，少しは意識して通行を控える車も出
てきた。しかし，標識が小さく分かりにくいた
め，通行禁止ゾーンとは知らないで進入してく
るドライバーもまだいる。�
児童の安全を確保するために警察の指導が今
後も必要である。�
�

川岡東小学校�

み ん な で つ く ろ う 学 校 安 全 �み ん な で つ く ろ う 学 校 安 全 �

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　学校の取組�

①児童会による毎月1日の声かけ運動（おはよ

う登校デー），教職員は毎朝2ヶ所の校門前で

声かけ運動を行っている。�

②毎月1回「安全の日」に学級指導と安全点検

を行う。�

�

�

�

�

�

�

�

�

③年間3回避難訓練を実施（地震・火災・不審

者侵入）。�

・教職員の危機管理意識を高めるとともに，児

童に防犯意識や必要な知識・技能を習得させ

る。�

④11月に交通巡視員の方を招いての自転車教室

の実施。�

⑤放課後，定期的に地域パトロールの実施。�

�
2　PTAの活動�

①地域委員が通学路の要注意箇所の点検をし，

関係機関へ改善依頼の要望書を提出する。�

②登校下校時の見守り活動をする。�

③自転車のかごに「パトロール中」のステッカ

ーをつける。�

④約850名の児童全員に防犯ベルと「防犯ベル

携帯中」のステッカーを配布する。�

�

�

�

�

�

�

�

⑤地域委員が，「こども110番のいえ」を訪問し

て，新しい旗やプレートを渡す。「こども110

番のいえ」を記入した学校安全マップを作成

し，家庭数配布するとともに，職員室前に安

全マップの拡大図を掲示する。�

�

�

�

�

�

�

�

�
3　学校安全ボランティアの活動�

①学校安全ボランティアの会を定期的に開催す

る。�

・情報交換をする。�

・地区別に代表者を決める。�

②学校安全ボランティアは「子ども安心・安全

パトロール」の腕章をつけて，登下校時の見

守り活動を行う。�

�

�

�

�

�

�

�

③自治連合会や各種団体連合会での協力を呼び

かける。�

④自転車のかごに「パトロール中」のステッカ

ーをつける。�

�
4　その他�

　スクールガード・リーダーによる週1回登下

　校時に校区内の巡回パトロール実施。�

深草小学校�

地 域 と 連 携 し た 学 校 安 全 活 動 �地 域 と 連 携 し た 学 校 安 全 活 動 �

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

竹田小学校は，近鉄，地下鉄竹田駅，国道24
号線・新油小路通り，名神南インターチェンジ・
竹田バスターミナルに直結する京都市南部交通
の要になる地域であるにもかかわらず，昼間に
校区内を通行する人々の姿はまばらであり，住
宅・農地の間を通って登下校する児童が多く，
死角になる場所も多いため，地域全体で児童の
安全確保に目を向けていこうとする意識を高め
ていく取組を行っている。�
�

2　全家庭に入校証の配布�

本年度，学校への不審者侵入防止を目的に２
カ所ある校門の昼間閉鎖を実施した。�
そこで，地域・保護者に対して校門閉鎖につ
いての伝達告知を行い，入校の際には，「入校証」
の着用をお願いし，在籍保護者家庭に１枚ずつ
「入校証」を作成し配布した。�
しかし，来校者は，家庭に１人とは限られて
はいないので，大きな行事などの時は「ＰＴＡ
校外安全委員会」の協力で，校門にて入校者の
確認を行って上で，来校者全員に入校証をつけ
てもらうことにした。�
現在，入校の折りには，インターホンでの確
認とともに入校証の着用が定着した。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　腕章と表示板の配布�

児童が安心して登下校できるように，地域・
保護者の方々にパトロール用の腕章や自転車前
籠用の安全パトロール表示板の配布と，地域パ
トロールボランティアの募集を行った。�

地域パトロール用の腕章と前籠表示板は，地
域内での散歩や買い物・近所に出かけるときに
着用にていただくとともに登下校時刻などに会
わせて校区内に出ていただくように協力要請を
行った。�
あえて，時間や場所を決めてパトロールを行
うのでなく，出かけるときのついでに着用して
いただくことを伝えることで，着用希望者が増
えた。�
また，別に校区パトロールボランティア募集
の呼びかけに対しては，16名の保護者から協力
の申し出があり，数名の保護者が，毎日下校時
刻に合わせて校門で児童の下校を見守る姿が見
受けられるようになった。�
�

4　「こども110番のいえ」の確認と依頼�

伏見警察署との連携を行い，校区内で「こど
も110番のいえ」を実施していただいている家
庭を確認し校区地図に印を付けてマップ作りを
行った。�
また，今後校区内で「こども110番のいえ」に
協力していただけそうな家庭については，直接
表示板や旗を持って行き，登録していただいた。�

竹田小学校�
～不審者侵入防止と登下校を見守る地域～�

地域・保護者，みんなで守る竹田の子�地域・保護者，みんなで守る竹田の子�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　子どもを守る組織�

地域と学校が連携をとり，安全な学区づくり
に取り組む組織として本校には「学校 ＰＴＡ
安全対策委員会」がある。ＰＴＡ役員とＯＢ，
それに学校長はじめとする教職員が加わった組
織である。学校児童の安全対策を中心とした協
議が定期的に行われる。以下に述べるパトロー
ルや子ども安全の家，安全マップもこの委員会
からの提案が具現化されたものである。�
そのほか，地域住民を中心とした防犯推進委
員会では夜間パトロールしたり児童用に防犯ブ
ザーを配布したりしていただいている。また，
自治連合会では所属の各町内での夜回りを推進
している。�
�

2　不審者を見逃さない目�

不審者から子どもを守るため，大人の目は欠
かせない。自転車の前かごに「パトロール中」
のプレートをつけお店へ行く買い物パトロール，
犬の散歩を兼ねたワンワンパトロールが行われ
ている。門掃きもできるだけ子どもの登校時や
下校時に合わせてしていただくようお願いして
いる。元気な子どもたちの姿を見ながらの散歩
や門掃きは，自分も元気をもらえると，お年寄
りにもなかなか好評である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
昨今のように子どもが被害者になる事件が多
いとパトロールの大切さは増している。パトロ
ールをしている人だとはっきりわかった方がや
りやすいとの声も上がってきた。そこで，ＰＴ
Ａの協力を得て「ももみなみＰＴＡパトロール」
と文字の入った腕章も新調され，さっそくＰＴ
Ａの役員の方や教職員が使っている。�

�
3　子どもを守る安全の家�

本校の学区には警察の「こども110番のいえ」
のほかＰＴＡが独自に推進している「子ども安
全の家」がある。目的は緊急時の子どもを避難
させ，安全を守ることであり同じである。ただ
「こども110番のいえ」だけでは軒数が必ずしも
十分ではないと思われる。本校では「子ども安
全の家」も加えて，多くの家が子どもの安全を
守っている。このような家がたくさんあること
は子どもにとって安心であるばかりか，子ども
の安全を守ろうとする住民意識の高揚につなが
り犯罪者に対しては抑止力にもなっている。�
�

4　地域の人は顔なじみ�

地域のつながりが希薄になっているといわれ
る現代だが，子どもと地域の方とのつながりを
少しでも強めていくことが必要である。朝のお
はようの声かけ運動や学校で行われる地域の方
との交流学習も子どもたちと地域の方のつなが
りを深めるよい機会となっている。地域のみん
なが顔なじみで犯罪の起こらない街づくりをめ
ざしていきたい。�
�

5　自分の身は自分で守る�

安全教育の基本は「自分の身は自分で守る」
である。自分たちの住んでいる学区にはどんな
ところにどんな施設があって,どこにはどんな
危険があるのかを自分で知ることが大事である。�
大きな色刷りの安全マップは全家庭に配布さ
れた。子どもだけでなく，家族との安全を話題
にした対話が深まっている。ＰＴＡ会員である
保護者や児童と教職員の声を地図にした力作で
ある。�

桃山南小学校�

地 域ぐる みで 守 る 子どもの 安 全 �地 域ぐる みで 守 る 子どもの 安 全 �
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取組の内容及び方法�
�
1　校内パトロール�
校内のあちこちで子どもたちが遊んでいる中
間休みや昼休みは，不審者の侵入を想定した場
合，非常に危険な時間帯である。そこで，学年
ごとに当番を決め，校内パトロールを毎日実施
している。遊びの安全性やベル着を確かめるな
ど，生徒指導面での指導にも同時に取り組んで
いる。来校者や子どもの様子について，必ずパ
トロール日誌に記入するようにしている。�
�

2　校区内パトロール�
学年ごとに当番を決め，校区内パトロールを
毎週１回実施している。防犯マップをもとに重
点的に巡回をしており，何か問題点があれば，
パトロール日誌に記入し，全体への報告・連絡
に活用している。校区を外れた位置にあるゲー
ムセンター等も巡回するので，防犯だけではな
く，生徒指導面での指導も兼ねている。長期休
業中には，パトロール週間を設けて，多数の教
員で集中的に実施し，子どもたちを見守るよう
にしている。また，事件や不審者の情報が伝え
られた場合には，ある一定の期間，下校時刻に
合わせて，担任外の教員が臨時のパトロールに
出るようにしている。�
�

3　子どもへの指導�
①防犯用ホイッスルの携帯�
子どもたちは全員が防犯用のホイッスルを携
帯している。これはＰＴＡからの寄贈であり，
新入生や転入生には無料で配布される。定期的
に学級で点検をして，紛失した子どもには購入
を勧め，常時携帯ができるように配慮している。�
②全校の子どもたちで受ける防犯学習�
冬季休業前に，全校朝会で防犯学習を実施し
た。不審者を校内に入れないようにする仕組み
を説明したり，誘拐犯から身を守る方法を指導
したりするなど，子どもに防犯の意識を育てる
指導を行った。パワーポイントにより作成した
自主教材を使用して学習を進めることで，子ど
もの視覚に訴えるようにした。今後は体験的な
学習を積極的に取り入れたプログラムも開発し
ていこうと考えている。�
�

③子どもたちとつくる防犯マップ�
まず，町別児童会における町の班長と副班長
が大きな校区図を前にして，交通安全の面から，
あるいは防犯の面から危険と思われる所につい
て話し合った。話し合いの内容を記入した校区
図をもとに，教職員やＰＴＡの意見を書き加え
て，防犯マップを完成させた。このマップは，
校区内の幼稚園・保育園・児童館にも配布する。
今後はその防犯マップを教材にして，実際に校
区を歩きながら防犯の学習を進める予定である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　校内防犯システム�
平成17年５月には，地域の自治町内会連合会
の寄付により，正門と南門の２ヶ所に電磁ロッ
クシステムを完備した。インターホンによる応
答の後，遠隔操作によってロックを解除するよ
うになっている。また，防犯カメラは合計４台
となり，新規の２台はカラーモニターにつなが
っている。すべてのカメラの映像は，２４時間
録画が可能となっている。これらのシステムを
有効に活用して，不審者の侵入を未然に防いで
いる。�
さすまたを各校舎に，警棒を職員室に設置し，
万が一不審者の侵入があった場合を想定し，対
処の方法や警察など関係機関への連絡について
もマニュアルに従った準備をしている。�
�

5　教職員・ＰＴＡ�
教職員の名札・防犯ホイッスルの常時携帯の
徹底，来校者への挨拶と声かけの奨励などには
積極的に取り組み，ことあるごとに防犯意識の
高まりを促すようにしている。授業参観等で，
校門の電磁ロックを解除しなければならない時
は，ＰＴＡの協力を得て，受付を設け，人の目
による監視体制を強化している。また，自由参
観日には，山科警察署生活安全課の方に「子ど
もの安全を守る」の演題で講演をお願いし，啓
発に努めた。�

池田小学校�
～子どもと共に考える安全なくらし～�

子 ど も を 守 る ・ 学 校 を 守 る�子 ど も を 守 る ・ 学 校 を 守 る�

（2）安全マップの充実を図る取組



36

納所小学校�

取組の内容及び方法�
�
1　納所小安心安全まちづくりプロジェクトチーム�

本年度，自治連合会を中心に「納所安心安全
まちづくり協議会」が結成された。まず，子ど
もの安全に対して出来ることは保護者・学校か
ら提案しようとＰＴＡ会長・地域委員長・おや
じの会会長，副会長・教職員でプロジェクトチ
ームを結成し話し合いを行った。�
特に11月の広島での事件を受け，保護者・地
域で出来ることを出し合った。「こども110番の
いえ」の見直しと活用について，子どもたちを
地域全体で見守るために出来ることはないか等
の意見が出された。�
1月には防犯教室の実施について話し合い，
子どもと親が参加できる防犯教室の実施に向け，
取り組んでいくことを確認した。�
�

2　こども110番のいえの見直しと活用の推進�

納所学区には以前から，27件の家に「こども
110番のいえ」をお引き受けいただいていた。
しかし，校区全体を網羅しておらず地域に偏り
があり，数もすくなく不安があった。まず，納
所防犯推進協議会の会長と教職員が以前から引
き受けていただいている27軒の家を回り再度の
依頼を行った。その後，ＰＴＡ会長と教職員で
校区内を回り，新たに18軒の家に「こども110
番のいえ」をお願いした。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
そして，新しく「こども110番のいえマップ」
を作成し，全家庭に配布し家庭で近所の「こど
も110番のいえ」を確認していただいた。また，
このマップをもとに各学年別に校区内を回り，
子どもたち一人一人が実際に校区内の「こども
110番のいえ」の場所を確認した。�

�
�
�
�
�
�
�
�

3　子ども見守りタイム�

子どもたちの下校時の安全を地域全体で見守
っていただくため「子ども
見守りタイム」のプリント
を作成し各町内会長さんの
ご協力を得て学区の全世帯
に配布し協力をお願いした。�
プリント配布後，子ども
たちの下校時刻に合わせて，
犬の散歩や買い物に出られ
る方の姿が以前より多く見
られるようになった。�
�

4　キッズサポートディ�

平成13年９月大阪教育大学附属池田小学校の
事件をきっかけに，保護者が輪番で登校時・休
み時間・下校時教職員ともに校門前に立ち，子
どもを見守ることを始めた。�
その後「キッズサポートディ・学校にいこう」
というスローガンを掲げた。毎月第１・３水曜
日に地域委員を中心に都合のつく保護者が子ど
もたちの集団登校場所に集まり，一緒に登校し
校門前で全児童が登校するまで「おはようござ
います」の声かけを行っている。�
�
�

取組の成果と課題�
�
これらの取組を進めたことにより，保護者・
地域の方々に地域の子どもを見守っていこうと
いう思いが定着してきた。今後，子どもの下校
時の安全確保，人通りの少ない道路に対する対
策等，取組を充実発展させるため，保護者・地
域の方々，地域の各団体と連携をはかり，納所
小学校の子どもたちを見守っていきたい。�

地 域・家 庭とともに子どもを守る�地 域・家 庭とともに子どもを守る�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
本校は向島ニュータウンの中にあり，校区の
住宅は高層の建物が大部分を占めている。その
ため校区は狭いが，住宅は垂直に広がり，戸数
は多い。したがって児童の通学距離も短く，集
団登校も行っていない。また，ニュータウン設
立と同時に入居した家庭では，学齢児童がいな
くなり，現在の児童在籍数は119名と少数である。�
このような環境にあり，そのための環境に応
じた安全対策も考えていく必要がある。例えば，
エレベーターに乗る機会も多く，その中での犯
罪に遭わないための対処法や，商店がなく人通
りも少ない場所での危険をどう避けるか等課題
も多い。�
下の写真は学校で作成した校区の安全マップ
である。模造紙大であり，校内の目に付く場所
に掲示し児童の注意を促している。また縮小版
をプリントし，保護者・地域関係団体・交番等
に配布した。このマップにはその場所の様子が
分かるよう，写真が貼られ，吹き出しには注意
事項がコメントされている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
この図をもとに，児童の下校時には，教職員
によるパトロールを行っている。また，パトロ
ール中であることが周囲によく分かるよう，腕
章と帽子を身につけて巡回している。　　　�
この安全グッズを，ＰＴＡ・地域の団体にも
配布し，協力をよびかけたところ，登下校時に
ＰＴＡや楽生会（老人会）の有志によるパトロ

ールも始まっている。特にＰＴＡは日ごとに当
番を決め，曜日ごとの児童の下校時刻に合わせ，
通学路をパトロールをしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
登校時（7:45～8:30）には，毎朝校門前に教頭・
校長・ＰＴＡ役員が交互に立ち，横断歩道を渡
る児童の交通安全を見守るとともに，不審者の
警戒にもあたっている。�
本校は職員数・保護者数ともに少人数である
ことから，最近ＰＴＡを中心として，「子ども
守り隊」を立ち上げ，各棟の管理組合や，自治
会，少年補導等にも，登下校時のパトロールの
協力を呼びかけている。�
このように，パトロールに参加する人員を少
しでも増やしていくことが，子どもを守るとと
もに地域全体の防犯意識を高めることになると
考えている。�
また，子どもにも自分を守ることを意識つけ
るため，専門家による講習や防犯ブザーの着用
を計画している。�

二の丸北小学校�

＜安全マップ＞�

＜安全グッズ＞�

＜朝の校門前＞�

地 域 で 取 り 組 む 安 全 活 動 �地 域 で 取 り 組 む 安 全 活 動 �

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容及び方法�
�
1　校区の点検活動�

８月８日（月）学校，PTA，久我連合自治会，
地域女性会，消防分団，少年補導委員会等の諸
団体と向日町警察署の方と一緒に，地域の安全
について話し合いがもたれた。�
そして，子どもにとって危険な所，「交通量
が多い所」「人気が少なく，さびしい所」等を
実際に３つ班に分かれ，校区内を歩き，点検を
行った。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　プレートの取り付け�

１０月１１日（月）危険箇所の点検をもとに，
久我連合自治会の協力で「ちかん　不審者　注
意」のプレートを作成し，危険箇所に取り付け
ていった。子どもたちの登下校の時，少しでも
地域の方々が安全に目を向けてもらえるよう，
また，子どもたちにも注意を促すだけでなく，
犯罪に対する抑止力にもなることと考えている。
そして，この地域が，子どもたちにとって住み
やすい所になればと願っている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　「安全マップ」の作成�

夏休み中に，ＰＴＡ本部役員を中心に「こど
も110番のいえ」の見直しをした。新たに協力
を得た家を加え，「こども110番のいえ」の地図
を作成するとともに，子どもたちや保護者に知
らせた。�
また，集団下校の時，教員といっしょに「こ
ども110番のいえ」の確認も行った。�
そして，この「こども110番のいえ」の地図
に夏休みに調べた「危険箇所」を加えて，本校
独自の安全マップを作成した。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
今後の取組�
これからも，地域の協力を得て，「こども110
番のいえ」を増やしたり，諸団体の皆さんにも
自転車の前かごに「パトロール中」のプレート
を付けて子どもたちを見守っていただいたりし
て，子どもたちが安心して生活できるよう，地
域の安全の輪を広げていきたい。�

神川小学校�

危険箇所総点検、みんなで見守ろう校区の安全�危険箇所総点検、みんなで見守ろう校区の安全�

（2）安全マップの充実を図る取組
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取組の内容と方法�
�
1　取組の背景�

平成１６年の１１月に奈良県で起こった小学
女児児童誘拐殺人事件をきっかけに，本学区で
も子どもの安全を確保するための具体的な取組
を行うことになった。それ以前から，子どもの
登校時には玄関まで見送ることや道で出会った
子どもたちへ声をかけることなど，ＰＴＡを中
心として，「無理せず，継続できること」に取
り組んできた。しかしながら，小さな子どもを
狙った犯罪がいつどこで発生してもおかしくな
い状況を考えた時，本学区でも具体的な行動を
起こすことが必要となったのである。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
当初は，学校・ＰＴＡ・少年補導委員会・防
犯推進の４団体で朝の時間帯の登校指導を行っ
た。しかしながら，子どもを守るための取組は，
学区として実施していく必要があることから，
本学区の自治会の中心である鷹峯社会福祉協議
会の全面的な協力の下，定期的・継続的に取り
組むことになったのである。�
�

2　取組の内容�

・毎月１５日を「たかがみね子ども安全の日」
とし，グリーンの防犯ウインドブレーカーを
着用して，朝の登校時間帯にメインの通学路
である鷹峯街道に立って「おはよう」の声を
かけながら子どもたちを見守っている。�
・日常的な取組として，「防犯ウインドブレー
カーを買い物時などに着用してもらう」「下
校時刻に合わせてなるべく外に出てもらう」
などを校区の方にお願いしている。�
・従来からの「こどもの110番のいえ」の軒数
を増やすとともに，地域全体にも周知した。�

3　方　法�

①防犯ウインドブレーカー�
　　社会福祉協議会において購入されたウイン
ドブレーカーは，地域の各種団体や各町内会
に数枚ずつ配布され，「たかがみね子ども安
全の日」にはもちろんのこと，機会を捉えて
日常的に着用してもらうことにした。�
　　一方，学校・ＰＴＡでは，背中に「ＴＡＫ
ＡＧＡＭＩＮＥ」の文字を入れたウインドブ
レーカーを作り，教職員及び今年度のＰＴＡ
の全ての委員に配布した。安全の日だけでな
く，日常的にもＰＴＡの諸行事の折に着用し
てもらっている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
②「たかがみね子ども安全の日」の動き�
　　毎月１５日を「たかがみね子ども安全の日」
とし，朝の登校時間にウインドブレーカーを
着用して，集団登校の場所や通学路に立って
子どもを見守ってもらう。�
�
�
取組の成果と課題�
�
お互いの顔が見えれば見えるほど安心できる
地域であると考えている。大人の側から見ると
知っている子どもほど声がかけやすいし，子ど
もの側からしても知っている人には，いざとい
う時に助けを求めやすいのは当然である。今回
の「たかがみね子ども安全の日」は，学区全体
から「おはようございます」という挨拶が聞こ
えてくる日なのである。「この取組を始めてから，
道で出会った時にあいさつをしてくれる子ども
が増えました。」という声をよく聞くようにな
った。「たかがみね子ども安全の日」をきっか
けに，今後も顔の見える地域づくりを進めてい
きたい。�

鷹峯小学校�

た か が み ね 子 ど も 安 全 の 日�た か が み ね 子 ど も 安 全 の 日�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　正門前・児童通用門の立ち番と朝の挨拶�
参加者　ＰＴＡ本部役員及び管理職・教務主
　　　　　任・担任（学年単位）・児童会役員�
取組日　毎朝（月・火・水・木・金）�
時間帯　８：００～８：２５�
取　組　正門前・児童通用門の立ち番�
・毎朝，正門・児童通用門の各入り口に立ち，
　　子どもたちの登校を見守る。�
・毎朝，正門・児童通用門で，ＰＴＡ役員・
　　管理職・教務主任・担任（学年単位）で朝
　　の声かけ『おはようございます』運動をす
　　る。　�
・校門の開閉…児童登校後，児童通用門施錠・
　　正門も閉門，かんぬきをかける。出入りは
　　正門横小門から行う。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　地域で子どもを守る絆づくり（安朱夏祭り）�
安朱で初めての試み「安朱ときめき夏祭り」
をきっかけに地域の人々と子どもたちが顔見知
りになり，地域の人々との絆を深める事が，地
域の安全安心につながる。�
学校へ通う子どもたちが困ったとき話ができ
る。危険な目にあいそうなったらかけこめる。
ルールを守らない行動はしっかり注意をしてく
れる。子どもの成長には，まわりの温かな大人
のまなざしが必要である。�
組　織　自治連合会役員（少年補導・民生委
　　　　　員・消防分団）安朱PTA本部役員・
　　　　　教職員�
取　組�
・緊急避難場所「こども110番のいえ」設置
場所の再調査及び新規設置依頼。�
　｢こども110番のいえのプレート」貼り付け�
・自転車前籠用「安朱小パトロール中」のプ
レート作成及び協力依頼�
・下校路付近の保護者に下校時の子どものへ
の声かけ依頼�
＊安朱見守り隊たちあげに向けて…�
　下校路の校区内パトロール・各コース（赤・
黄・緑・青）の4コースごとにルートをか
えてＰＴＡ役員・教務主任・少年補導会長・
自治連合会役員で危険箇所の確認と安全指
導を行う。�

安朱学校�

朝の校門前立ち番による安全確保�朝の校門前立ち番による安全確保�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

本校の校区は山科盆地の西に広がり広範囲で
ある。 渋谷街道，大石道等の主要道路が通って
おり交通量は大変多い。 また，交通量の割には
道路が狭く，また，カ－ブが多く見通しが悪い。
朝は生活道路にも車が入ってくる。校区には観
光名所も見られるが，ほとんどが住宅地である。
それ故，地域の目は届きやすい。「こども110番
のいえ」も100軒を超えている。�
そして，登下校の安全確保は，普段からの安
全教育のもと家庭の協力や地域の多くのボラン
ティアや教職員の出勤時の見守り等によって支
えられている。特に狭い通学路を通行する車か
らの安全確保に対しては，家庭や地域の方々の
声かけや誘導は大きな支えとなっている。�
�
�

2　登下校の安全�

朝の登校時，「おはよう」の声かけとともに
家庭や地域の方々の見守りが始まる。通学路に
続く交差点の入り口や信号はあるが車の通行量
の多い交差点，校門付近等通学路上危険と思わ
れる場所での誘導や安全確認を行っている。こ
の安全を守る活動は，子どもたちが登校するま
で続けられている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　下校時の安全�

下校時の子どもたちの安全確保は，家庭の協

力が支えている。下校時刻は学年によって違う
ので，３０分交代で校門付近に立ち「さような
ら」「気をつけてね」の声かけをして下校する
子どもを見送る。多くの保護者が交代で行って
いるため，いろいろな保護者とふれあういい機
会となっている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4　ＰＴＡや地域の方々のパトロ－ル協力�

防犯への協力を地域回覧板で訴え，児童の下
校時に合わせて買い物や犬の散歩，ジョギング
等，外へ出てもらうように働きかけている。そ
の際， 鏡山小学校の黄色い腕章をPTAや地域
の各種団体へ配布して，つけてもらうようお願
いしている。   �
また，自転車につけるパトロ－ルのプレ－ト
も以前より増やして協力していただいている。�
�
�

取組の成果と課題�
�
本校の校区は広範囲にわたるため，家庭や地
域の見守りは，防犯の面からも心強い存在であ
る。協力してくださる方々もボランティア精神
に富み，意欲的に活動していただいている。�
ますます多様化していく社会にあって，交通
安全や防災，防犯の面からも家庭や地域の見守
りは今後も必要である。学校との連携という点
で，今後どのような姿で行われるか検討が必要
と考えられる。�

鏡山小学校�
～家庭や地域の協力で子どもの安全を守る～�

家庭や地域の見守りによる登下校の安全確保�家庭や地域の見守りによる登下校の安全確保�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　登校時の安全�

ＰＴＡの「声かけ運動」は，子どもの健全な
育成を図るという立場から，朝，子どもたちに
「おはよう」と声をかけていくことで，登校の
様子を知ったり，子どもたちを励まし，親と子
の信頼関係をつくっていったりすることを目的
に，昭和５５年から始まった。�
毎朝登校時には，管理用務員室前に置いてあ
るＰＴＡの腕章をつけ，旗をもって校区の４箇
所（東門前，西門前，フレスコ前，新十条西野
道交差点）に午前８時から８時３０分までの間
１人ずつ立ち，子どもたちへの声かけとともに，
道路の横断の際，横断旗を掲げドライバーに注
意を促したり，子どもたちに安全を呼びかけた
りしている。�
この活動には，全ＰＴＡの保護者と一部教職
員が参加している。ＰＴＡの学級委員が当番表
を作成し，その表に従って毎朝４名が輪番で当
番となり１年間で全保護者がこの運動に参加す
るようにしている。�
この活動を２５年間続けてきているが，両親
とも働いている家庭の率が増える中で，一部活
動に支障をきたすときもあったが，近年の子ど
もが被害者になる事件が多発している状況下で，
子どもを守るという観点からもこの活動の重要
性が見直されてきている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　下校時の安全�

下校の時刻が学年により異なるため，複数下
校を徹底するよう指導している。また，登下校
の安全のために教職員が実際に登下校路を歩き，
安全マップの見直しを行い，新たに「防犯マッ
プ」を作成した。全保護者と関係機関に配布し，
注意を呼びかけるとともにマップを活用して指
導も行った。さらに，下校時の安全のために昨
年度より，ＰＴＡから全児童に配布された防犯
ブザーを身につけ，いざという時に使えるよう
使い方の指導もしている。�
PＴＡからは，全家庭に「ただいまパトロー
ル中」－こども守ってあげ隊－の黄色のカード
を配布いただき，買い物時など，自転車等につ
けていただいている。�
�

3　地域での取組�

地域で子どもたちが安全に暮らせるために，
地域の各種団体（１３団体）と協議する場をも
った。�
その場で１・２年生の「お迎えボランティア」
の立ち上げ，下校時，外に出て自宅周辺で子ど
もを見守る（午後２時半～６時の間），「こども
１１０番のいえ」に協力を要請すること等を息
の長い活動として取り組むことが決定された。�
決定内容を，自治連は，文書を配布して全戸
に周知し，ＰＴＡや学校は，会長・校長連名で，
保護者に知らせるようにしていく。�
�

勧修小学校�

息 の 長 い 安 全 確 保 の 活 動 �息 の 長 い 安 全 確 保 の 活 動 �

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　 朝の登校見守り�

①組織　�
　　交通安全対策協議会　ＰＴＡ�
②活動日時�
　　月曜～金曜　午前8時～8時半�
③活動に用いる物品　　�
　　カラーコーン　カラーコーンバー�
④活動内容�
　　交通安全対策協議会は固定したメンバーで，
ＰＴＡは当番制で毎朝，校区内の数箇所に立
ち，子どもたちへの声かけをはじめ交通安全
や不審者対応に取り組んでいる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　モバイルキャンペーン運動�

①組織　　�
　　自治連合会　ＰＴＡ�
②活動日時　�
　　毎日　昼夜通して�
③活動に用いる物品　�
　　ステッカー�
④活動内容　�
　　「ただいま　安全パトロール中」のステッ
カーを自転車の前かごや自動車の前部に設置
し，本校への来校時だけでなく校区内の通行
にも活用し，安全面や啓発にも役立てている。
今年度は５００部を新しくＰＴＡでつくり協
力者を増やしている。�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　みんなができる見守り活動�

①組織�
　　地域の住民�
②活動日時　�
　　月曜～金曜　午前８時～午後４時半　　　
　　�
③活動内容　�
　　地域の行事の際にも呼びかけ，本校への来
校時だけでなく学校周辺に立ち寄る時等は，
ついでに足をのばしてもらい，学校周辺のパ
トロールをお願いしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　その他�

ＰＴＡと防犯推進委員協議会による「こども
110番のいえ」の協力箇所の再確認と拡大をは
じめ，少年補導委員会との合同パトロール(の
ぼり旗の新調)等など地域ぐるみの安全に取り
組んでいる。�
�

小野小学校�

みんなで守り育てる子どもの安全�みんなで守り育てる子どもの安全�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　学校の取組�

４月に避難訓練（不審者対策）を実施し，子
どもたちに緊急時の対応を指導した。�
町別児童集会においてそれぞれの地域の危険
な場所・安全な場所の理解を深めた。�
各町ごとに危険と思われる所を考え，防犯・
安全マップにまとめる。そして、児童・地域み
んなで共通理解し安全に心がける。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　地域の防犯推進委員の取組�

平成１５年１２月に地域の防犯推進委員の方々
を中心にした子どもたちをみまもる活動「みま
もりたい」が発足した。下校時の子どもの安全
をみまもる活動がそれ以後継続している。�
現在，みまもりたいは，ボランティア登録者
が２０名ほどになり，下校時に正門を中心に時
には校区のポイントをパトロールしている。�
�

3　ＰＴＡの取組�

ＰＴＡの活動として，毎月の朝の「声かけ運
動」を下校時にも広げ，声かけと集団登校の引
率を行っている。�
「子どもあんしん・あんぜんパトロール中」
のステッカーを自転車用と個人用の２種類作成
し，全会員に配布した。�
買い物や散歩など常に携帯するようにお願い
し，校区みんなで子どもたちをみまもっている
環境を作っている。�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4　施設の充実�

平成１７年１１月には，広沢小学校の正門に
「みまもりたいハウス」が設置され，暑さ，寒
さ対策もこれで万全である。�
また，ハウスの屋根には監視カメラと防犯灯
を取り付け，夜間に不審者が門を乗り越えない
ように点灯する仕組みになっている。�
平成１８年２月には，北門にも，正門と同様
の「みまもりたいハウス」を設置した。地域挙
げて，「あんしん・あんぜん」の学校づくりに
取り組んでいる。また，北門と運動場に非常用
のベルとパテライトを取り付け，何か非常事態
が起こればすぐに知らせることができるように
している。�

広沢小学校�
みんなで守る学校安全活動�

あんしん・あんぜん　みまもりたい�あんしん・あんぜん　みまもりたい�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組



45

取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

学校・ＰＴＡ・地域の各種団体・関係機関と
の連携を一層推し進め，登下校はもとより地域
社会での子どもたちの防犯・安全確保を図る。�
�

2　経　過�

本校では，平成15年2月より高齢者（千歳ク
ラブ）をはじめとする地域諸団体に「安全パト
ロール」を委嘱し，活動を進めてきている。�
本年度，「地域ぐるみの学校安全体制整備推
進事業」の指定校を契機に，本校区を「嵐山モ
デル地区」とし，防犯・安全活動をより強固な
ものにするための取組を進めている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
平成１７年５月に学校より「パトロールボッ
クス」の設置を自治会連合会に要請し，７月に
承認を得て８月末に校門横に完成した。現在，
ＰＴＡをはじめ地域各種団体の方々に「パトロ
ールボックス」常駐をしてもらっている。�
�

3　安心安全を進める学校を目指して�

ＰＴＡ他１０の各種団体の方が当番制により，
月曜日～金曜日の午前８時から下校時刻の３０
分後まで「パトロールボックス」に３～４人が
常駐する。�
主な活動として�
・朝，「パトロールボックス」から出て校門横
で登校する子どもたちを，温かい挨拶で迎え
ていただき，授業中には「パトロールボック
ス」内で保護者や業者などの出入する人を確
認する。�

・通常の来校者については職員室にまず出向く
ことを伝えている。不審者と思われる場合は，
声かけを行うか，インターホンで職員室に連
絡する。�
・校内の巡視や校舎内の巡視も行う。�
・下校時には校門横で子どもたちへの声かけを
行っていただく。�
・当番を終えると日誌にその日の様子，特記事
項，申し送り事項を記入する。�
・緊急時の対応としては，インターホン等で連
絡を受けた教職員は校長に連絡をし，教職員
が現場に急行する。当番一人では対応しない。
危険が伴う緊急事態には「非常ベル」を押す。
教職員は「危機管理マニュアル」にしたがっ
て迅速に対応する。�
�
�

取組の成果と課題�
�
「パトロールボックス」に常駐してもらうこ
とにより，不審者侵入の抑止力となっており，
教職員は安心・安全への地域全体の取組に一層
の理解を示し，子どもは，安心して学校生活が
送れている。朝の挨拶も増え，今まで知らなか
った地域の方々と子どもとのふれあいも深まり
つつある。また，保護者の安全に対する意識も
高まってきている。課題としては，ずっと将来
的にＰＴＡや地域の方々の奉仕（ボランティア）
に頼っていけるのか。学校安全についての根本
的な施策が必要ではないか。また，安全マップ
の見直し等，下校時の校区パトロールを充実す
ることも目下進めているところである。�

嵐山小学校�
―パトロールボックスの運用―�

保護者・地域との連携により進める子どもの安全確保�保護者・地域との連携により進める子どもの安全確保�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　登校時の安全指導�

本校の子どもたちは，「花園子ども見守り隊」
の方々をはじめ，保護者・地域の多くの方々に
見守られている。�
登校時には，各町の交通安全推進委員会の方々
をはじめ，地域の有志の方々が，雨の日も風の
日も毎朝，交通量の多いポイントに立っていた
だき，子どもたちの安全な登校を優しい眼差し
で見守ってくださっている。�
�
�

2　下校時の防犯パトロール�

子どもたちの下校時には，自主防災会をはじ
めとする地域や保護者の方々に，それぞれの学
年の時間帯に合わせての，「家の前での見守り」，
「買い物」，「散歩」，「掃除」等々をお願いしたり，
教職員も交代で通学路や人通りの少ない通りを
パトロールしたりして，地域ぐるみの目で子ど
もたちの安全確保に努めている。�
�
�

3　『花園安全マップ」�

「花園安全マップ」（ＰＴＡ作成）は以前から
あるが，本年度は，教職員，地域，ＰＴＡがそ
れぞれ校区の危険箇所等を点検し，それをもと
に，ＰＴＡの方々の手で新しいバージョンに作
り上げてもらった。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4　「危険箇所」・「こども110番のいえ」の確認�

各町別の集団下校を実施し，町担当（学校）
と地域委員（ＰＴＡ）が引率して，下校指導を
行った。�
それぞれの登下校コースで，交通面における

「危険箇所」，万一の場合に助けを求める「こど
も110番のいえ」，注意をしなければならない「人
通りの少ないところ」を確認しながら下校した。�
�
�

5　「親子で考えましょう，身近な危険！」（ＰＴＡ活動）�

本年度のＰＴＡ活動のスローガンは，「親子
で考えましょう，身近な危険！」である。�
 “ふれあい活動推進事業”の一環として２つ
の行事を実施した。�
①「安全について知ろう！」（6月25日）�
　　右京警察による親子交通安全教室，平安騎
馬隊の体験騎乗により，交通安全についての
理解を楽しく深めることができた。�
②「安全について学ぼう！」（10月22日）では，
　右京警察の方々を迎え，親子で，防犯につ
いての理解を深めるとともに，警察犬とのふ
れあいの時間を持った。�
�
両行事とも，たくさんの参加のもと，親子で

「安全」を考える有意義な時間となった。�

花園小学校�

み ん な で 見 守 る「花 園 の 子」�み ん な で 見 守 る「花 園 の 子」�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　地域ぐるみで取り組む「桂川安心安全のまちづくり」�

①朝の登校時刻に，PTA地域委員さんをはじめ

地域のボランティアの方が立ち，子どもの安

全の見回り，声かけをする。�

②各自治会，各種団体，PTA，学校の代表が一

堂に会し，「安全に関する会議」を開き，子

どもたちの登下校の安全確保のための具体的

な手立て，実施計画について話し合った。�

③各自治会，各種団体，PTAなどが呼びかけて，

児童の下校時間帯における見回りと，子ども

たちへの声かけを実施。買い物，散歩，散水

などを子どもの下校時間帯に合わせるなど。�

�
2　通学路の安全確保，安全確認の取組�

①地域，PTA，学校が一体となって，児童の通

学路の安全確保を図るため，防犯上危険なと

ころなどの通学路の巡回点検と，「安全坊や」

の設置，「こども110番のいえ」の設置を行っ

ている。�

②学校の町別児童集会で，各町別班毎に学区の�

　地図をもとに，通学路の確認，防犯上危険な

ところ，「こども110番のいえ」の場所等を記

入するなど子どもの目線からの班毎の安全マ

ップを作成した。さらに，各町別班で作成し

た安全マップをもとに，学校全体の『桂川学

区安全マップ』にまとめた。�

　　　　　　　　　　　　　　　　（H17.12.22）�

�
3　子どもたちの防犯意識を育てる指導�

①不審者が校内に侵入したことを想定した「避

難訓練」を実施し，子どもたち自身が学校内

における安全な避難の仕方を学習した。�

　　　　　　　　　　　　　　　　（H17.10.19）�

②PTAから全校児童へ防犯ブザーを贈呈して

いただいた。その贈呈式の日に合わせて防犯

教室を実施した。防犯教室では，以下の内容

で進めた。�

・PTAの方や教職員が，襲われたときの防犯

ブザーの使い方を劇で紹介した。�

・西京警察署から警察官やマスコットに来ても

らい，身の守り方などについてのお話。�

・スクールガードリーダーの方からのお話。�

・自治連合会長さんからのお話。     （H18.1.10）�

③ 「イカのおすし」の歌テープを毎日の給食時

間に流したり，「イカのおすし」の説明を掲

示したりするなど，日常的に子どもたちが防

犯意識をもてるように，指導を継続している。�

�

桂川小学校�

＜上桂交番の警察官によるお話＞�

＜「イカのおすし」の掲示＞�

守 ろ う 創 ろ う み ん な の 安 全 �守 ろ う 創 ろ う み ん な の 安 全 �

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組



48

取組の内容及び方法�
�
1　学校安全ボランティア�

正門をはいると，学校安全ボランティアボッ
クスがある。砂川小学校の正門は，いつもあい
ている状態である。地域の方々と保護者のご協
力により，常時２人の学校安全ボランティアの
方々が，外来者の受付をしたり，子どもたちの
安全を見守っていただいたりしている。�
「地域の安全は，地域で守りきる。」を合言
葉に，みなさんが活動していただいているおか
げで，子どもたちも，安心できる環境で，学ぶ
ことができている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
安心・安全ネットワークは，地域諸団体を中
心に，子どもたちの安心・安全のために活動を
展開している。　�

2　学校の取組�

「地域を探る」総合的学習の時間では，「防
災探検隊」をつくり，地域の安全設備，安全体
制，安全を守っていただいている地域の方々を
たずねて，インタビューをしたり，学んだこと
を「砂川安全マップ」にまとめたりして，地域
へ学んだことを発表している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
朝の登校時間には，「砂川交通安全推進委員」
の方々が，子どもたちの安全な登校を，毎日見
守って，支えていただいている。子どもたちも，
元気に地域の方々に挨拶して学校へ向かってい
る。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
日頃お世話になっている「学校安全ボランテ
ィア」のみなさんに感謝の気持ちを伝える全校
集会を行った。�

砂川小学校�

みんなでつくる安心・安全のまち すながわ�みんなでつくる安心・安全のまち すながわ�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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石田小学校�
～子どもたちを守る町づくり，学校づくりの推進～�

取組の内容及び方法�
�
1　登校時の安全を守る�

【ＰＴＡ声かけ運動・さわやか登校日】�
【ＰＴＡ全会員の輪番制による登校指導】�
ＰＴＡでは毎月第１月曜に「ＰＴＡ声かけ運
動」を行っている。この「ＰＴＡ声かけ運動は」
保護者が子どもたちの登校の安全を見守るだけ
でなく，「おはようございます！」と元気な声
で子どもたちに声をかけることで，朝のあいさ
つの習慣化が図れると考えている。また，子ど
もたちが地域の人たちに見守られていると実感
でき，このことで子どもたちの心の安定化が期
待できる。�
また，第３月曜に「さわやか登校日」を行っ
ている。この「さわやか登校日」は昨年度（平
成１６年度）からＰＴＡ地域委員が中心に行っ
ている。子どもたちを朝，学校に送り出す際，
子どもたちを家の前より少し遠くまで見送り，
近所の子どもたちの安全確認，さわやかな気持
ちで登校できるように実施している。また，今
年度（平成１７年度）からはＰＴＡ全会員によ
る輪番制による登校指導を毎日実施している。�
これら全ての活動に学校側も生徒指導部が中
心に毎日登校指導を行っている。また，「ＰＴ
Ａ声かけ運動」の日に合わせ，集団登校の日を
設定し，全担任による始業前，集団登校指導を
安全ジャンパー（蛍光色）を着用して行ってい
る。�
�
2　緊急下校時の安全�

本校においては台風や子どもたちの安全確保
が必要な緊急下校の
必要性が生じた場合，
ＰＴＡ本部に下校指
導及び安全確保を要
請している。緊急下
校時の連絡・安全確
保等の人員確保や体
制づくりをＰＴＡ，
地域の協力を得て，
可能な限りの人員確
保を行っている。�

3　学校・ＰＴＡ・地域合同防犯対策研修会�

【不審者侵入対策研修会】�
昨年に続き，学校不審者侵入対策研修会を学
校・ＰＴＡ・地域の合同で行った。講師は山科
警察署から招いた。�
保護者，地域の方々，教職員が子どもの命を
守るため，さすまたを使った研修をした。また，
今年度，全教室にさすまたを設置し非常の事態
に備える。さらに，子どもを守るために学校，
ＰＴＡ，地域の連携を今まで以上に強いものに
していきたいと考えている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　安全に関する会議�

【地域ぐるみの学校安全対策推進会議】�
小学校・教育委員会・ＰＴＡ・山科警察署・
スクールーガードリーダー・自町連・学識経験
者（立命館大学）を構成メンバーに地域ぐるみ
の学校安全対策推進会議を設置している。会議
の中で話し合われた石田小学校の実態にあった
不審者侵入対応マニュアルの策定が今年度なさ
れた。�
「安全な社会ではなくなった。」この危機意識
を学校・ＰＴＡ・地域と合同で学校不審者対策
研修を行うことや石田小独自の不審者侵入対応
マニュアルで共通理解できたと考えている。�
学校・ＰＴＡ・地域の強い連携で子どもの安
全を確保する体制がとれてきた。今後，さらに
地域全体で子どもを守るシステムづくりを推進
していく。関係機関の協力を得て，子ども自身
が自分で自分の命を守る訓練を定期的に行うこ
とが出来た。�

家庭・地域との連携による子どもの安全確保�家庭・地域との連携による子どもの安全確保�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　子どもの安全意識の向上に向けて�

①「防犯教育の推進」のための講話の実施�
児童全員対象に，朝会等で学校長を中心に
安全への訓示をしたり，警察署・地域団体か
ら安全に関する講話を受けたりして防犯意識
を高める取組を実施している。�
②学級担任の随時指導の充実�
月ごと・季節ごとに重点的にテーマを設け
たり緊急事案発生時はもちろんのこと，随時
指導を行ったりしている。�
③「CAPプログラム」の導入�
本校では1年生と4年生の全員，および教職
員に対して「きょうとCAPのワークショップ」
の受講を行っている。子どもワークショップ
では子どもの人権意識を高め，あらゆる暴力
から自分の身を守る自分の力を引き出す教育
プログラムのもと，具体的に子ども自らが「身
を守る方法」や自らの人権を守る方法につい
て学ぶことができた。�
このワークショップ受講以後,学級では下
校時に「いや」など大声を出す訓練や様々な
安全の意識づけを機会あるごとに行うように
して，安全への意識を高めるように取組を進
めている。�
�

2　地域ぐるみの見守り活動�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
①登校時の立ち番�
毎日，学校長・TT教員・自治連合会会長
を中心に２ヶ所の校門と通学路で「朝のこえ
かけ」を実施している。通学路の安全確保と

ともに，挨拶の励行と声かけ，健康状態観察
など，子どもの健全育成の側面でも効果をあ
げている。�
②通学路の点検�
町別児童会とPTA地域委員との合同での
通学路点検。特に危険箇所（不審者から声か
けなどされた場所）の確認と安全マップへの
記入を行い，注意喚起の安全啓発を行ってい
る。�
③下校時パトロール�
下鳥羽防犯推進協議会の定期パトロールの
実施，見守り腕章の着用で，有志による外出
時パトロールを実施している。�
④地域ぐるみの声かけ運動（鈴の装着）�
下鳥羽自治連合会から全校児童分の鈴の贈
呈を受けた。児童全員のランドセルに鈴を装
着するようにした。鈴の音で，登校・下校時
の子どもの存在を知らせ，地域での子どもの
見守りをお願いするものである。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　校内の安全体制の強化�

①校門インターホンの設置による来校者の確認�
校門横のインターホンと職員室インターホ
ンで来校者を確認して，校内への立ち入りを
許可する形にして安全確保を図るようにして
いる。�
②全教室トランシーバの設置�
緊急時には，どの教室からも同時連絡が可
能となるよう各教室にトランシーバを配備し
ている。�
その他，各階ごとに１台のインターホンを
設置して，職員室インターホンとの連絡も行
うようにして緊急時に備えている。�
�

下鳥羽小学校�

子どもの安全意識を高め，学校・保護者・地域�
で取り組む 下 鳥 羽 安 全 確 保 推 進 活 動 �
子どもの安全意識を高め，学校・保護者・地域�
で取り組む 下 鳥 羽 安 全 確 保 推 進 活 動 �

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�

以前より朝の登校時には少年補導や防犯委員

の方々が校門前や近くの交差点に立ち，本校の

教職員とともに子どもたちが安全に登校できる

よう見守ってくださっている。�

本校では，下校時においては，広島や栃木で

の痛ましい事件以後下校時間を次の4回に区切り，

子どもたちの安全確保を図っている。　　　　

　�

４時間目までの時　　13:30～14:00�

５時間目までの時　　14:30～15:00�

６時間目までの時　　15:30～16:00�

放課後　　　　　　　16:30   完全下校�

これらの時間帯には，生徒指導加配や手のあ

いた教職員，担任等が校門前に立ち，児童を見

送っている。また，保護者にもこれらの時間帯

を知らせ，時間に余裕があるときは要所に立っ

てもらうなどの協力を呼びかけている。�

それから，本校では校区のほとんどが団地で

あるため，部屋の窓から見守ってもらったり，

エレベーターホールで出迎えてもらうなどの協

力を呼びかけている。�

部活動については実施時間を5時までとし，

近くの交差点まで担当者が見送っている。「パ

トロ－ル中」のステッカーを全保護者に配布し，

自転車や自動車に取り付けてもらうなどのお願

いもしている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

12月初旬，学校評議員会を持ち，子どもたち

の安全確保についての方策を考えてもらった。

そして，１月２８日に地域懇談会を実施した。

各自治会や各種団体の長さん，幼稚園や保育園

の園長さん，児童館の館長さんなどに集まって

もらい，子どもたちの安全確保についての地域

の協力を呼びかけた。その結果，当面は下校時

のパトロールについてできるかぎりの協力をし

ていただくことになった。２月下旬にも地域ぐ

るみの取組について具体的方策を考えていただ

くことになっている。�

向島藤の木小学校�

地域との連携による登下校の子どもの安全確保の取組�地域との連携による登下校の子どもの安全確保の取組�

（3）子どもたちへの声かけ・あいさつ運動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　防犯無線セキュリティ設置�

ＰＴＡ・自治連合会の協力を得て，校内に防
犯無線セキュリティを設置した。不審者の侵入
が教室にあれば，直ちに非常ベルが職員室に鳴
るようになっている。学校は，子どもたちにと
って「安全・安心」を肌で感じるようにするた
めに，防犯無線セキュリティを使って，緊急通
報・避難の防犯訓練を実施している。また，教
職員・子どもたちが，混乱することなく安全に
素早く避難措置ができるように，警察と連携し
て子どもの安全を確保している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　「こども110番のいえ」の確認�

ＰＴＡが中心になって，既存の「こども110
番のいえ」の場所を確認し，子どもたちに知ら
せるとともに，子どもたちの安全を守る「こど
も110番のいえ」のマップを作り直した。�
そして，「こども110番のいえ」のマップをＰ
ＴＡより各家庭に配布するとともに，拡大した
「こども110番のいえ」のマップを教室に掲示し，
安全意識の高揚を図っている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　地域子ども見守りパトロール隊�

ＰＴＡ・地域の諸団体・地域住民が協力し合
い，子どもの登下校の安全を守ったり，声をか
けあったり，パトロールをしたりしている。�
この地域ぐるみのパトロールが無理なく長く
続けられるようにということで，ＰＴＡで話し
合いを重ねた結果，子どもたちの下校時刻に自
宅近く及び通学路に立ち，腕章をつけながら子
どもたちの安全を見守っていくことになった。�
また，地域の諸団体・地域住民の方も，登下
校時に，自宅近くの通学路や交通安全上危険な
場所に立ち，子どもたちに安全を呼びかけたり
あいさつをしたりしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
取組の成果と課題�
�
ＰＴＡ・地域の諸団体・地域住民に協力をお
願いし，子どもたちの登下校の安全対策として
「地域ぐるみの子ども見守り活動」に取り組んだ。�
学校と地域のつながりが深まるとともに，「あ
いさつの輪」が広がり，希薄になりつつある地
域のつながりが，確かなものになってきている。�
今後，子どもたちの安全確保の取組を充実し，
地域ぐるみで上賀茂小学校の子どもたちを見守
っていきたい。�

上賀茂小学校�

地 域ぐる み の 子ども 見 守り活 動 �地 域ぐる み の 子ども 見 守り活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

柊野学区は，北区上賀茂と西賀茂の北部中央
に賀茂川が流れ，北東部の山手には京都産業大
学があり，東南部は上賀茂神社と接している。
また，北部山手には北山があり，周辺は山道や
田畑の広がる田園地帯が多くある。この学区は
10年ほど前から西賀茂を中心に宅地化が進み，
年々人口が増えている。賀茂川沿いの府道も，
市原野方面へ伸びるバイパスの開通により年々
交通量が増している。�
このような地理的・地域的条件から考えても，
本学区内には防犯及び交通安全面で心配な所が
たくさんある。そのため，柊野学区の住民が一
体となったネットワークづくりや地域組織を生
かした安全の整備や取組が急がれている。�
�

2　「子供たちの安全を守る会」�

防犯に関する地域組織については，平成11年
12月日野小学校で起こった児童殺傷事件後，本
校区でも子どもたちの安全やかけがえのない命
を守るために，『柊野学区の子供たちの安全を
守る会』が設置された。この『柊野学区の子供
たちの安全を守る会』には，柊野学区町内連合
会，柊野社会福祉協議会，上鴨防犯協会柊野支
部，上鴨少年補導委員会柊野支部，上鴨防犯推
進委員会柊野支部，柊野学区自主防災会，上鴨
交通安全協会柊野支部，柊野消防分団，柊野保
育園保護者会，柊野保育園，柊野小学校ＰＴＡ，
柊野小学校が参画し，適宜話し合いの場を設け
ている。昨年末連続して起きた小学生殺害事件
後には，早速に会合を開き，「地域内で実行で
きる具体的なことは何か？」について話し合い
を続けている。�
�
�
�
�
�
�
�
上記の『柊野学区の子供たちの安全を守る会』�

に参画している地域各種団体・ＰＴＡ・学校
が互いに連携・協力しながら,防犯に関する具
体的な取組として平成15年度より次のようなこ
とを行っている。�
①ＰＴＡ地域委員の協力により，「こども110番
のいえ」を50軒から100軒に増やす。�
②上鴨防犯推進委員会柊野支部のメンバーを中
心としながら, 毎日登下校の安全指導及び見
回りを始める。�
・薄黄緑蛍光色のジャンバーを作成し，犯推
進活動を始める。�
・『柊野学区の子供たちの安全を守る会』の
名前の入った黄緑色の腕章を作成する。�
・地域諸団体等における見回りは，月曜日か
ら金曜日までの登校時間帯（午前7時30分
～午前8時45分）と下校時間帯（学年・曜
日によって異なるが，午後２時～午後4時）
にメンバーが交代しながら行う。�
�
�
�
�
�
�
③ＰＴＡにおいても防犯のためのボランティア
を募集し，登下校時見回り活動を始める。　�
・見回りをする際に黄緑色の腕章し，10箇所
のポイントで分担しながら活動する。�
・ＰＴＡより子ども全員に防犯ブザーを渡し，
毎日携帯させる。�
・ＰＴＡ全員に学校来校用名札を配布する。
また，各家庭に自転車等に装着する黄色い
「防犯パトロール」プレートを配布する。�
・各町内ごとに防犯上危険な場所がないか調
べるとともに通学路の安全点検を行う。�

④教職員は，正門近くの横断歩道前で，毎朝日
直が交代しながら登校指導を行う。また，下
校時は，学年に応じて適宜下校指導及び校区
パトロールを行う。�
・「こども110番のいえ」や危険な場所を書き
入れた安全マップを作成する。�
・全校の子どもの所在地が分かる校区地図を
作成する。�

柊野小学校�

み ん な で 見 守る 子ども 安 全 活 動 �み ん な で 見 守る 子ども 安 全 活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
①校内の安全�
　　学校への不審者の立ち入りや，登下校にお
いて子どもが連れ去られることを防止するた
めに，校内の安全確保やパトロールの強化に
努めている。�

　　�
　　校内の安全確保�
　　　組織　　　　教務部�
　　　活動時間　　8時40分～9時�
　　　活動内容　　校内巡視�
�
�
�
②登校時の安全�
　　朝は，校区内をＰＴＡが当番制で交通安全
に取り組んでいる。�
　ＰＴＡは，黄色の旗を持ち，毎朝，交通安全
指導と不審者の見張りを行っている。�
　学校も毎朝，校門で挨拶と安全指導を行って
いる。�

　　　　�
　　ＰＴＡ活動�
　　　組織　　　　　　　ＰＴＡの地域委員�
　　　活動時間　　　　　8時～8時30分�
　　　活動に用いる物品　黄色の旗�
　　　活動内容　　　　　児童の安全確保�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
③下校時の安全�
　　下校時は，特に低学年は，学年内で同じ方
向に帰る児童同士，集まっていっしょに帰る
ようにしている。低学年の担任は，途中まで
児童を送っている。�
　ＰＴＡによる「黄色いリボン　安全キャンペ
ーン」行う。�

　　　　�
　　安全キャンペーン中�
　　　組織　　　　　　　ＰＴＡ・女性の会�
　　　活動時間　　　　　2時30分～4時�
　　　活動に用いる物品　黄色いリボン・腕章�
　　　活動内容　　　　　児童の安全確保�

大宅小学校�

地 域 の 子 ど も は 地 域 で 守 る�地 域 の 子 ど も は 地 域 で 守 る�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　子どもを見守る活動�

①登校を見守る活動（毎日）�

子どもたちの登校を学校教職員・ＰＴＡ地

域委員とボランティアの方で見守っている。

ボランティアの方は，車や不審者から子ども

を守るために交差点に立っていただいたり，

集団登校についてきていただいたりしている。

ＰＴＡは集団登校に付き添い，教職員は要所

に立ち，子どもたちの安全を見守っている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＜登校を見守る活動＞�

�

②下校を見守る活動（毎日）�

学年により下校時刻が違い，集団下校でも

ないので子どもたちの帰る時刻がバラバラに

なる。そのため，子どもの安全を守る活動は

大変になってくる。そこで，「西野交通安全

女性の会」の方が，子どもの下校時間帯に合

わせて，約１時間程度要所に立っていただい

き，見まもり活動をしてくださっている。�

　�

③パトロール�

夏季・冬季休業中は，地域の有志・少年補

導・ＰＴＡ・教職員で夜間パトロールを実施

した。そのうち数回は警察も参加していただ

いた。昼間は，自転車の前かごに安全ステッ

カーを張り付け，買い物等の用事の折りに見

回りをしていただいている。�

④あいさつ運動�

年度はじめ，学期はじめ等に，６０名ほど

の保護者が子どもたちの登校を見守り，あい

さつを交わす運動をしている。�

　　　　　�

以上の活動の時には，できるだけおそろいの

ジャンパーや帽子・腕章・手袋などを身につけ，

笛などを持って行っている。�

�

�
2　イベント�

１２月２３日（金）には，西野学区をあげて，

地域の安心安全を，子どもたちの健やかな成長

を願いパトロールした。パトロールカーを先頭

に学区民２００名ほどが参加した。�

数名の方がプラカードを持ち，腕章・手袋・

タスキなどを身につけパトロールした。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＜西野学区安心安全パトロール＞�

�

�
3　安全講習会�

１２月１７日（土）に大宅小学校にて「児童

の安全と地域活動」ということで山科支部の講

習会が開催された。西野学区からは，学校・少

年補導・交通安全女性の会・安全ボランティア

の方々が参加し，「子どもの安全を守る」とい

うことで関係機関や他校と意見交流をとおして，

安全に対する認識をさらに深めることができた。�

西野小学校�

地域ぐるみで子どもの安全を守る活動�地域ぐるみで子どもの安全を守る活動�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　登校時の安全指導�

地域からは，交通安全対策連絡協議会の方々
を中心に毎朝１０名の方が，交通量の多い交差
点に立ったり，児童に付き添ったりしていただ
いている。ＰＴＡからは，地域委員さんが当番
制で毎朝４つの地点に立っていただき，学校も
管理職と教職員が四ノ宮の交差点と校門前に立
って登校指導にあたっている。�
�

2　下校時の防犯パトロール�

自治連合会とＰＴＡが中心になり，パトロー
ルの腕章を２００枚と全家庭用に自転車用ステ
ッカーを作成した。犬の散歩，門掃き，買い物
時等にパトロールしていただける方を地域から
募集し，その結果，地域住民や保護者から毎日
１５名程度の方が，児童の下校時に通学路に立
ってパトロールをしていただいている。また，
その活動とは別に，ＰＴＡでは毎火・木曜日に
地域委員さんが当番制でパトロールをしていた
だいている。学校からも，教職員が毎日１名通
学路をパトロールしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　「こども110番のいえ」の見直し�

ＰＴＡと地域の防犯推進委員協議会が中心に
なって，「こども110番のいえ」の見直しと再依
頼をされて，隣接する滋賀県藤尾学区の方にも
引き受けていただき１０軒以上増え，現在８４
軒になった。また，「こども110番のいえ」につ
いての保護者や地域への啓発活動（地図，名簿，
プリントの配布）もしていただいた。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4　協議会・研修会の開催�

７月に，地域の関係団体，ＰＴＡ役員，学校
が一堂に会して「学校安全対策委員会」を開催
し，子どもの安全を守るための取組について話
し合いを持った。�
８月には，「ＣＡＰ・大人ワークショップ講
習会」を開催し，保護者，教職員，地域の関係
者ら６０名の参加を得て，子どもへの暴力防止
についての研修を深めた。その後９月には，６
年生の子ども対象にワークショップも開催した。�
１２月には，山科全域の「地域ぐるみの学校
安全体制整備推進事業に関わる防犯講習会」が
開催され，学校・ＰＴＡ・地域の関係者が参加
し，他校の実践や警察署の講話を聞き研修を深
めた。�
�

5　その他�

毎日の登下校時の安全パトロールを通して，
地域や保護者の方々と子どもたちが挨拶や会話
を交わす中で，互いをおもいやったり，感謝す
る気持ちが培われてきた。�

音羽小学校�

笑顔で声かけ，みんなで守ろう子どもの安全・地域の安全�笑顔で声かけ，みんなで守ろう子どもの安全・地域の安全�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�
本校は，音羽山の麓にあり，校区の中には人

目につきにくい寂しい場所があちこちにある。
児童の中にはこういったところを通って通学し
ているものもいる。また，校下は声かけ事案が
よく起こることもあり，安全な登下校ができる
かが大きな課題となっていた。�
低学年の児童を中心に，登下校の送り迎えを

されている家庭もあるが，たくさんの児童には
目が届きにくい。そこで，本校のＰＴＡ及び教
職員は，こういった実態を解決するため，保護
者はもちろんのこと，地域住民の方々に応援を
お願いし，児童の登下校をたくさんの目で見守
る計画を立てた。�
�

2　組織作り�
取組は，児童の登下校時に「おかえりトトロ

隊」という名前の入った黄色い腕章をつけてパ
トロールしていただくもの。最初は保護者に参
加を呼びかけた。また，地域にも呼びかけ，こ
の取組に参加していただける人を募集した。参
加される方はＰＴＡに登録してもらい，だれに
渡したかが分かること，使用されなくなった場
合は返却していただけるようにお願いした。堅
苦しいことだが，腕章を悪用されると、逆効果
になると考えたからだ。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
腕章は，ＰＴＡで製作されたが，黄色くよく

目立つものが出来上がった。１月の学校始業時
には１２３人の人が登録を完了し，登下校時に
パトロールを始めている。また，教職員も時間
の都合をつけてパトロールに参加している。�
�

3　パトロールの方法�
校区に黄色い腕章をつけている人がたくさん

いればいるほど，犯罪抑止力は増加する。少し
でもたくさんの人々に腕章をつけていただき，
パトロールしてほしいという願いを実現させる
ために，パトロールの時間などに制限をつけな
い方法をとり，少しでも参加しやすくなるよう
に配慮した。�
児童の下校を待つ保護者は，自分の子どもが
帰宅してくると，子どもとともに自宅に帰られ，
パトロールは終了する。しかし，地域の子育て
の終わった方々は，長い時間パトロールをして
いただける。また，買い物など外出するときに
も腕章をしていただくようにお願いし，それに
協力いただけると，校区の中に腕章をつけた人
がたくさんできることになり，必然的に目が行
き届く。したがってこの取組の輪を広げるため
学校はもとより，街頭でも運動の参加を呼びか
けた。�
たくさんの目が校区にできれば，それだけ安
全な地域づくりに貢献できるようになる。効果
は，小学生だけにとどまらない。�
単にパトロールだけでなく，下校指導もでき
る範囲でお願いした。また，学校でもこの取組
を児童に知らせ，児童自らが安全な登下校に関
心を持つこと。また，パトロールに参加し，自
分たちの安全に気を配ってくださっている地域
の方々に感謝の気持ちをもつよう指導を行った。�
�

取組の成果と課題�
�
家庭・地域・学校の一体となった取組が地域
の安全につながる。下校時，地域のあちこちに
黄色い腕章をした人が増えてきた。特に声かけ
事案がよくある地域にはたくさんの人が出てく
ださり，児童に声をかけていただいている。�
見守っていただいている児童自らが，さらに
安全に対する意識が高まるよう，学校では折に
触れ指導に当たらなくてはならない。�

大塚小学校�

子どもの安全を守る『おかえりトトロ隊』の活動�子どもの安全を守る『おかえりトトロ隊』の活動�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　月曜日から金曜日までの登下校時の見守り�

①登校時の見守り（午前7時30分～9時頃）�

　・学校の西門前と東門前での見守り�

　・新大石道の交差点での安全確認�

　・新大石道射場ノ上バス停付近の横断歩道の

　　　安全確認　�

　・大石道交差点での安全確認　�

　・ＰＴＡ地域委員さんによる児童引率�

　・ＰＴＡの月1回のあいさつ運動�

　�

②下校時の見守り（午後2時頃～3時頃）�

　・低学年の下校時間帯での安全確認　　�

　・西門と東門での安全確認�

　・下校時，自宅近辺での家族等での見守り�

�

③その他の取組�

　・ 緊急時の区内パトロール�

　・ サルの出没（本年度）�

　・ 陶器まつりのパトロール�

　・「あんしん・あんぜんパトロール中」のス

　　　テッカーの自転車のかごへの取り付け�

　・ 少年補導による夜間パトロール�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
2　パトロール百々の持ち物・服装�

・全員名札着用�

・ホイッスルの携行�

・帽子（夏用・冬用）�

・ジャンパー（夏用・冬用）�

＊帽子・ジャンパーは，自前でそろえている�

�

�

�
3　パトロール百々の活動の様子�

　登校時，パトロール百々の方々の「おはよう」

という声かけで，挨拶をする児童が増えてきて

いる。まだ，はずかしそうな声で挨拶する児童

もいるが，児童からも気軽に声をかけるなど親

しみをもって接してもらっている。�

　メンバーの方も優しい笑顔で触れ合っておら

れ，中には低学年児童の頭をなでて，スキンシ

ップを行っている方もおられる。�

　参観日等の行事のおりにも，見守っていただ

くなど，いろいろな場面で協力していただいて

いる。�

＜パトロール百々による登校時の見守り＞�

＜パトロール百々見守りとPTAのあいさつ運動＞�

百々小学校�
「パトロール百々」中心とした活動�

地 域 が 見 守 る 安 全 活 動 �地 域 が 見 守 る 安 全 活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　防犯パトロール隊�

・大宮小学校PTA有志で結成�
・毎月1日の午後3時学校正門出発�
・通学路を中心に校区内の人通りの少ない場所
（危険な場所を確認）を巡回。�
・下校途中の子どもたちだけでなく，地域の子
どもたちへも声をかける。（地域の中で心と
心のつながりを大切に）�
　　　―PTAの名札・腕章をつける―�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2　夜間パトロール�

・毎月第１，第３土曜日午後８時頃より大宮学
区をパトロール。（おやじの会）�
・毎月第4土曜日午後7時より（交通安全協会・
ＰＴＡ合同）�
・コンビニエンスストア，路地空き地，駐車場
等若者たちがたむろしている場所を重点的に
パトロール。（徒歩）�
　　　　―おやじの会ユニホームを着用―�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　登校指導�

　　地域交通安全活動推進委員，大宮交番所連
絡協議会，ＰＴＡの方々によって，通学路の
交差点等で安全登校指導を実施。〔学校開催
日（長期休業期間除く）〕�
　－腕章，手旗，名札，ジャンパー－�
�
4　スクールガードリーダー（警察官ＯＢ）�

　　毎週火曜日登校，下校いずれかの時間帯に
腕章，帽子をつけ，校区内をパトロール。�
　（文部科学省と警察庁が連携した事業）�
�
5　子ども見守り活動�

　　登下校時間帯に家の外に出て，登下校児童
に声かけ運動。また，買い物等，ちょっと出
かける際には自転車の前かごに「ステッカー
（安全パトロール中）」，もしくは「腕章」を
つけてパトロールを兼ねる。（随時）�

大宮小学校�

地域ぐるみで見守る子どもたちの安全�地域ぐるみで見守る子どもたちの安全�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　「子どもたちを守る会　ときわのパトロール隊」の活動�

地域各団体（少年補導委員会・民生委員会・

女性会・防犯委員会・老人クラブ）とPTA会員，

住民有志で「ときわのパトロール隊」（参加者

200人余）を組織し，当番制で安全パトロール

を実施している。�

①定時に学校に集合する。集合時刻は，特に，

低学年の下校時刻に合わせて設定する。�

②児童の下校前に校内，特に校舎裏等人目につ

きにくい場所をパトロールする。�

　（1日の当番の数は6～10名）�

③児童の下校路を二人一組でパトロールする。

丸太町通りを中心に，各自の判断でわき道も

点検する。�

④会員には，パトロール隊の名札・笛を各自に

配るとともに，当番は持ち回りの腕章を付け

る。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
2　ＰＴＡ会員のパトロール活動�

保護者の方にも「ときわのパトロール隊」に

参加していただく一方で，小さな子どもがいる

などの事情でパトロールに参加しにくい保護者

は下校時刻に合わせて，自宅周辺をパトロール

している。�

①登校時に，児童に付き添って登校路をパトロ

ールする。途中の交差点等で留まり登校指導

を兼ねて安全を確かめる。�

②下校時刻にあわせて自宅前や居住町内で安全

確認をする。�

③会員は，ＰＴＡ本部から配布した名札を着用

してパトロールをする。�

④会員には，普段の外出（買い物等）にも着用

してもらい随時活動する。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
3　教職員の取り組み�

日々の安全指導を徹底しながら，登下校の指

導に取り組んでいる。�

①毎朝，登校時に主要交差点で教職員が安全指

導を行う。�

②木曜日の下校時（一斉下校）に，各担任が途

中まで送りながら，安全確認をする。�

③教職員が交代で，授業時・休憩時間・放課後

など校内をパトロールしている。�

�

�
4　その他�

①各団体のパトロール時には，共通の赤い紐・

オレンジ色の名札を着用して，地域全体の取

組であることを強調し，不審者に対しての地

域挙げての抑止力としたいと考える。�

②所轄右京警察署に，特に下校時のパトカー，

制服警官の巡回を要請している。�

�

常磐野小学校�

＜地域の方が校内をパトロール中＞�

＜お父さんも下校路をパトロール中＞�

こどもの安全・地域の安全をみんなの手で�こどもの安全・地域の安全をみんなの手で�

（4）地域パトロール活動の取組
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宇多野小学校�

取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

宇多野小学校は，京都市の西北に位置し，現
在477名の児童が学校に通っている。学校教育
目標「気づき，考え，実行する子ども」をめざ
し，自然豊かな環境で様々な取組を進めている。�
子どもたちの安全を守る取組や防犯活動は，
地域・ＰＴＡ・学校と連携して行っている。地
域の防犯推進委員会では，各種団体長が集まり
「安全に関する防犯会議」を開き，総力をあげ
て児童の安全を守る取組について話し合ってい
る。�
�

2　宇多野安全パトロール隊�

宇多野の子どもたちの安全を守るため，宇多
野地域パトロール隊が通学路のパトロール，登
下校時の家の前等での立ち番，通学路のポイン
トでの立ち番，登下校時の付き添い，夜間のパ
トロールなどの取組を行っている。�
平成17年４月22日には，登下校の安全につい
て学習した町別集会の後，宇多野地域パトロー
ル隊の出発式が行われた。出発式では，安全に
ついての話を右京警察署や右京消防署の皆様か
ら聞き，子どもたちも少し緊張して聞いていた
ようだった。�
お話を伺った後，右京警察署や右京消防署の
方々に見守られながら，地域の安全ボランティ
ア，宇多野地域パトロール隊約60名の方々とと
もに集団下校を行いました。多くの大人に見守
られているということを子どもたちは体感した。�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　＜宇多野地域パトロール隊出発式＞�
�
3　「こども110番のいえ」確認�

ＰＴＡ主催宇多野クリーン大作戦を６月４日

（土）に行った。朝10時，各集合場所で「こど
も110番のいえ」についての説明を聞いた後，
たくさんの子どもたちと保護者によるクリーン
隊が学校に向けて出発した。沿道にある「こど
も110番のいえ」を確認しながら，ごみ拾い活
動をした。「こども110
番のいえ」が実際どこ
にあるのか，緊急のと
きにかけこむ家はどこ
にあるのか確かめた。�
�

4　安全マップの見直し�

ＰＴＡ地域委員は，登校時には毎日，子ども
たちに付き添って学校までの登校指導をしてい
る。１年を通して子どもたちの安全面を見守る
行動を行っている。�
また，毎月１日・15日の宇多野安全の日には
各交差点に立ち，事故がないよう教職員・ＰＴ
Ａ地域委員・交通安全推進会・警察の方に見守
っていただいて子どもたちは登校している。�
この冬休み中には，ＰＴＡ地域委員の方が，
通学路を調べ，宇多野校区の安全マップの見直
しを行った。�
�
�
�
�
�
�
�
�

＜宇多野安全の日＞�
�
5　交通安全フェスティバル�

交通安全推進委員会が宇多野交通安全フェス
ティバルを９月12日に行った。右京警察の方に
来ていただき，自転車の安全な乗り方などを教
えていただいた。�
今後，毎月15日に宇多野地域パトロール隊，
ＰＴＡ，教職員が一緒となって集団下校を行い，
地域・ＰＴＡ・学校が連携し，総力をあげて子
どもたちの安全を守る取組を強めていきたいと
思っている。�

地域・ＰＴＡと連携し取り組む学校安全活動�地域・ＰＴＡと連携し取り組む学校安全活動�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

高雄地域は，京都市の北西に位置し，この地

を縦断する国道１６２号線は，京都から南北に

長く谷間を縫い，京北周山を経て日本海若狭ま

で通じている。�

朝夕の国道には，間断なく車の列が続き，歩

道ぎりぎりまで車が近づいてくる。�

学校を中心に，校区の両端から２km近くの

道のりを子どもたちは登校している。�

特に，北部槙尾方面は人家のない寂しい箇所

が多く，常に学校・家庭・地域が連携し，安全

上の措置を講じている。�

�
2　ＰＴＡの取組�

防犯に関わる取組以前より，ＰＴＡ・自治会

などを中心とした「町担当地域委員」１２名が

毎月第二月曜日に，安全の旗を掲げて子どもた

ちの町グループに付き添って学校までの登校指

導を行っている。�

校区内の安全情報も常に全委員に提供し合っ

て安全確保に努めている。�

また，地域内においては，「あんしん・あん

ぜんパトロール中」のスッテカーを配布し，車

のフロントガラスに貼り，出かける際に見守り

活動を行っている。地域の実態から自転車利用

が少ないことからこの方法がとられている。�

�
3　地域ボランティアの取組�

地域のボランティアが毎日，子どもたちの登

校時刻・下校時刻に所定の場所で２０年近くに

わたり，交通・防犯の両面からその活動に携わ

っている。�

機会ある毎に，学校に直接足を運び，子ども

たちに，普段気がかりになっている安全に関す

る注意事項を話している。�

国道沿いや人通りの多い商店・保護者・地域

住民の家の窓などに「こども・あんしん・あん

ぜん見守り中」のスッテカーを掲示して注意を

喚起している。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
4　関係機関との協力�

警察署駐在所員が，毎朝，子どもたちが登校

する時間帯に，校区の端から端までを赤色灯を

つけて何往復も走行し，見回りと交通規制をし

ている。�

地域情報の細部にまで精通した専門的な見地

から機会ある度に，具体的な示唆を学校へ寄せ

ている。�

�
5　小・中学校の連携�

１２月より，下校体制を再検討して，登校時

に近い町単位とした形態に編成し直した。より

自宅近くまで複数の子ども同士で帰れるよう，

授業終了時刻を考えて，前半下校・後半下校の

二段階で，まとまっての下校を実施している。�

状況によっては，教職員が危険箇所近くまで

街頭誘導をしたりして安全策をとっている。�

また，中学校生徒会の見守り活動も発足し，小・

中一体となった集団ができている。�

高雄小学校�

地域を貫く国道162号線と山に囲まれた校区の安全な環境づくり�地域を貫く国道162号線と山に囲まれた校区の安全な環境づくり�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　ＰＴＡパトロールボランティア�

子どもたちの下校時の安全確保のため，ＰＴ
Ａ本部の呼びかけにより募った保護者によるパ
トロールボランティアである。当番制や輪番制
ではなく，個々の都合のつく曜日（ランダムで
も可）に，午後３時から４時の時間帯（低学年
児童の下校時間帯）を中心に，「こどもぼうは
んパトロール隊」の黄色い腕章をつけて，巡回
ではなく立番方式で自宅近くで見守っている。
１月末現在で，学区内５０箇所以上のポイント
で子どもたちの安全を見守っており，さらにそ
のポイントは広がりつつある。ＰＴＡ保護者の
自発的な取組だけに，着実にその活動は広い本
学区の見守り隊として定着している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　＜黄色い腕章＞�
�
2　樫原ヘルプネットワーク「絆」�

民生児童委員協議会では，樫原ヘルプネット
ワーク構築の一環として「絆・樫原社会福祉協
議会」とデザインされた白いジャンパー着て，
地域ぐるみの防犯意識を高める取組を行ってい
る。学区民のメンバーが，散歩や買い物，所用
の時などに揃いのジャンパーを着ることによっ
て，不審者による児童への犯罪や事件の抑止に
つながることをねらいとしている。児童の登下
校時においては，学校教職員も着用し安全確保
に努めている。さらには，夕方５時から７時頃
の時間帯には，学区民メンバーを中心に，人通
りの少ない道や暗くて危険な場所のパトロール
も随時行っている。�
また，自治連合会や防犯推進会，少年補導と

も連携し，地域ぐるみで児童の健全育成・安全
確保に積極的かつ熱心に取り組んでいる。数々
の子どもを対象とした行事やイベントはもとよ
り，日々の地道な活動こそ，「ひととまち，こ
どもとおとな」の信頼関係を紡ぐ「絆」である。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　交通安全推進と連動した防犯活動�

毎朝，雨の日も風の日も雪の日も交通量も多
く，多くの児童が横断する水築町交差点等で，
交通安全推進会による交通安全指導を行ってい
る。本校は，町毎に高学年の登校班リーダーを
先頭に集団登校を行っている。異年齢集団での
仲間づくりはもとより，「おはようございます」
という朝の挨拶は，地域の方々との豊かなふれ
あいを毎日生み出している。そして，自分たち
が安心して安全に地域で育つ環境づくりに，多
くの人たちが関わっていることを実感している。�
安心・安全のまち「樫原」を担う地域の方々
の顔がどの児童にもしっかり刻まれている。�
�

樫原小学校�
～ひととまち，こどもとおとなの「絆」～�

こ ど も ぼ う は ん パト ロ ー ル 隊 �こ ど も ぼ う は ん パト ロ ー ル 隊 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　学校・ＰＴＡの取組�

①ＰＴＡには，パトロールパネルを配布。�
　（日常生活で買い物へ行く時などに常に自転
車のかごに取り付けていただき，子どもの事
故を抑止する。）�
②新たに「こども110番のいえ」の確認マップ
及び防犯マップの配布。�
�
③ＰＴＡ校外補導委員による安全マップの作成
及び配布。�
�
④ＰＴＡ・地域の方々が学校訪問された時には，
必ずカメラ（録画）・インターホンによる対
応の実施。�
�
⑤校門に表示パネルを設置し，安全・防犯情報
を地域に発信。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⑥ＰＴＡによる子どもたちの登下校時の見守り

とパトロールの実施。�

　（玄関先での声かけの協力依頼。また，日が

暮れても公園で遊ぶ子どもたちがいれば注意

を呼びかける。）�

�

�

�
2　地域と連携した活動�

①地域による「門灯をつけて明るい街づくり運

動」の推進をはじめ「防犯ブザー・赤色灯」

の設置。�

�

②自動車５台による防犯パトロール隊が結成さ

れ，子どもの安全・防犯活動として，主に子

どもの登下校時に地域パトロールを実施。�

�

③各自治会に ｢安心・安全防犯推進のぼり旗｣

の設置による，地域住民の防犯意識の高揚と

犯罪抑止。�

�

④子どもネットワークでは，防犯情報の共有や

地域パトロールによる子どもの見守りを実施。�

桂東小学校�

＜安心・安全防犯推進のぼり旗＞�

＜防犯パトロール隊結成＞�

学 校 ・ 地 域 安 全 防 犯 活 動 �学 校 ・ 地 域 安 全 防 犯 活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　教職員の取組�

・子どもへの安全指導の徹底�
　部活動の終了時刻厳守�
・不審者侵入を想定した避難訓練の実施�
　各教室に「ヘルプカード」「防犯ブザー」を
　　設置する。�
・地域パトロールの強化�
　「パトロール中」の腕章をつけ登下校を中心に，
　　校区をパトロールする。�
・関係機関との連携�
　伏見警察署　防犯委員会等�
�
2　ＰＴＡとの連携�

・校区内の危険箇所の点検�
・下校時，児童が１人になってしまう通学路の
　　確認とその対応�
・「こども110番のいえ」の再点検と追加登録�
・「防犯ブザー」の全児童配布�
　ベルマーク運動によって，防犯ブザーを２００
　　個取得。全児童に配布する。�
・ステッカー付自転車による抑止活動�
　１００名のPTA会員が「パトロール中」の
　　ステッカーを自転車の前籠に取り付け，犯罪
　　の抑止効果を高める。�
・家庭教育学級による防犯意識の高揚�
・子どもたちが，落ち着いて安全に学校生活が
　　送れていることが見届けれるよう，いつでも
　　参観できるよう学校を開放している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　地域の協力�

・地域の各種団体の方々の協力により，子ども
　　たちの登下校の時間に合わせて，散歩や水撒
　　きなどをしていただき，声かけ等をして子ど
　　もたちを見守る「見守り運動」の実施。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　スクールガードリーダーの巡回と指導�

・週１回スクールガードリーダーに巡回してい
　　ただき，登下校の状況の連絡や安全について
　　の助言を受ける。�
・子どもたちの安全や危機管理につながる研修
　　会の実施。�
�
5　伏見中支部の各校との連携・協力�

・安全に係る取組の交流と情報の共有�
・子どもたちの安全について学識経験者及び警
　　察からの指導助言を受ける。�
�
�
取組の成果と課題�
�
各実践を通して，保護者・地域の方々の安全
に対する意識が高まり，子どもたちの命をまも
り安心・安全につながる質的な見直しが図られ
た。�
一方で，登校時は多くの見守りがあるが，下
校時は，学年によって下校時間帯が違うことや，
１１月から１２月にかけては日没も早いことも
あり，自主的な見守り運動だけでなく組織的な
取組の必要性を感じる。�
下校時，最終１人になる子どもたちの安全を
守ろうと地域の方々から声があがってきている
ので来年度につなげていきたい。�

稲荷小学校�
～学校・地域が一体となった子どもたちの安全確保～�

地 域 ぐ る み で 子 ど も を 守 る�地 域 ぐ る み で 子 ど も を 守 る�

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�

藤城小学校ＰＴＡ地域委員会では，昨年の取

組を参考に，「各家庭において子どもたち一人

ひとりのモラルを高めることが，全体のモラル

を高めることになり，子どもたちを守ることに

つながる。」ことを再確認した。各家庭へは，

子どもへの安全指導の徹底をお願いした。同様

に，地域委員会では，例年，夏休み・冬休みの

長期休業中に校区内パトロールを実施している。

今年度も12月26日～28日にかけてパトロールを

実施したが，生活のほとんどを地域で活動する

この時期は，保護者の力だけで子どもたちを見

守るのには限りがあるのが現状である。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

また，一定の期間だけのパトロールに終わら

せず，常時大人の目があるようにしていきたい

と考えた。�

そこで，「地域の子どもは地域で守る」観点

から，「学校運営協議会」が中心となり，防犯

と交通の両面をとらえた取組を進めている。�

その一例として，自治連とPTAから新入学

の児童へ防犯ブザーがプレゼントされている。�

今後，地域ぐるみで子どもたちを見守ってい

くことをアピールするためにも，PTAや地域の

希望者に防犯のユニホームとして，ジャンパー

を貸し出す予定である。�

藤城小学校�

校区全世帯へのお願い　（12月21日付）�

☆日ごろから子どもたちに目を配って

いただき，声をかけてやってくださ

い。�

☆お買い物や散歩に出かけられる時間

を，子どもたちが，地域で活動して

いる時間にあわせてください。�

☆子どもたちは防犯ブザーを携帯して

います。ブザーの音が聞こえました

ら，様子を見てください。�

☆子どもたちが危険な遊びをしていた

り，危険な場所にいたりした場合は，

ためらわずに声をかけてやってくだ

さい。�

☆万が一，子どもに何か異変が起こっ

たときに，「こども１１０番のいえ」

に逃げ込むように指導しています。

ご協力ください。�

☆不審者，変質者と認めた場合，ため

らわず１１０番してください。�

セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト 藤 城 �セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト 藤 城 �

（4）地域パトロール活動の取組



67

取組の内容及び方法�
�
登下校の子どもの安全を守るためには，子ど
もを見守る目がたくさんあればあるほどいい。
そんな思いを地域のみなさんに受け止めてもら
っている。�
本校ではこの間ずっと教職員による登校時・
下校時の安全パトロールを続けてきた。下校時
には，学年によって下校時刻が異なるために，
時間差を設けての安全パトロールを繰り返して
きた。そして，地域の方々にも保護者のみなさ
んにも子どもたちが安全に登下校できるように，
地域での生活が送れるように見守っていただい
ている。�
この間自治町内連合会をはじめとして，地域
の各種団体の会合においても，春日野小学校，
そして春日丘中学校に通う児童・生徒の安全を
守るために何ができるだろうか，何をすればい
いのだろうかと，話し合っていただいたり，行
動に移していただいたりしている。「こども110
番のいえ」も町内各地に設置され，子どもたち
の安全な登下校や地域生活を送るための役割を
果たしていただいているところである。�
子ども見守り隊は，より幅広く隊員を募り，
その活動が子どもたちの安全だけでなく，地域
の安全意識を高めるとともに，安全で住みよい
町づくりにも一役も二役もかうことになってくる。�
よりたくさんの地域住民がこの活動に積極的
に参加するように，いろいろな場で参加を募っ
ていただいていることも大変心強いことである。�
社会福祉協議会では，子どもたちが危害を受
けている状況を見聞きするにつけ，できる取組
からやっていこうと，平成１６年１２月中旬よ
り社協の会合や回覧板等で児童の登下校の見守
りを訴えていただいた。会員さんはもとより，
校区の各町内会へも出向いて，見守りを呼びか
けていただいた。この呼びかけに応じた住民が
登下校時に家の前で安全確認や声かけ活動をし
ていただいている。また，近隣の安全巡視のた
めに下校時間帯の散策を兼ねたパトロールなど
にも取り組んでいただいている。�
通りかかる子どもに「気を付けて帰りや」「今
日はどんな勉強したんや」などと話しかけると

子どもたちも「こんにちは」「ありがとう」と
返事をしたり，学校の事を話したりしている。
子どもたちは見守られていることを実感しなが
ら家路についている。�
協議会の役員さんからは「末永く取組を続け
たいので，多くの人に協力してほしい」とのお
話も伺い，大変嬉しく受け止めているところで
ある。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
少年補導委員会では従来より継続して地域の
児童・生徒が安全で健全な生活を送れるように，
不断のパトロールや啓発活動を展開されている。
登下校時の安全について喧伝される以前より，
積極的な役割を地域では果たしていただいてい
る。子どもたちの様子もよくご存じで，登下校
の様子だけでなく地域での生活状況や子どもた
ちの様子についても折に触れ学校に連絡を取っ
ていただいている。�
子どもたちからも親しまれ，パトロール中だ
けでなく，地域で出会った時にも子どもたちの
方から話しかけており，子どもたちにとっては
心強い存在となっている。�

春日野小学校�

地 域 と 手 を 携 え た 安 全 活 動 �地 域 と 手 を 携 え た 安 全 活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組



68

取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

子どもたちの安全が脅かされる事件等を契機
に，子どもたちの安全について再点検，安全確
保に向けた取組をこれまでから推進してきた。�
昨年末に起こった広島・栃木と相次ぐ事件を
本校では深刻に受け止め，地域各種団体（板橋
会）と学校が横のつながりを強化，子どもたち
の生命を守り，安心安全な町づくりをしていく
という観点から，登下校の安全確保を中心とし
た取組を推進した。�
�

2　教職員の取組�

①子どもへの安全指導の徹底�
②通学路，危険箇所の確認地図作成�
③不審者を想定した避難訓練の実施�
④地域パトロールの強化�
　パトロール用ジャンパーの購入と活用�
⑤関係機関との連携　�
⑥伏見暑及び下板橋交番との密な連携�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　ＰＴＡの協力�

①「こども110番のいえ」の再点検�
②地域安全マップの作成と配布�
③「パトロール中」のステッカー付自転車によ
る抑止活動�
④校内の安全パトロール「ぶらりタイム」�
⑤ＰＴＡ役員が毎日当番制で，中間休み・昼休
み校内を巡回して児童の安全を守る。�
⑥パトロール日報「板橋小学校見聞録」の記入�
⑦ＰＴＡホームページによる，緊急情報の提示
と安全情報の発信�
�

4　地域各種団体との連携�

①安心安全会議の開催�
②啓発チラシ「安全な板橋の町をつくりましょ
う」の町内回覧�
③「パトロール中」の腕章を地域の協力者に配布�
④地域の方々による見守り活動�
　登下校時（登校７：５０～８：３０　下校１：３０～４：４５）
地域の方々が散歩・水やり・買い物等々で，
できうる限り戸外に出て，子どもたちの安全
を見守る�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑤ふれあい活動の中での取組�
　「こども110番のいえ」を巡るオリエンテー
リングの開催�
⑥ポスター「守ろう子供　板橋のチカラで」の
配布と掲示�
�
�
�
�
�
�
�
取組の成果と課題�
�
実践を通して，地域全体に「地域の子どもは
地域で守る」という気運が，更なる高まりをみ
せてきた。�
また，ＰＴＡをはじめ地域各種団体等の会合
の都度「子どもの安全をどのようにして守るか」
が話題となり，地域住民の目が子どもたちに注
がれるようになった。�
放課後，子どもたちは複数で下校をするが，
最終的に一人になる時間帯がある。この時間帯
の安全確保をどう図っていくか，更なる検討を
加えていく。�

伏見板橋小学校�
～学校・地域が一体となった安心・安全な町づくり～�

地域ぐるみで守る，子どもたちの安全�地域ぐるみで守る，子どもたちの安全�
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伏見住吉小学校�
～「子どもの安全な町は，大人も住みよい町」を目標に地域ぐるみで安全を確保していく～�

取組の内容及び方法�
�
1　「校区パトロールの強化とカラーブルゾンの着用」�
校区は，家々が軒を寄せ合う町並みが続いて

いるものの，高齢者世帯が多く，通り抜けの自
動車が多いわりには，人通りは案外少ない。必
ずしも，人々の目が十分行き届いているとは言
い難いところであり，校区のパトロールは，欠
かすことができない。校区パトロールの強化を
図るとともに，それをより効果的にするため，
パトロール時や「朝の声かけ」（毎月１回校門
前でＰＴＡ・教職員で行う）や「登校の見送り」
（ＰＴＡ地域委員）等行事の折には，カラーブ
ルゾン（校名入りユニホーム）を着用し，子ど
もを見守る目をアピールし，犯罪抑止力として
いくことにした。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　「安心・安全ネットワークづくり」�
学校・ＰＴＡ，地域諸団体で「伏見住吉子ど

もを見守る会」を発足させた。区内には，在宅
の元気な高齢者が多い。自転車に「パトロール
中」プレートの取り付けていただいたり，「子
どもを見守る会」の「パトロール中」吊り下げ
札をつけて児童の登下校を見守ってもらうよう
に地域に呼びかけ，協力をいただいている。「こ
ども110番いえ」には，毎年ご協力の依頼と挨
拶をするようにしているが，お引き受けから年
月の経過している所には，ご家庭の状況の変化
を聞き，実情を把握し，警察署とも連携をとる
ようにしている。�
�

3　安全マップの更新�
本校は伏見の中心部にあり，校区東部は古く

から開けた住宅街，西部は戦後に開けた住宅街
からなる。学校は，疎水が伏見城下の濠川と東

高瀬川放水路へと分岐していく地点にあり，そ
れらが自然と人工の織り成す風情を醸し出して
いる。しかし，今日それらも子どもの安全とい
う視点からみると，さまざまな課題をはらんで
いる。のどかな川べりの遊歩道が，以前は格好
の通学路と見られていたが，今では，人通りの
少ない，心配な場所と見なくてはならなくなっ
ている。従来の安全マップがどうしても交通安
全の視点にシフトがかかり過ぎていた点を踏ま
え，教職員とＰＴＡで区内の危険箇所を改めて
見直し，安全マップの更新の共同作業をすすめ
ている。�
�

4　不審者から身を守るワークショップの実施�
「きょうとＣＡＰ」の協力を得て，毎年６年
生を対象に児童に不審者や暴力から身を守るス
キルを身につけさせる講習を開いている。また，
保護者対象の教室も開き，家庭での指導に役立
てるようにしている。�
�
�

取組の成果と課題�
�
安全確保対策は，終点のない取組であって，
間断ない持続した取組としていかなければなら
ない。そのためには，学校・家庭・地域が連携
と補完をし合いながら無理のない着実な活動を
積み重ねていくことが大切であると考える。「子
どもの安全な町は，大人も住みよい町」を目標
に，地道に取組を積み重ねていこうという意識
が，学校・家庭・地域のそれぞれに高まり始め
ている。地域の人々は，この町で生まれ育った
人々が中心であり，地域への愛着は深く，皆で
町の安全・安心を守ろうという意識は高い。こ
れら校区の特性をふまえ，今後も安全確保の取
組を進めていきたい。�

学校・家庭・地域で地道につみあげる安全確保対策�学校・家庭・地域で地道につみあげる安全確保対策�
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取組の内容及び方法�
�
1　「パトロール中」のプレート・腕章の活用�

それぞれの活動の時にプレート及び腕章をつ

け地域みんなで見守っている。�

①保護者�

　地域を自転車及び自動車で回る時は，必ずプ

レートをつける。各家庭２枚ずつ配布。　�

②地　域�

　各種団体の方々が，地域を回られる時，少し

遠回りをし，プレート・腕章をつけ通学路を

随時　回っていただく。　�

③教職員�

　登校指導・下校時のパトロール・部活動了後

の付き添い時，プレート・腕章をつける。�

④朝の交通安全指導�

　交通安全推進委員会とＰＴＡ地域委員とで，

登校時に交通安全指導を行っているが，その

時も，プレート・腕章をつけ，児童の見守り

活動を行う。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�
2　パトロールの日常化�

より多くの目で子どもたちを見守っていただ

くために，児童の登下校時に犬の散歩や門掃き

等を行う。�

①ＰＴＡからの働きかけで�

②学校だよりでのお願いで�

③地域の安全会議でのお願いで�

④学校・ＰＴＡより各種団体へのお願いで�

�

�
3　「防犯教室」の実施�

１月17日，伏見警察の生活安全課に来ていた

だき，外で遊ぶ時の注意や知らない人に連れて

行かれそうになった時の対処法を教えていただ

いた。保護者の方も熱心に聞いておられた。�

�
今後の取組�
・ＰＴＡのみならず，地域の方全員に安全マッ

プを配り，危険箇所を常に意識していただく。�

・地域諸団体が，児童の下校時，通学路に出て

見守り活動を行う。�

�

プレート名は『横大路ＰＴＡ』より，地域�
全体の取組にするため『横大路』に変更�

横大路小学校�
～地域みんなで抑止力を！～�

地 域 み ん な が み ま も り 隊 �地 域 み ん な が み ま も り 隊 �
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取組の内容及び方法�
�
1　組　織�

自治連合会を中心とした少年補導委員会・体
育振興会・老輝会（老人会）とＰＴＡ（地域で
公募した安全ボランティアを含む）及び学校で
組織している。�
�

2　活動日時�

月曜日～金曜日の毎日，授業終了の下校時刻
から，放課後の下校時刻まで活動している。�
�

3　活動に用いる物品�

①パトロールの時着用するジャンパー�
自治連合会の方は自治連合会のジャンパー
黄緑の非常に目立つ色）を着て，少年補導委
員会の方は少年補導のジャンパーを着用し，
ＰＴＡは地域生徒指導連絡協議会のジャンパ
ー（現在作成中）を着て，教職員は自治連合
会のジャンパーを着てパトロールしている。�
②「こども110番のいえ」の立体的表示�
「こども110番のいえ」の表示はプレートで
正面からは見えるが，斜めからは見にくいの
で学校で独自に旗を作り子どもたちが見やす
いように工夫した。�
③防犯ベルを配布�
ＰＴＡの安全対策委員会が全校児童に防犯
ベルを配布し，地域ぐるみで子どもを守る町
づくりを目指している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4　活動内容�

昨年末の小学生が被害者となった事件を受け
て，地域の子どもたちを地域ぐるみで守ってい
こうと自治会・ＰＴＡ・学校の三者で話し合い
をした。その結果，以下のように活動すること
になった。�
①集団登校及び複数下校の徹底と三者によるパ
トロールの強化を実施する。�
②下校時は自治会・ＰＴＡによるパトロールを
する。�
③教職員によるパトロールは一斉下校時等に，
主に低学年担任により随時実施する。�
④教職員を対象とする防犯訓練を実施して防犯
に対する意識の向上を図るとともに緊急時の
対応能力を高める。�
⑤子どもたちが防犯ベルを持っていることを，
地域の人たちに知ってもらい，ベルが鳴った
ら状況を把握し，直ちに対応していただくよ
うに要請している。�
�
�
�
�
�

　　地域ぐるみで，子どもたちに安全な�

　　羽束師づくりを目指している。�

羽束師小学校�

地域の子をみんなで守る「羽束師みはりたい」�地域の子をみんなで守る「羽束師みはりたい」�

（4）地域パトロール活動の取組



72

取組の内容及び方法�
�
1　防犯・安全パトロールの取組�

・大淀中学校区夜間パトロール（夏季休業中）�
・天神祭りパトロール（７／２４．２５）�
・淀花火大会パトロール（８／２１）�
・與杼神社祭礼パトロール（１１／２．３）�
地域行事，祭礼などのイベントの時や夏季
休業中を通して，小中学校の教職員とＰＴＡ，
少年補導委員会が合同で校区の中を手分けし
て，地域の防犯・安全パトロールを実施した。�
・学校定期パトロール（長期休業前）�
学校独自でも長期休業前などは集団下校で
児童を各地域まで送ったあとそれぞれの地域
のパトロールを行っている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　明親小学校「地域見守り隊」�

もともとはＰＴＡから声が上って始まった活
動だが，自転車の前かごに「子どもを守ろう　
安全パトロール中」というプレートを常時つけ
てもらうか，腕に「明親小学校　見守り隊」と
いう文字の入ったリストバンドをつけてもらう
という取組を行っている。�
特に定期的に集まったり，日時を決めてパト
ロールをするわけではなく，買い物やその他の
用事で地域に出かける時にプレートをつけた自
転車に乗ってもらったり，リストバンドをつけ
てもらったりするだけであるが，地域の中で「見
守り隊」のプレートやリストバンドをつけた人
を見かけることで，子どもに安心感を与えたり，
不審者から子どもを守ることにつながったりし
ていると考える。�
また，今年度の半ばからは，連合自治会を通

じて地域の全家庭に呼びかけてもらったが，趣
旨に賛同した地域の方から申込をいただき，名
前を登録する参加者が徐々に増えつつある。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　防犯マップの作成と活用�

もともとあった学校安全マップに手を加え，
明親地域防犯マップを作成した。現在このマッ
プを活用して，連合自治会の所属団体である防
犯推進委員協議会の方々による地域のパトロー
ルが行われている。�
また，防犯推進委員協議会の方では，このマ
ップと通学路図から防犯上危険であると思われ
る場所に立て札や表示板を取り付けるべく，現
在準備が進められているところである。�

明親小学校�

＜パトロールに出かけるＰＴＡ役員＞�

＜自転車かごプレートとリストバンド＞�

〈防犯マップ〉�

「 地 域 で 守 る 」明 親 見 守り活 動 �「 地 域 で 守 る 」明 親 見 守り活 動 �

（4）地域パトロール活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�

校区は，山間部に位置し，民家もまばらであ
り，人通りも少ない。また，通学路は川沿いで
道幅も狭く，足を踏み外せば川に転落する危険
な状況もある。�
そこで，地域で安心・安全な生活を確保する
ため，少年補導・長寿会・自治振興会等の代表
者と連携して，地域ぐるみの組織体制で取り組
んでいる。�
�

2　防犯意識の向上に向けての取組�

昨年夏より公共交通機関であるバスが音楽を
鳴らして走行していることにヒントを得て，警
察のパトロールカーも雲ヶ畑校の校歌や牛若丸
のメロディーを鳴らしながら地域を巡回してい
る。また，事故や事件を未然に防止するため，
警察とも連携し，子どもたちの防犯意識の向上
を図っている。�
☆ 子どもが自分の身の安全を守るため�
①笛や防犯ブザーを常に持ち，必要に応じて鳴
　らす。�
②集団で登下校する。�
③こども110番のいえの位置を知る。�
④危険を感じたら近くの家に飛び込み，助けを
　求める。�
⑤見知らない人に声をかけられても，絶対に付
　いて行かない。�
�

3　登下校時の安全確保について�

（1）保護者・学校の活動�
年度当初に登校の時間や集合場所は決めてお
知らせしてきたが，11月下旬より登校時は，毎
日保護者が交代で引率し，下校時は，教職員が
毎日交代で引率しながら，子どもたちの安全確
保に努めている。�
※登下校時の子どもの安全は，学校や保護者が
見守りながら引率している。普段の子どもた
ちの生活は，山間で人通りも少ないが，保護
者を中心に地域の住民全体で子どもたちの安
全確保に努めている。�
�

（2）地域のすべての住民に安全確保を呼びかける�
①「防犯活動啓発用品」�
・のぼり旗 ・自転車に付ける安全プレート�
・防犯用三角コーン ・防犯ブザー�
�
�
�
�
�
�
②集団で登下校する様子�
・雨の日も雪の降る寒い日も，保護者に見守�
　られながら，元気に登校する子どもたち。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・教職員に引率さ�
　れながら下校す�
　る子どもたち。�
�
�

取組の成果と課題�
�
1　成　果�

保護者や教職員が，毎日交代で送迎している
様子を見ながら，地域の方からも「おはよう」「い
ってらっしゃい」「こんにちは」「お帰り」等々の
声かけも増え，子どもたちは笑顔で答えている。�
�

2　課　題�

近年，道路整備が行われよくなってきている
が，それに伴って交通量も増え，不審者が往来
する危険性も高まっていると考えられる。そこ
で子どもたちへの危機管理意識を徹底すること
が重要となってきている。�
�

雲ヶ畑小学校�
～安心・安全　豊かな心で元気な子ども～�

み ん な で 守 ろ う 　 子 ど も た ち�み ん な で 守 ろ う 　 子 ど も た ち�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�

「防犯安全教室」�

実施日時　　　平成17年7月2日（土）�

場　　所　　　宕陰小学校　体育館及び校庭�

参　　加　　　ＰＴＡ，教職員，児童生徒，�

　　　　　　　地域諸団体　総数150名�

講　　師　　　京都府警�

�

毎日のように，小さな子どもたちが被害にあ

う痛ましい事件がテレビや新聞等で報道されて

いる。�

そこで，毎日のように通い，慣れ親しんだ学

区であっても「思わぬ場所で，思わぬ危険な目

にあうことがある」ということを前提に防犯安

全教室を実施した。実際に色々な場面を設定し，

具体例をあげて行った。例えば，子どもが不審

な人物に出会って，助けを求めて来た時は，ど

の様に対応したらよいのか，「こども110番のい

え」に助けを求め，駆け込んできたときは等。�

結果は，知識としては持っていても，実際に

はあわててしまって，なかなか冷静な行動がで

きなかった方が多かったようである。�

また，不審な人に出会わないようにするには，

どうしたらよいかについて，大人も子どもも学

習した。�

一人の参加者から「幸い本学区では事件につ

ながる問題はおきていないが，他学区からの情

報では，気がかりな事例も聞かされている。自

分たちの学区内でおこっても不思議ではないと

思う。」という声もあった。�

他にも，いくら子どもが心配でも，大人が一

日中そばにいて守ることはできない。しかし，

何かがあったとき，子どもがどう対処できるか

を教えておくことも大切なことではないだろう

かという意見もあった。�

今後もＰＴＡや地域諸団体，地域警察署の連

携協力を得て，児童生徒の安全確保を最優先に

し，登下校時における保護者や地域の方々の声

かけ等をはじめとした取組を通して，児童生徒

を見まもり，支え合える地域ぐるみの活動を推

し進めていきたいと考えている。�

そして，さらに安心して住める学区づくりに

努めていきたい。�

宕陰小学校�

み ん な で 取り組 む 防 犯 安 全 活 動 �み ん な で 取り組 む 防 犯 安 全 活 動 �

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
　　学校安全部会　１３名�
　　　安全に関する指導の徹底をはじめ，交通�
　　　事故等の防止や防犯対策等の子どもを守�
　　　る取組と仕組みを地域ぐるみで創造する。�
�
　　組織　学校運営協議会　�
　　　　　　　学校・地域・ＰＴＡ�
�
　　地域安全部会　９名�
　　　子どもの登下校の安全・防犯，自転車等�
　　　の交通安全指導，各種パトロール活動の�
　　　充実を図ることで安全安心の街づくりを�
　　　進める。�
�
　内　容　�
　　　朝のあいさつ運動の実施�
　　　　登校時刻に合わせて門であいさつと�
　　　　パトロール�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　�
�
�
　　　嵯峨野パトロール隊の活動�
　　　　合同パトロール�
　　　　近所のパトロール�
　　　　自転車等に安全プレート�
　　　　校内のパトロール�
�
　　　防犯行事の実施�
　　　　子どもを守る防犯教室開催�
　　　　１２／２２（木）実施�
　　　　防犯避難訓練の実施　�
�

　　　　「こども１１０番のいえ」の活用�
　　　　「こども１１０番のいえ」マップの配布�
　　　　情報交換�
�
　　　全１年生に防犯ブザー贈呈�
　　　　ＰＴＡより�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　校内の環境整備�
　　　　門の閉めよせ�
　　　　掲示板の充実�
　　　　校内に侵入しにくい環境へ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　防犯教育の実施�
　　　　緊急時対応マニュアルの作成と�
　　　　児童への指導�
　　　　安全マップの作成と児童への指導�
�
�
�

嵯峨野小学校�

学校・家庭・地域が一体となって安全な学校づくりを�学校・家庭・地域が一体となって安全な学校づくりを�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　通学時の児童保護及び誘導�

組織　　　ＰＴＡ・教職員�
活動日時　毎朝８時～８時半�
活動に用いる物品　蛍光色ジャンパー　�
　　　　　　　　　　横断用旗　�
活動内容　　�
正門京福電車踏み切り付近と，東門一条通押
しボタン信号の２ヶ所に分かれ，毎朝ＰＴＡか
らは２名，教職員からは１名が，児童の通学の
様子を見守っている。�
ＰＴＡの当番は，６年生から順番にまわし，
各学級委員が当番表を作り配布している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　校区全体で取り組む安全�

組織　自治連合会・ＰＴＡ�
　　　活動に用いる物品　ステッカー�
　　　　　　　　　　　　吊り下げ名札�
　　　　　　　　　　　　腕章�
活動内容　　�
「こども安全パトロール中」のステッカーを
地域住民や保護者に自転車等につけてもらい，
買い物等に出かけてもらう。�
また，児童の下校時間帯には，吊り下げ名札
をつけて，イヌの散歩や門掃き等をしてもらう
ことにより，児童に安心感をもたす。�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　防犯避難訓練�

組織　学校・地域�
　　　（防犯推進委員連絡協議会）・警察�
活動日時　平成１７年７月６日�
　　　　　１０時～１０時３０分�
活動内容　�
不審者侵入を想定した非常事態における心構
えや護身方法の訓練を実施した。�
また，学校外での非常事態における心構えや
護身方法（「こども110番のいえ」の利用や防犯
ブザーの使い方等の周知）の訓練も行った。�

御室小学校�

み ん な で 続 け る 学 校 安 全 活 動 �み ん な で 続 け る 学 校 安 全 活 動 �

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　防犯・安全啓発の取組�

①安全ビラの配布・協力�
②学校及び通学路における児童の安全確保�
・不審者が出た場合，学校から保護者に文書
で連絡�
・注意の呼びかけや保護者から学校に情報依
頼�

③自分で自分の命を守ることに対する意識の高
揚�
・「知らない人に声をかけられた時」「遊びに
行く時」の約束等�
・防犯ブザー常時携帯の徹底と正しい使い方
の指導�

④親子防犯教室の実施（７月）　�
・「知らない人についていかない」「一人で遊
ばない」等ビデオを鑑賞による親子学習�

・生活安全課担当者による講話�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　�
�
�
⑤ＰＴＡによる交通指導・挨拶運動�
　　（毎月第二火曜日）�
・ＰＴＡ会員が児童の登校時横断歩道に立ち，
　　交通指導と朝の挨拶運動を実施�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑥自転車の正しい乗り方とヘルメットの着用に
ついての指導�
・家庭との連携で自転車乗りのきまりの徹底
（７月の地区別懇談会にて）�

⑦「こども110番のいえ」についての指導�
・児童・家庭・地域に場所とその意義の徹底
を図り相互理解の強化�

⑧学校安全マップ�
・校区における危険箇所の点検�
・校舎掲示用地図作製�
・児童への注意喚起と安全意識の高揚�
�

2　安全教育安全管理の取組�

①「学校安全の日」設定（毎月一日）�
・朝の挨拶をはじめ集団登校の仕方，横断歩
道の渡り方等を指導　�

・学校施設の安全点検�
②学校への不審者侵入時の危機管理�
・警察署と連携した防犯訓練（９月）�
　児童の安全確保・不審者への迅速な対応・
危機管理マニュアルに従った組織的な行動�

③避難訓練�
・６月：火災（授業時）火災時の基本的な行
動と避難経路の理解�

・１月：地震（休憩時）休憩時に災害が発生
した場合の避難の仕方の理解�

京北第一小学校�
～保護者・地域・関係機関との連携で進める安全活動～�

地 域 ぐ る み の 学 校 安 全 活 動 �地 域 ぐ る み の 学 校 安 全 活 動 �

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　登下校における安全活動�

①登校指導並びに挨拶運動�
　・校区の駐在所の方による毎朝の安全指導�
　・PTA役員と教職員による毎月始めの登校
　指導�
　・毎月15日の学校安全の日に教職員による登
　校指導�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
＜駐在所の方による安全指導＞�

�
②集団一斉下校　�
　・毎日，午後４時30分（冬季は４時）に，通
　学班（町別）ごとの集団一斉下校�
�
③通学路の安全点検�
　・４，９，１月に教職員が通学路を児童と一
　緒に歩いて通学路の安全点検を実施�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
＜集団一斉下校＞�

�
�

④地域への呼びかけ　�
　・校区の全家庭に児童の登下校に合わせて散
　歩や家の前への出迎えなどを呼びかけた�
　・ＰＴＡ会長からの「お願い」文の配布�

�
2　不審者等から子どもを守る活動�

①警察との連携による防犯教室，防犯訓練の実
施�
　・警察署員による子ども防犯教室や警察と連
　携しての不審者の学校への侵入を想定した
　防犯訓練�
②防犯協会等からのステッカーを活用する取組�
　・地域の防犯協会から配布されたステッカー
　を自家用車に貼りつけて走行�
③不審者，不審電話等の情報のお知らせ文を配
布�
　・身近な情報は文書にして全保護者に周知�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

＜警察による防犯教室＞�
�
�
取組の成果と課題�
・集団登下校を実施しているため，児童の登校
や下校の実態が把握しやすい。�
・地域に見守りボランティアを募集した結果，
たくさんの方からの応募があり，多くの方が
児童の安全のため，活躍してくださっている
ことがわかった。�
・通学路には人家の無いところがあったり，児
童の家が散在していたりするので，最後まで
安全確保がしにくい。�
・警察との連携により，防犯教室・防犯訓練を
実施したが，今後も引き続き児童の安全を守
るために取組を強化していきたい。�

京北第二小学校�

子 ど も を 守 る 学 校 安 全 活 動 �子 ど も を 守 る 学 校 安 全 活 動 �

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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京北第三小学校�

取組の内容及び方法�
�
1　学　校�

①通学路の安全確認�

・学期複数回（入学後１ヶ月，学期始め，交

通安全週間等）�

・通学班ごとに児童の下校に合わせて担当教

員もいっしょに歩いて，下校指導及び通学

路の安全確認を行う。�

・「安全マップ」の昇降口掲示による危険箇

所の意識�

②登下校の安全確認に関する啓発�

・学校だより「大杉」，保護者向け文書等�

③学校評議員会（主任児童委員を含む）での話

　し合い�

④防犯教室（３学期）�

・駐在所巡査による講話，不審者対応のビデ

オ視聴�

⑤交通・安全オリエンテーリング（１学期）�

・道路歩行中，自転車運転中，校内での安全

確保，不審電話への対応，不審者への対応

等のコーナーを設けて，異年齢集団班で各

コーナーでの問題を解きながら回り，安全

や防犯に対する意識の高揚を図る。�

・駐在所巡査と連携し，１つのコーナーを分

担してもらい，交通安全や防犯についての

講話やクイズをしてもらう。�

�

�

�
2　PTA�

①通学路の安全確保�

　・安全坊やの設置（７月，夏休み）�

　・安全坊やを親子で製作（６月）�

②歩道設置の運動�

③通学時の安全についての話し合い�

　・PTA役員会（年間随時）�

　・PTA総会（４月，３月）�

　・地区別懇談会（７月･夏季休業日前）�

　・学級懇談会（年間数回）�

　・個別面談（７月，１２月）�

�
3　地　域�

①北桑田防犯協会製作の「防犯パトロール実施

　中」のステッカーを付けての車の走行�

②学校周辺及び通学路への目配り（散歩，ゲー

　トボール，農作業時等）�

�
4　警　察�

①学校周辺のパトロール�

②児童通学時のパトロール�

③登校時の交通安全指導�

学校・地域で取り組む子どもの安全安心の校区づくり�学校・地域で取り組む子どもの安全安心の校区づくり�

＜ビデオをまじえて不審者への対応を学習＞� ＜交通・安全オリエンテーリング  防犯のコーナー＞�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　取組に至る経過�

本校は，平成11～13年度に京都市教育委員会
より指定を受け，防災・安全教育に取り組み，
平成14年度は文部科学省・京都市教育委員会よ
り指定を受け，地域ぐるみの学校安全推進モデ
ル事業に取り組んだ。�
平成15年度以降も，学校の柱の一つとして取
組の継続・見直しをしている。�
�

2　通学路看板取付�

学区内の道幅の狭い府道（旧山陰街道）・交
通量の多い新山陰街道など事故の発生しやすい
通学路にPTA本部役員・地域補導委員が中心
になって看板を取り付けた。〔今年度の新しい
取組〕�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

3　通学路の安全確認・登校指導�

校区を歩いて回り危険な場所を確認し，交通
安全・防犯などの生活安全に視点をおいて，詳
しく調べた。ＰＴＡ地域委員と学校が定例会議
を持ち連携を深めている。話し合ったことがら
を来年の学校安全マップに生かせたらと考えて
いる。また，親子で校区図を見て，安全な登下
校について話し合う機会をつくり，安全につい
ての意識を高めている。�
川岡交通安全推進委員会の方が当番で朝の登
校指導・声かけ運動に参加していただき，子ど
もたちの安全を見守っていただいている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　安全委員会の取組�

・１５日学校安全の日・朝の声かけ運動�
・お昼休みの安全運動・ポスターや標語作り�
・校内ひやりハットマーク，「こども110番の
いえ」，川岡レスキューステッカーの点検（古
くなったステッカーの貼りなおしなど）�
また，朝の声かけ運動は，児童会とタイアッ
プして全校的な活動に広がっている。�
�

川岡小学校�

地域ぐるみの学校安全体制の取組�地域ぐるみの学校安全体制の取組�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　 学校の取組�

指導　各学年研究授業（2年6/30，6年9/15，4年10/27）�
�
�
�
�
�
�
登下校安全指導�
安全ノートの活用�
　　　町別児童会・集団下校�
　　　集団登校（4/12，7/20，3/20）�
　　　緊急時集団下校とその体制�
　　　避難訓練（不審者侵入・火災・地震）�
　　　　　　　　　　  （5/20，9/9，1/17）�
　　　チャレンジ教室（レッツ安全教室）（7/21）�
管理　毎月の校内安全点検       　�
　　　校内パトロール�
研修会　不審者侵入避難訓練（教職員対象）�
　　　　授業研究発表会（1・3・5年1/20）�
　　　　安全研修会（8/29）�
�
�
�
�
�
�
児童　ランドセルに防犯ブザーの携帯�
　　　安全委員会（毎月奇数週水曜日）�
教職員　防犯ブザー携帯�
　　　　名札着用�
用具　教師用・教室用防犯ブザー�
　　　ネットランチャー�
　　　さすまた等�
設備　カメラ付きインターホン　　�
　　　オートロック門�
　　　大型モニター�
　　　非常ベル�
　　　インターホン�
　　　校内放送�
�

2　 地域の取組�

ＰＴＡ　　登校時　各町別地域委員の同行　　
　　　　　緊急時　各町別地域委員と集団下校�
　　　　　来校時　名札着用�
　　　　　通常・休み中　校区パトロール�
西京警察　パトロール・交通安全指導�
　　　　　交通教室（5/9）�
　　　　　自転車教室（5/27）�
�
�
�
�
�
�
　　　　　新入生保護者対象交通安全指導�
　　　　　　　　　　　　　　　　　（11/17）�
　　　　　交通安全講習（9/28地域対象）等�
消防署　　社会見学・体験活動（9/27）�
消防分団　安全体験・お話（10/13）�
　　　　　自主防災（11/20地域対象）等�
　�
�
�
�
�
�
�
「こども110番のいえ」　子どもの安全確保�
少年補導　校区パトロール　　　　　　　　　
　�
スクールガードリーダー　校区パトロール�
ボランティア　登校時交通安全指導�
各種団体　下校時交通安全指導�
自治連合会　登下校時の児童の見守り等�
�

松尾小学校�

学 校 と 地 域 で“ 子 ど も を 守 る ”�学 校 と 地 域 で“ 子 ど も を 守 る ”�

地域ボランティア�

消防署見学�

オートロックの正門�

ネットランチャー�安全委員会�

2年生研究授業� チャレンジ教室�

自転車教室�交通教室�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　登下校時の安全確保�

①教職員・警察・地域の方々が校区内の横断歩
道や踏切，危険な交差点に立ち安全指導を行
っている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②ブロック別集会（町別集会）の後には，担当
の教職員が通学路の安全を確認の上，地域委
員協力のもと，集団登校集合場所まで集団下
校を実施している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
③スクール・ガードリーダーが，週に1日校区
内の巡回及び安全点検を実施し，児童への安
全指導をしている。�
�
�
�
�
�
�
�

2　安全確保の呼びかけ�

　　学校・学年通信等およびＰＴＡだよりで児
童の安全確保のための協力を呼びかけている。
校区内には，ＰＴＡや各種団体が安全確保の
呼びかけを掲示するなどしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　子ども安心安全ネットワーク�

　　学校・学年通信等およびＰＴＡだよりで児
童の安全確保のための協力を呼びかけている。
校区内には，ＰＴＡや各種団体が安全確保の
呼びかけを掲示するなどしている。�
　　・基本方針：児童の安全確保�
　　　　　　　　迅速な通報�
　　　　　　　　教職員の受傷事故防止�
　　・組織（事務局：西京警察署）�
　　　　保育園・幼稚園・小学校・中学校�
　　・活　　動：情報の提供活動�
　　　　　　　　防犯指導の実施�
　　　　　　　　防犯訓練の実施�
　　・連絡方法：ネットワークを通じて順次�
　　　　　　　　FAX送信する。�
�
取組の成果と課題�
�
学校・ＰＴＡ・地域の諸団体が，連携を深め
有機的に結びついて児童の安全確保のための取
組を進めていったことは，それぞれの立場で安
全に対する意識の高揚につながり大きな意義が
あった。�
今後も，これらの取組が地域住民全体にさら
に広がっていくことを願っている。�
�

嵐山東小学校�

学校・家庭・地域が一体となった子どもの安全確保�学校・家庭・地域が一体となった子どもの安全確保�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　主に校内の取組�

・正門横に地域ふれあい広場を設置し，地域諸
団体，個人の皆さんの協力のもと，児童の登
下校や日常の様子を見守ってもらう。�
・校門，中庭等を中心にカメラを８台設置し，
センサーと併用することにより，職員室で集
中的に監視している。これらの機器を活用す
ることによって不審者の侵入を未然に防いで
いる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　主に校外の取組�

・学区社会福祉協議会等の協力で，登下校中の
児童の見守りを依頼する「緊急アピール」を
校区内各所（学校名約120部，ＰＴＡ名約80部）
に掲示した。�
　�
�
�
�
�
�
�
　�
�
・従来の自転車等に付ける「パトロール中」の
プレート（ＰＴＡ，地域で約200枚）に加え，
教職員の自家用車にマグネット式プレートや
吸盤式プレートを装着し，通勤時や校外移動
時に掲示している。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・低学年の下校時刻に合わせて，教職員（常時
６名）が下校路をパトロールしている。�
・PTAおよび藤ノ森少年補導委員会が各月１
回ずつ下校時間帯に通学路のパトロールを実
施している。�

藤ノ森小学校�

＜地域ふれあい広場＞�

＜監視カメラ＞�

＜監視カメラ＞�

＜センサー＞�

＜職員室モニター＞�

＜緊急アピール＞�

＜マグネットプレート＞�

＜吸盤プレート＞�

地 域 の 安 全 は 面 で 守 る�地 域 の 安 全 は 面 で 守 る�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
学校・地域・家庭が一致協力し，地域ぐるみ
で子どもたちの安全を守る体制作りや活動をす
る。�
�

1　登下校時の子どもたちを守る�

①４月・５月　教職員，地域委員，ＰＴＡで校
区・通学路の安全点検をし，安全マップやパ
トロ－ルに反映させる。�

②毎月はじめの声かけ運動の実施�
　　校門と校区の要所で朝のあいさつの声かけ
と登校する児童の安全を確保する。�
③地域のボランティア2名の方に，毎朝交通安
全上危険な箇所に立っていただき，登校する
児童を見守ってもらっている。�
④４月11日　ＰＴＡで防犯ブザ－の斡旋。�
　（多くの児童が登下校，外出時に目立つよう
に持ち歩くことで，犯罪の抑止力とする。）�

⑤５月・１月　ＰＴＡによる自転車・自動車用
の安全プレ－トの協力者への配布�

⑥５月27日　安全マップ「校区危険箇所地図」
の配布により，危険箇所の共通認識を図ると
ともに，校区の細部の点検を多くの目で継続
して行う。�

⑦11月30日　「登下校時の声かけ」の協力依頼
のプリントをＰＴＡが，保護者・地域に配布。
登下校時に通る子どもたちの様子を自宅前で
見守り，「おはよう」「おかえり」などの声か
けをしてもらい，「小さな積み重ねであっても，
地域全体の大人の目が犯罪への抑止力となる
はずです。みんなで子どもたちを守りましょ
う。」と子どもたちの安全確保への協力を呼

びかける。�
⑧毎月15日を「安全の日」と決めて地域委員会
作成の注意喚起のプリントを配布している。�

　�
2　地域における防犯意識を高める�

①７月2日「プロが教える親子で学ぶ護身術」�
　　ふれあい活動で，児童・保護者・地域の人
から参加者を募り，元Ｋ－１の佐竹雅昭氏を
講師に招いて，いざというときに身を守る方
法を教えてもらった。�
　　防犯グッズに頼るだけでなく，実際に身体
を動かし，護身術を体験した。�
②11月5日　児童地域住民対象の「防犯教室」の
実施（伏見署員が講師となって，暴漢から身
を守る心得の講義と所作を実演）�

③地域行事や各種団体の会合で，機会あるごと
にボランティア募集の呼びかけや，子どもを
守る取組への協力の呼びかけをした。�

桃山小学校�

「配布した安全プレ－ト」�

安全対応能力と防犯意識を高める�安全対応能力と防犯意識を高める�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　組　織�

「桃山東地域ぐるみ安全対策委員会」�
①学校・・・安全委員会�
②ＰＴＡ・・地域委員会�
③地域・・・防犯推進委員会�
　　　　　　交通安全推進委員会�
�
2　活動内容・日時・使用物品�

①防犯教室　�
　・６月28日（火）�
不審者侵入時の教職員の対応。児童自ら身
を守る方法。児童がインターホンを使って
連絡する訓練。�

　・11月25日（金）�
地域・ＰＴＡ・学校担当者出席。伏見警察
署員から防犯の知識を学習。�

　・12月14日（水）�
伏見警察署員による学習。声かけ事案への
対応。全校児童と保護者も参加。�

②啓発活動�
　・「こども110番のいえ」の再編成�
　　新マップをカラー印刷し，全家庭配布。�
　・「校区安全マップ」を作成�
　　印刷し全家庭配布。�
　・「桃山東パトロール腕章」の作成�
　　全家庭配布。�
　・「わんわんパトロールカード」作成�
保護者・老人会・女性会の方の希望者に配
布。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　・「パトロール中カード」作成�
自転車のかごにつけるタイプ。自動車のフ
ロントに置くタイプ。保護者・地域の希望
者に配布。�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
＜防犯教室で自分で自分を守る方法を学ぶ＞�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

＜全家庭配布「新こども110番のいえマップ」＞�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

＜全家庭配布パトロール腕章＞�
�
3　常時活動�

①登校時の声かけ・パトロール�
②下校時のお迎え・パトロール�

桃山東小学校�

広めよう安全知識・高めよう安全意識�広めよう安全知識・高めよう安全意識�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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伏見南浜小学校�

＜スクールガードリーダーの活動＞�

取組の内容及び方法�
�
1　取組の趣旨�
校区は，商店街や酒蔵・マンションが立ち並
んでおり，人通りも多く観光客も多い。しかし，
人通りの少ないところや変質者が出没するとい
ったところもあり，子どもたちにとって注意し
なければならない場所もある。�
今までからも，地域の人たちは，「地域の子
どもは地域で守ろう」という意識が高く，子ど
もたちはそうした環境の中で温かく育まれてい
る。�
従来，不審者等防犯情報については，教育関
係連絡網を作っていた。そこでは，小学校に情
報が集約され，校区にある１幼稚園・２保育園・
１児童館・１中学校・少年補導委員会に連絡，
それぞれの立場で子どもたちに注意を促してき
た。少年補導委員会では消防分団とも連携し，
校区のパトロールなどを実施していただいた。�
また，ＰＴＡではホームページを立ち上げ，
不審者情報や安全に関するメール配信をスター
トさせた。�
�

2　「こども110番のいえ」の点検�
昨年末相次いで発生した小学生が犠牲になる
事件の後，校区全体に子どもの見まもり等の協
力を依頼していく方向で安心・安全のための取
組を進めている。子どもたちの登下校の時間帯
を知らせ，その時間帯に出来るだけ家の外に出
てもらって安全な通学路にしていくということ
である。�
さらに，ＰＴＡと少年補導委員会・防犯委員
会の協力で「こども110番のいえ」の点検を実
施した。従前からの家以外にも設置箇所を考え，
新たに協力を求め，
ほぼ全員の方に
協力をいただいた。�
スクールガー
ドリーダーの活
動も校区の巡回
など細かい目配
りをしてもらえ
て安心材料にな
っている。�
�

3　登校時の安全�
朝は集団登校をしているが，地域の中には，
子どもたちの登校時にいつも通学路に立って安
全な登校を見守ってくださる人がいる。また，
集団登校の場所まで，子どもたちを送る保護者
やＰＴＡ役員も朝のあいさつ運動を兼ねて，パ
トロールしていただいている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　下校時の安全�
下校時刻にばらつきがあるので，地域全体に
子どもたちの下校時の安全に目を配ってもらう
ようお願いした。主に午後2時前後・3時前後等，
それらの時間帯に，植木の水やり・買い物・犬
の散歩など家の外での活動で，少しでも子ども
たちを見守ってもらうようにしている。�
�
�

取組の成果と課題�
�
『伏見南浜小学校パトロール中』のプレート
では，子どもが卒業したら使わないから小学校
と入れるのをやめよう」，「パトロール中と書い
たジャンパーとか腕章などがあるともっとやり
やすい」などあちこちで，安心・安全のための
意見を出してもらえるようになり，子どもたち
の安心・安全のための機運が高まっている。�
また，各団体でパトロール中というプレート
を作って車につけていただいているところもあ
る。�
痛ましい事件が続き，なんとか子どもの安心・
安全のために少しでも協力してもらえればと始
めた取組であるが，多くの方が関心をもち，協
力の申し出をいただいている。今後は，パトロ
ール中であるということが一目でわかるような
ベスト・バッジなども充実させていくつもりで
ある。�

「地域の子どもは地域で守ろう」の合言葉のもとに�「地域の子どもは地域で守ろう」の合言葉のもとに�

（5）安心・安全に関する啓発活動の取組
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取組の内容及び方法�
�
1　地域パトロール�

向島自治連合会では，交番との連携を進め地
域で子どもたちを守り，「安心と安らぎのある
まちづくり」のための取組を最優先に進めてい
ただいている。�
１２月より毎週　月曜日と木曜日の午後２時
から学校東門に集合し，８人ずつ２班に別れて
のパトロールを実施している。�
子どもたちにとっては地域の人が自分たちの
安全を守るために活動していただいていること
の安心感や大人への信頼感が増している。�
一方，大人としては地域を見直すきっかけと
なっているようだ。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2　掲示板と啓発ポスター�

「子どもを地域で守ろう」の防犯啓発ポスタ
ーを各町内に配布，掲示板をはじめ目につきや
すい場所に貼付し，地域住民に呼びかけをして
いる。�
また，他の掲示物にも常に気を配り，その都
度，必要な物を必要な場所，必要な時期に掲示
し，読み手に新鮮は情報を提供することで防犯・
環境美化に目の行き届いた地域であることを示
している。�
これらの取組を通して，犯罪に対する抑止力
を地域全体で高めるようにしている。�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3　安全グッズの活用�

ＰＴＡ地域委員をはじめＰＴＡ会員，地域諸
団体に「プレート」を配布し，自転車の前面付
けて，防犯・安全意識の高揚に活用している。
決まった時間帯にパトロールするのではなく，
都合のよい時間に行っている。多くの人々が関
心をもって見ていることからも，地域の防犯・
安全に対する認識の表れが大きな抑止効果のひ
とつになっている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4　交番との連携�

警察の地域防犯・安全対策の経験を生かし，
向島地域として，今，何をなすべきかを豊富な
実績をもとにした取組と，この活動への理解及
びサポートをしていただいている。�

向島小学校�
―「このまちは大人の眼が光っています」というまちに―�

安 心 と 安 ら ぎ の ま ち づ く り�安 心 と 安 ら ぎ の ま ち づ く り�
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向島二の丸小学校�

取組の内容及び方法�
�
1　ＰＴＡとの連携�

本校では犯罪への抑止力とすべく，９年前か
ら自転車の前かごに「パトロール実施中」のプ
レートを取り付ける取組を独自に行ってきた。�
また，数年前よりＰＴＡ役員が数人ずつの当
番を決め，毎日の登下校時に見守り活動を続け
ている。教職員もその活動と連動し，立つポイ
ントを分担して見守り活動をしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本校では午前８時から午前８時30分の間に登
校することになっている。そのため朝の見守り
活動もその時間帯に合わせて行っている。�
下校時は，下校時刻にばらつきがあるため，
見守り活動は低学年の下校時刻に合わせている。
そのため，ＰＴＡが毎月の見守り活動当番表を
作成する際には，学校の教務部と厳密に打ち合
わせをしている。また，下校時刻が午後６時頃
になる部活動を終えて下校する児童は教職員引
率のもと集団下校しているが，その集団下校に
ＰＴＡ役員が付き添うこともある。�
�

2　地域との連携�

本校には歴代ＰＴＡ本部役員によるＯＢ会が
あり，その会員に見守り活動への参加を呼びか
けたところ，多くの方々の賛同を得られること
となった。�
高層住宅の自室から登下校の様子を注視する
方，自転車や自家用車に「パトロール中」のス
テッカーを取り付ける方，時間帯には関係なく
買い物には腕章をつけて行く方など，その会員
による見守り活動は多様である。�

また，本校区は３つ
の街区で構成されてい
るが，各街区の自治会
等の協力を得て，地域
の方々へご協力を願う
ポスターを各棟に貼ら
せてもらっている。そ
のことと「全小学校に
京都市教委　ロゴ入り
腕章など配布」との新
聞記事の相乗効果で地域の方が見守り活動に参
加を表明されるケースもあった。�
�
�

取組の成果と課題�
�
1　成　果�

本校ＰＴＡの今年度のテーマは「地域のおと
なと子どもが仲良くなろう」である。つまり，
地域のおとなと子どもが仲良くなって，お互い
あいさつを交わしたり，子どもが良くないこと
をしていたらおとなが注意できたりするような
関係を構築しようとするものである。�
このテーマに沿って見守り活動を進めていく
ことにより，おとなと子どもが親しい関係にな
り，子どもたちが安心して登下校できるように
なってきた。また，前項で記述したように，Ｐ
ＴＡ会員以外の方々にも児童の安全に目を向け
てもらえるようになってきた。�
�

2　課　題�

決められた登下校路を通ったり，身に危険が
及んだときの対処法を学んだりすることが大切
である。今後は自分の身を自分で守るという意
識とともに行動がきちんととれるよう，指導を
更に徹底させなければならない。�

向 島 二 の 丸 の 見 守 り 活 動 �向 島 二 の 丸 の 見 守 り 活 動 �
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久我の杜小学校�
～犯罪を寄せ付けない地域をめざして～�

取組の内容及び方法�
�
1　久我の杜安全推進委員会�
学校・ＰＴＡ・自治連合会が連携した『校区
の安全・あんしん』のための実行委員会を１１
月に発足した。子どもたちを見守るために何が
できるか，学校では…，ＰＴＡとしては…，地
域では…という内容で，熱心な話し合いを行い，
子どもたちが犯罪に巻き込まれないような町づ
くりについて確認しあった。今後のあり方を中
心に，地域でできることを話し合い，定期的に
委員会を開催し，情報交換をする中で，さらに
連携を深めていきたい。�
まず，地域全域に「子ども安全・あんしんビ
ラ」を配布した。また，パトロールは各種団体
長を中心に協力体制を形成していくことを確か
め合い，できることから実施し，報告・交流す
ることでお互いが連動した活動になると考えて
いる。�
①教職員のパトロール�
日常行っている児童宅への家庭訪問の際，学
校への帰途に校区をパトロールする。（自転車
前かごに『パトロール中』のパネルを貼付，1月
より安全・安心腕章，２月より地生連ウィンド
ブレーカー等の着用）�
②保護者のパトロール�
保護者が来校の際，自転車やバイク，自動車
の見えるところに『パトロール中』のパネルを
貼付して，保護者が安全に対して高い意識をも
っていることを示す。�
�

2　学校安全体制を支える地域ぐるみの安全活動�
①久我の杜下校時安全・あんしんマップ�
これまでの『久我の杜安全マップ』『こども
110番のいえマップ』に加え，学校が子どもた
ちの下校時の一人になる危険箇所や死角になり
やすい場所などを書き込んだ『久我の杜下校時
安全マップ』を作成し，下校時の地域パトロー
ルに役立てられるようにした。地域委員を通じ
て地域パトロールをする関係者に回覧して確認
してもらった。子どもたちの登校の安全指導に
加え，すでに，校区全域に配布している子ども
安全・あんしんビラを参考にして，下校の時間
帯にもパトロールをして子どもたちを見守って
もらうようにした。また，地域委員を通じて新

たに７軒の家が「こども110番のいえ」として
登録していただくことになり，子どもたちの安
全確保に向けた協力体制が一段と向上した。今
後も連携を深めていきたい。�
②おやじの会ドッジボール大会（1月）�
今年度は，地域のおやじとして男性の参加を
さらに呼びかけた。地域の安全・あんしんパト
ロールをする際，地域のおやじとしての意識を
高めるとともに『こがのもり』のネームの入っ
たウインドブレーカーを着た人に見守ってもら
っているという子どもたちの意識も高めたいと
考えた。満面の笑顔でドッジボールをしている
子どもたちの姿に地域のおやじからは，「こん
なかわいい子どもたちを犯罪に巻き込んではな
らない。できるだけのことはしていきたい。」
という声を聞くことができた。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
③神川中学校ブロック地域生徒指導連絡協議会�
神川中学校ブロックでは，神川・久我の杜・
羽束師の３小学校と神川中学校が地域生徒指導
連絡協議会のネームとロゴの入った共通のデザ
インでウィンドブレーカーを作成し，地域パト
ロールで使用している。様々な立場で子どもた
ちを守るという姿勢を知らせることで，抑止力
に繋がっているのではないかと考えている。�
④地域清掃活動�
自治連合会では子ど
もたちが地域で遊んで
いるときの安全を守る
ため，各町ごとに独自
の取組を工夫している。
町内で計画された地域
清掃活動では，子どもの参加を呼びかけ，近所
のおじさんやおばさんと一緒に清掃活動を行う
ことによって交流を深め，地域の大人が子ども
たちに声をかけやすくし，日頃の地域の安全・
あんしんに心配りをしている。�

地域ぐるみで子どもを守る学校安全活動�地域ぐるみで子どもを守る学校安全活動�
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美豆小学校�
―学校・家庭・地域が一体となって―�

取組の内容及び方法�
�
1　登下校時の安全指導�

子どもたちの安全な登校を進めるため, 以下
の場所で安全指導を行っている。�
①淀大橋南詰交差点での指導�
　　淀川以南の地域の保護者及び地域委員,防
犯推進委員, 教職員が, 登校時に安全指導を
実施している。�
②リバーサイドマンション, 八幡長町, 美豆町
など校区内・各地域の地域委員により登下校
指導を行っている。　　　　�
③校門前�
　　教職員が登校時に実施している。�
�

2　PTA・地域関係諸団体との連携強化�

地域ぐるみで子どもたちの安全を守るため, 
以下のような取組を行っている。�
①登校時における淀大橋南詰交差点での指導�
　　地域委員による「旗当番」の実施と当番表
の作成。保護者や防犯推進委員による登校指
導の実施。�
②校区内・各地域の地域委員による登下校指導�
　リバーサイドマンション, 八幡長町, 美豆町
などで実施。�
③保護者・地域住民による「こども110番パト
ロール中」のステッカー運動　�
　　自転車のかごなどに「こども110番パトロ
ール中」の黄色いステッカーを付け, 地域全
体で子どもを守っていく体制をつくる。各町
自治会による自主的な活動の推進が進められ
ている。�
④「美豆小こども110番のいえ」の設置�
　　地域に「こども110番のいえ」を設置し, 
緊急時における子どもの安全確保と抑止力を
図る。�
⑤学校や地域での子ども
への声かけ�
　　子どもの登下校時に
おける「おはよう。」「い
ってらっしゃい。」「お
帰り。」などの声かけ運
動の推進。�

3　「安全の集い」の実施�

子どもたちの安全意識の向上, 地域との連携
を強化することをねらいに平成１４年度より「安
全の集い」を実施している。内容は年度により
異なっているが, 消防署や警察署と連携して防
犯・防災安全に関する体験学習を実施している。�
�

4　教職員への防犯ブザーの配付�

平成１５年度より, 緊急時に備え防犯ブザー
を全教職員に配布した。本校の防犯安全に関す
るマニュアルである「自主防犯体制」の中で明
記し, 危機意識の向上に役立てている。�
�

5　防災ヘルメットの配備�

平成１７年度より,　防災ヘルメットを全校
児童・教職員用に配備した。これは地震や火災
に備え, 防犯に対する抑止力の向上のために, 
教室や職員室前の廊下に常時備えてある。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

取組の成果と課題�
�
学校はＰＴＡ・地域関係諸団体と, 日頃から
連携した取組が進められている。�
子どもたちには, 学級での安全指導, 避難訓
練, 「安全の集い」などを通して危機意識の向
上に努めてきた。この結果, 子どもたちは,　安
心して学校に通学しているのが現状である。�
今後,ＰＴＡや地域関係諸団体にとどまらず, 
地域の全家庭に浸透するような地域ぐるみの取
組を一層進めていきたい。�

地 域ぐる みで 守 る 子どもの 安 全 �地 域ぐる みで 守 る 子どもの 安 全 �
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京都市立学校長・園PTA会長様

京都市立学校長・園長様

学校・保護者・地域が一体となって　
子どもの登下校時等における安全確保の徹底を！

去る，11月22日に広島県の小学校１年の女子児童が下校途中に殺害され，ダンボール箱に入れ

られ遺棄されるという大変痛ましい事件が発生いたしました。

幼児・児童・生徒の安全確保につきましては，日ごろから万全を期していただいているところ

であります。特に，子どもたちの登下校時の安全確保については，これまでからも，

学校･家庭・地域・各種団体等が連携し，通学路での立番や子どもたちの付き添い,地域の実態にあ

った学校独自の安全マップの作成等，地域ぐるみの安全の取組を推進され，子どもたちを見守っ

ていただいております。

今回の事件を契機に，学校・家庭・地域社会・各種団体・関係機関との連携を一層強化し，今

一度，登下校時はもとより地域社会における安全確保をはじめ，幼児・児童・生徒への安全指導

や学校・園の安全管理について，あらためて認識し，主に次の点について，留意されますようお

願いいたします。

①　保護者・地域が，登下校時（特に下校時）や放課後等に，子どもの様子に目を配るなど，

安全確保にこれまで以上に関わっていこう。

②　家庭で，子どもの下校時刻，特に通常と異なる場合等に注意するなど，安全確保に努め

よう。

③　学級・学年等複数で下校しよう。必要に応じて,集団登下校を行おう。

④　知らない人の誘いに応じないように指導を徹底しよう。

⑤　「こども110番のいえ」と日頃から連携を図り，積極的に活用しよう。

平成17年11月24日

京 都 市 子 ど も 安 全 会 議

人 づ く り ２ １ 世 紀 委 員 会

京 都 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会

京都市地域生徒指導連合会

京都「おやじの会」連絡会

京 都 市 立 幼 稚 園 長 会

京 都 市 小 学 校 長 会

京 都 市 立 中 学 校 長 会

京 都 市 立 高 等 学 校 長 会

京都市立総合養護学校長会

京 都 市 教 育 委 員 会
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